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熱帯林造成技術テキストの発刊にあたって 

熱帯林造成技術テキストも今回で第11巻目を発刊出来ることとなりました。 

これも，ひとえに著者の先生方のご協力と林野庁のご支援のお陰と厚く感謝申 

し上けます。 

本テキストは，NG0 や企業なとの民間による国際林業協力に従事する人々 

や，これからの国際林業協力を担うであろう青少年を対象にして，当センター 

が行っている熱帯林造成のための研修用テキストとして，また,現に国際林業 

協力に従事している人々の参考書にもなればと作成しているものであります。 

今回は，マングローブの造林について琉球大学の馬場先生と林野庁の北村さ 

んに執筆をお願い致しました。 

かって，マングローブ林は熱帯から亜熱帯にかけて，世界の晦岸線で存分に 

見られましたが，近年ではェピの養殖や開発の進行により激減し，高潮により 

多くの人命か奪われたり，沿岸水産資源の枯渇で住民生盾が困窮したり，世界 

的にその弊害か顕著となってきております。 

そして今や，マングローブ林の造成は世界的に緊喫の課題となっており，本 

テキストが国際林業協力に携わる人々や今後志す人達に活用され，マングロー 

ブ林の復元に些かなりとも役立てて頂ければと密かに願うものであります。 

最後になりましたか，馬場先生と北村さんにはお忙しい中を執筆頂き心より 

感謝中し上げます。 

1999年3月 

（財）国際緑化推進センター 

理事長 秋山 智英 
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写真2 アメリカヒルギ（Rhizophora in ai郡e）の支柱根（エク 

アドル） 

この写真を撮った近くに樹高60rnを超える林分があった 
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写真 1 10数年を経過した造林地とイネ内に設置された木道 (タイ)

写真 2 アメ リカヒルギ (兄脳 zop/zom 〃m.〃g‘e) の支柱根 (エ ク

アドル)
この写真を掘った近くに1封高60m を超える4本分があった
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写真3 西表島仲間川河口のマングローブ林 

仲間川河口のマングローブ林の面積は約200haといわれて 
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写真4 光合成をしているヒルギダマシの通気根（酉表島） 

先端が緑色で地面から真っ直ぐ突き出ているのが通気根 
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写真 4 光合成をしているヒルギダマシの通気根 (西表島)
先端が緑色で地面から真っ直ぐ突き出ているのが通気根
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写真5 マングローブの葉を食べているキバウミニナ（西表島） 
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写真6 塩を排出しているヒルギダマシの葉 

実験室内だと風で葉が揺り動かされないので大きな結晶に 
なる 

写真 5 マングローブの葉を食べているキバウミニナ (西表島)
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リ了Iて7 放棄されたエビ養殖地への植林（バリ島，インドネシア） 

国際協力事業団のマングローブプロジェクトの試験地 
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写真8 潮が満ちはじめた散布体の直挿し造林地 （インドネシア） 
通常支柱は必要ないが，流速が速い所などでは支柱を用、、 

ることもある 

lv 

闘霊感羅
写真 7 放棄されたエビ養殖地への植林 (バリ島.インドネシア)

国際協力事業団のマングローブプロジェクトの試験地

もテ諸言語きざ;繋ご,「話そ蔭当商量漸落まま諸講論叢臆病ま密

ー葛 湯支宝お慧』 --
電雲′≧ -≧三者好意
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写真 8 潮が満ちはじめた散布体の直挿し造林地 (インドネシア)
通常支柱は必要ないが,流速が速い所などでは支柱を用い
ることもある



は じ め に 

マングローブかテレビ，新聞，輔誌なとに頻繁に取り上げられ， しかも多く 

の方々が毎年ポランティア活動なとて毎外に出かけマンクローフの植林を彳」つ 

ている。 

そのためか，筆者らも最近は外国に行く機会か多く，－あなたの専門は」とき 

かれたら 「マンクローブI と答えることにしている。 

尋ねた相手かマングローフのことは知らないであろうと，マングローブの説 

明をはじめると，「マンクローフのことは良く知っているし，お前は人変おもし 

ろい研究をしている」 となる。「最近は諸外国てもマンクローフか有名になっ 

た」なとと思ったら大きな問違いである。ほとんとの場合「マングローフ 

(mangrove)」 を「熱帯果実のマンコ（mango)」 と勘違いしているのである。 

多くの日本人の方々が海外て専門家として，あるいはポランティアでマンク 

ローブの植林をしていることから，木書か少しでもそのお役に立つことができ 

ると誠に幸いてある。 

I ～ を馬場繁幸か，V は北村呂三か担当したか，必ずしも充分な内容ては 

ないことや適切ではない表現かあるかもしれないか，どうかお許し頂きたい。 

なお，本書は室内で読むのではなく，特に～とVは必要な時にポケットから取 

り山し,現場てすぐに使える内容に心かけたつもりてある。 

本書の編集・印刷か予定よりも大幅に遅れてしまい（財）国際緑化推進セン 

ターの山目夏郎専務埋事には大変なご心配をおかけしたか，私ども二人に木書 

執筆の機会を与えて下さったことに心から感謝したい。また，（財）国際マンク 

ローブ生態系協会常務埋事の國府田住弘琉球大学名誉教授にはご無理なお願い 

を中し上げるとともに，貴重なご助言と励ましを賜った。衷心からお礼を中し 

上ける。 V の東南アジアのマングローフ樹種については緒方健農学博士にご校 

閲を頂き，貴重なご助言を賜った。日頃多くの方々にお世話になり，それかあ 

まりに多くの力々なのでここではお一人お一人のお名前を挙げることを差し控 

えた。しかし，私たちの活動を支援し，またaLl宅激励トさった本当に多くの皆 

様のご助言とご指導かなけれは本書か書き上からなかったことを特記し，非礼 

をお詫びするとともに，心から厚くお礼を中し上ける。 
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ローブ生態系協会常務理事の国府田ィ圭弘琉球大学名誉教授にはご無理なお願い
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マングローブの特徴と分布 

1. 言葉の由来とその定義 

わか国の北海道，本州や四国にはマンクローフか生育していないので，マン 

クローブを実際にみることはてきない。沖縄ではマンクローブのことを「ヒル 

ギ」 と呼び親しみ，身近な樹木のーつである。中国や台湾ではマングローフを 

「紅樹」と呼ひ，台湾の台北郊外には「紅樹林」と名前をつけた駅も作られてい 

る。筆者らは毒外でマングローブの植林活動や技術指導をしているか，そんな 

時に一番困るのは「マンクローブの語源はなに？」 と訊かれることである。 

1) 語 原 

マンクローブ（mangrove) の語源については，色々な説かあり，英語の辞書 

'‘ウェフスター（Webstet ; Mish eta! Ed' 1988)'’によると，"mangrove'' はポ 

ルトガル語の“man g ue'' あるいはスペイン語の“mangle" か語幹になり，それ 

に英語の‘'grove" （小さな森の意味）が一緒になってできあかった単語とされ 

ている。しかしなから， このウェブスターの説明では， ポルトカルやスペイン 

に生育していないマンクローブを示す‘'mangue'' や“mangle”がポルトガル語 

やスペイン語に取り入れられた理由は説明できない。 

ウェブスターの解釈に疑問を抱いているのは筆者だけてはない。国際的なマ 

ンクローブの調査や研究事業を土宰しイタリア語，ポルトカル語，スペイン語， 

フランス語，英語などか堪能て，国際マンクローブ生態系協会（ISME・ Intei 

national Society for Mangiove Ecosystems）の副会長をされているマルタ・ 

ヴァンヌソチ（Marta Vannucci)博士もそのー人である。 

彼女は大航海以前のポルトガル語やスペイン語で記載されている海図を調べ 

man g ue や mangle あるいはそれに類する記号や単語か大航海以前の海図に 

示されていることに気かついた。 ポルトカルやスペインにマングローフはない 

のて，航海に出て最初に立ち寄ったてあろうアフリカ西海岸の言葉かmangue 

やmangle の語原となっているに違いないと推測している。彼女の西アフリカ 

語源説の信憑性は高い。しかし，今日までマングローブの語源は明らかにされ 

ず，謎というのか本当のところである。 

2） 定 義 

語源は謎に包まれているが，MacNae (1968）はマングローブという単語の 

使用上の混乱を避けるために，マンクローブ（mangrove) を個々の植物に，マ 
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クローブを実際にみることはて きない。沖縄ではマ ングローブのことを 「ヒル

ギ」と呼び親しみ, 身近な樹木の一つである。中国や台湾ではマングローフを

「紅樹」と呼び,台湾の台北郊外には「紅樹林」と名前をつけた駅も作られてい

る。筆者らは海外でマングローブの植林活動や技術指導をしているが, そんな
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のて,航海に出て最初に立ち寄ったてあろうアフリカ西海岸の言葉か mangue

や mangle の語源となっているに違いないと推測している。彼女の西アフリカ

語源説の信悪性は高い。しかし, 今日までマングローブの語源は明らかにされ

ず, 謎というのが本当のところである。

2) 定 義

語源は謎に包 まれているが,MacNae(1968) はマングローブという単語の

使用上の混乱を避 けるために, マ ングローブ (nlangrove) を個 々の植物 に, マ
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ンガル（man gal) を森林群落(forest community）に用いることを推奨した。 

Tomlinson (1986）はマンクローブ（mangrove) を「熱帯の潮間帯に成立する 

森林群落（forest community）の構成植物（constituent plants)，あるいは森 

林群落（forest commumty）そのもの」を指し示すと定義している。木書では 

マンクローフとマンカルを使い分ける必要かないので，マンクローブのみを用 

い,不必要な混乱を避けることにしたい。面倒な説明はともかく,高山に生え 

ている植物を総称して「高山植物」 と呼ぶように，潮の満ち干の影響を受ける 

－潮間帯」あるいは「感潮帯」（荻野1991）に分布している植物をまとめてマン 

グローブと理解して頂きたい。したかって，本書ではマンクローブを植物の総 

称以外にマンクローブ生態系（mangrove ecosystems)， マンクローブ林 

(mangrove foiests)，マンクローブ群落(mangrove communities）なとのよ 

うに用いることになる。 

ところで， サクラにはヒカンザクラ， ミヤマザクラなとがあり， マツにはア 

カマツ，クロマツ， リュウキュウマッなどのように和名にーサクラ」や「マツ」 

のついたものかある。しかし，マングローブの場合には，和名にリュウキュウ 

マンクローフやオキナワマンクローフなどのように 「マンクローブ」 かついた 

植物はない。なお，オヒルキのことを英名で“red mangrove'’と呼ひ， ヒルギ 

ダマシの仲間を"black mangrove'’ と呼ぶこともあるか， それらは通称であ 

り，樹種名を学名（scientific name）で表記したときにはやはり 「mangrovej 

と名前のついた植物はないのである。 

2 構成種 

マングローブのすべてがタコの足のような支柱根を発達させ，鉛筆を大きく 

したような形の胎生種子（後述）をつけていると思っていることか少なくない。 

しかし種数だけでみると，支柱根も出さず，胎生種子をつけない樹種か多いの 

てある。 

Tomlinson （前出）に基つくとマングローフ植物は110 種以上に達し，「主要 

な構成種(major components)J,「副次的な構成種(minor components)山 

「付随的な構成種（associates）」 の三つに区分される（表I -I, 1-2 参照）。こ 

の区分では「士要な構成種」か重要であり，－付随的な構成種」かマンクローブ 

4 態系にとって不必要な植物てあるということではない。 

－主要な構成種とは，マンクローブ林だけに生え，陸Lの植物群落には生える 
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表1 -t マングロープの土要な構成種と副次的な構成挿 

科 名 

Comb, etaceae 

Patmac 

Rh,zophoraccae 

SonneraLiaceae 

Verbonaceae 

小 引 

属 名 種 故 気根の白無 胎生種了 

Laguncuんno 

Lurnniizero 

Nypo 

Bruguiera 

C'Ilo,s 

KOlId'lla 

Riuzophoro 

勘nne,o如 

Awa,ma 

Bornいcaceac 

Euphou buaceac 

Lythuaceae 

Mellacede 

Myrsinaceac 

Myrtaceac 

Pellictcraceae 

Plum baginaccae 

Ptei idaceae 

Rubi~ 

Stcrcukaceao 

小 引 

合 I, 

++ 

9 

I+-1

2

l

6

2

 1

8

5

B

 

ト 

+ 

ト 

1

2

2

l

I

2

3

1

3

 LI 19（ー加） 

よく発辻している ＋ 発達している －発達していない 

Trnnlinson (1986）から引用（一帰改与）。 なお，TomlinsonてはA in cnn to 属を 

Ayuccnnldceae (ヒルギダマシ科）に分頬しているか，ここては従東通りのVet-

benaしeae（クマッゾラ科）とした 

ことかなく，胎生押イを生産したり，特徴的な根の形態をもっている抗物」の 

ことてあり，「付随的な構成種とは，マングローブ林を構成する植物てあるか， 

マンクローブ林以外の陸L植物群落の構成挿てもある植物」なとということて 

ある。したかって研究とによっては「主要な構成種を純マンクロープ（真性マ 

ンクローフ）」，「副次的な構成種を準マンクロープ」，「付随的な構成種を従マン 

クロープ」として区分することもある。 

私たちはマンクロープ林のE要な構成種（真性マングローフ）だけをマンク 

表 1‐1 マングローブの土要な構成種と扇-1次的な構成顧
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マンクローブ林以外の陸と植物群落の構成種てもある植物」なとということて

ある。したかつて研究者によっては「主要な構成種を純マンクローブ (真性マ

ンクローフ)J,「副次的な構成種を準マンクローブ」,「付随的な構成種を従マン

クローブ」として区分することもある。

私たちはマンクローブ林のに要な構成種 (真性マングローフ) だけをマンク

+ +

+

Bombdcaceae cα“マメ osgem の z

副 Euph 。lblaceac 丑・coec αrm

(′ Lythlaccae P2′'ゆれzs

Mellacede XyZoc αγP"s

的 Myrsmaceae AegZce! の

な Myrtaceae oふりo“;m

Pe11Ieleraceae Fe"zc 乙e者α

P1umbag.ndCeae Aegz α′“zも

成 pLendaeeae Acms れc/2zmi

種 Rublaccde Scyp/2zp/mm

SLercullaceae 上!erは雄者Q

小 =



表1 -2 マンクローブの付随的な構成種 

科 属 名 

マンクローブを構成 
しているかあるいは 
晦岸に分布する種数 

Acanthacoac Acmlthus 3 (OW ) 

Anacarchaceae Gluta 1 (OW ) 

Apocynaceae Cerbera 3 (OW ) 

RJiabdadenia (NW ) 

Batidaceae BanS (-2 ) (P) 
Bignoniaceae A mph deciia (NW ) 

肋01170paegina (NW ) 

Dolichandi one (OW ) 

Colas traceac Cassine (OW ) 

Corn bretaceae Con ocaゆus (NW ) 

TelmmaIm (OW ) 

Corn positae Tube rostylis (NW ) 

Ebenaceae D 'Ospyros (OW ) 

Eup horbiaceae Gtochidion (Oyj) 

H ,ppolnane (NW ) 

Flacourtiaceae Scabopm (OW ) 

Goodoniaceae Scaeuo加 (OW , NW ) 

Guttiforae Ca/aphyIlmn (OW ) 

Locythidaceae BarnllgIOlIla (OW ) 
Logurntnosae Cynometra (OW ) 

Caesaゆmm (P) 

Aganope (OW ) 

Dat be rIm (NW ) 

Derns (OW ) 

んocarpus 

hitsm 

(OW ) 

(OW ) 

Mora (NW ) 

Pり1lga"na (OW ) 
Malvaceae HIbiscui (F) 

Pamma (NW ) 
1五a功asia (F) 

Melastomataceae Oc/hocharis (OW ) 
Meliaceae Amoom (OW ) 
Myristicaceae Myrtsttca (OW ) 
Myrsmaceae Adism (OW ) 

Mylsme (OW ) 

Palrnae Catainus (OW ) 

Oncospe;ina (OW ) 

Phoemユ (OW ) 

Raphm (OW , NW ) 

Pandanaceae PaiuImms (OW ) 

Rubiaceae Rustia (NW ) 

Rutaccae Mera加 (OW ) 
Saprndaceae Alto/Thy//us (OW ) 
Sapotaccae Poutena (OW ) 
Tiliaceae Browiilamm (OW ) 

合 訂 46 

0W 旧世界，NW 新世界，P 汎世界 

Tornhnson (1986）から引用（一部改写） 

59 (-60) 
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表 1-2 マンクローブの付随的な構成種
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ローブと考え勝ちてある。しかし，マンクローブ林にも，そして陸上の森林に 

も出現する植物（付随的な構成種，従マンクローブ）であっても，マンクロー 

ブ林の構成には欠くことのできない植物であり，マンクローブ4態系の中でそ 

れなりの役割を果たしていることをあえて強調しておきたい。 

3. 分 布 

Tomimson の区分に基っき，わか国に分布するマングローブを小したのか 

表I -3 である。 この表から明らかなように－主要な構成種」だけだとヒルギモ 

ドキ， ニッパヤシ， オヒルギ， メ ヒルギ， ヤェヤマヒルギ， マヤプシキ （ハマ 

サクロ）， ヒルギダマンの7 種である。「副次的な構成種」てあるシマンラキ， 

ミズカンピ， ミミモチシダ，サキシマスオウノキを加えると11種になり，さら 

に付随的な構成種であるオオハマホウ，サキシマハマホウ，オキナワキョウチ 

クトウ，テリハボクなどを加えると30 種近くになる。 

面積でみると沖縄県のマンクローブ林は約530 ha とされ（沖縄国際マング 

ローブ協会1991)， これに奄美大島，屋久島，種子島，薩摩半島なとのマンク 

ローブ林の面積を加えても‘わが国全体の面積は約600 ha前後にしかならな 

いであろう。 

国別のマンクローフ林の面積は国際マングローブ生態系協会（International 

表I -3 我カ」司に分布するマンクローブの才要な構成種と副次的な構成種 

科 名 神 名 

A 

B 

／クンン科（Combretaceae) 

ヤシ利(Palrnae) 

ヒルギ科（Rhizophoiaceae) 

ヒルギモドキ awan ttzera , aceniosa Wil Id ) 

ニノパヤノ（Nyba frut,cans (Thuob ) Wurmb) 

オヒルギ（Bi uguirna gymnw rliiza (L ) Lamk ) 

メヒルギ(Kandaiw ca,dei (L ) Di uce) 

ヤエヤマヒルギ（Rh,zophoia sかlosa Gulf) 
ー，-, -,- , 3- (O-.-,,,-.-#._. -- ii、,, I C11.4l3 

マヤプノキ科(Sonneiatiaceae） ノノ「7 、3VfUIEI ttutt (LIVttリ '3 hI山i) 

クマツゾユ1土」：Veilienaceae) ヒルギダマノ u rncemna marina (Forsk )  Vierh) 

トウダイグサ科（Euphorbiaceae) ノマノラキ（Excaeca, 'a agailocha) 

ミソハギ科（Lythiaceac) ミズカンピ（Fbmp加s acidula) 

ワラビ利(PIe, idaceae） ミミモチンダ（A crost,ch inn anルum) 

アオギリ科（Sterしuhaceae) サキ／マスオウノキ（Hemle命 ituoraits) 

A 土要な構成種，B 副次的な構成種 

庄） Sonneratiaceac は，初島(1975）てはハマサクロ科としているか，本田 

(1982） てはマヤプシキ科としているので，後者に従った。 

ロープと考え勝ちてある。 しか し, マンクローブ林にも, そして陸上の森林 に

も出現す る植物 (付随的な構成種 , 従マ ンクローブ) であっても, マ ンクロー

ブ林の構成には欠くことのできない植物であり, マンクローブ斗態系の中でそ

れなりの役割を果たしていることをあえて強調しておきたい。

3. 分 布

Tomllnson の区分に基つ き, わか国に分布す るマ ングローブをホ したのか

表 1-3 である。この表から明らかなように「主要な構成種」だけだとヒルギモ

ドキ , ニ ッパ ヤ シ , オ ヒル ギ , メ ヒル ギ , ヤ エヤ マ ヒル ギ , マ ヤ プ シキ (ハ マ

サクロ), ヒルギダマソの 7種である。「副次的な構成種 i てあるシマソラキ,

ミズカンピ, ミミモチシダ, サキシマスオウノキを加えると 11種 になり, さら

に付随的な構成種であるオオハマホウ, サキシマハマホウ, オキナワキ ョウチ

クトウ, チリハボクなとを加えると 30種近くになる。

面積でみると沖縄県のマングローブ林は約 530 ha とされ (沖縄国際マング

ローブ協会 1991), これに奄美大島, 屋久島, 種子島, 薩摩半鳥などのマンク

ローブ林の面積を加えても わが国全体の面積は約 600ha 前後にしかならな

いであろう。

国別のマ ングローフ林の面積 は国際マ ングローブ生態系協会 (lnLemat・onal

表 1-3 枚か国に分布するマンクローブのJ′要な構成種と副次的な構成種

料 名 櫛 名

ノク ン ン科 (CombrcLaceae) ヒル ギ モ ドキ (Lz‘7mmzem ′αce''70sα W ・1id)

ヤシ不一 (Pa1mae) ニノパヤノ (~め qfγ臨 c伽 (Thunb)Wurmb)

ヒルギ科 (Rh,zopho ーacede) オヒルギ (βmgz‘そのqgy,mm ′m! 如 (L)Lamk)

メヒルギ (比の縦昭雄 cの'〆〃!(し)DJ Uce)

ヤエヤマ ヒルギ (尺短歌や加川 郡)の肌 G1・ff)

マヤプ / キネ十 (Sonne,aL,dccae) マヤプノキ (Sのけ2g他力ααとりαJ sm,もh)

クマツツごラ科 (Ve,ねe順 e e)- ヒルギダマバ Awce'z' 竺 ?mm2 α (Forsk)Y1erh)

トゥグィグサ料 (Euphorblaceae) ノマ ノラキ (Eズcogcの mdgo/ ‘ocノ7α)

B
ミソハギ料 (Lyもmacedc) ミズカンピ (Pの'7Pms αczd"/")

ワ ラ ビ科 (Ptelldaceae) ミ ミモ チ ソ ダ (Acγos女物 “7〃‘ほぼせ"777)

アオギ リ科 (SterLullaceae) サキ ノマスオウノキ (品α′ごねβわ れとの〆為)

A 土要な構成稀 ,B 副次的な構成秤
江 ) Sonncrat ・aceac は, 初 島 (1975) て は ハ マ サ ク ロ科 と して い る か , 本 田

(1982) てはマヤブシキギトとしているので, 後者に従った。
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Society for Mangrove Ecosystems - ISME）か1997年に出版した“World 

Mangrove Atlas'’に収録されている。世界のマングローブの分布の概略を図 

I -1 に図示し，国別のマンクローブ林の面積を表1 4 に示したか，マングロー 

ブの分布は赤道を巾心に北半球は北回帰線の少し北まで，南半球では南回帰線 

の南側までということになる。 

マンクローブ林の「主要な構成種」だけに限定すると，太平I羊地域の北限は 

鹿児島県薩摩半島でメヒルギか分布している。ここのメヒルギはリュウキュウ 

コウガイとも呼ばれ，沖縄からの移入種ではないかとの議論もあるか，その真 

偽については定かでない。明らかに移人されたメヒルキとしては南伊豆町弓ケ 

辰のものかあり，種子島から持ち込まれ,花や種子もつけている（竹岸1997) 

オヒルキの分布の北限は奄美人島，ヤェヤマヒルギの」日製は沖縄島の東村（慶 

佐次川），ヒルギモドキは沖縄島の官野座村（億首Ill)である。ヒルギダマシの 

北限は宮古島で，マヤプシキは西表島と石垣島，ニッパヤシは西表島か分布の 

北限である。 

メヒルギの太平洋地域の」日製を鹿児島県薩摩半島と考えると，緯度か北緯31 

'-'32二大西洋の北限はパーミューダ諸島でAvicennia genninans（ヒルキタマ 

シの仲間）とRhizophorn mangle（ヤエヤマヒルギの仲間でフメリカヒルギと 

呼はれる）か分布しているか， この緯度も北緯31-'32。てあるから，北緯31'-' 

32。付近かマンクローフの北限ということになる。南限は南緯38-39。のニュー 

ンーラントの北島とオーストラリア大陸南端のヒルギタマシてある。南半球で 

、 

阜1 

図I-i FI界のマングロープの分布（色の農い部分か分布域） 

　

Soclety for Mangrove Ecosystcms ・ISME) が i997 骨 に出版 した "World

Mangrove Atlaぎ に収録 されている。 世界のマ ングローブの分布の概略を図

1一1に図示 し,国別のマングローブ林の面積を表 1 4 に示 したか , マングロー

ブの分布は赤道を中心に北半球は」ヒ回帰線の少し北まで,-判半球では南回帰線

の南側までということになる。

マンクローブ林の「主要な構成種」だけに限定すると, 太平芹地域の北限は

鹿児島県薩摩半島でメヒルギか分布している。ここのメヒルギはリュウキュウ

コウガイとも呼ばれ, 沖縄からの移入種ではないかとの議論もあるか, その真

偽については定かでない。明らかに移人されたメヒルキとしては南伊豆町弓ヶ

浜のものかあり, 種子島から持ち込まれ, 花や種子もつけている (竹岸 1997)。

オヒルキの分布の北限は奄美人鳥, ヤエヤマヒルギの北限は沖縄島の東村 (慶

佐衣川), ヒルギモドキは沖縄島の′日野座村 (億勘 11)である。ヒルギダマシの

北限は宮古島で, マヤプシキは西表島と石垣島, ニッパヤシは西表島か分布の

北限である。

メヒルギの大半洋地域の」ヒ眼を鹿児島県薩摩半島と考えると,緯度か北緯 31

~320, 大西作の北限 はバー ミューダ諸島で AU に馴粥α郡′粥〃m“s( ヒルキタマ

シの仲間 ) と尺/zzgop力om “?α7zg‘e( ヤエヤマ ヒルギの仲間でアメ リカヒルギと

呼はれる) か分布しているが, この緯度も北緯 31~320 てあるから,」ヒ簿 31~

320ィJ近かマ ンクローフの北限 ということになる。南限は南緯 38~3 ずのニュー

シーランドの北島とオース トラリア大陸 -習端の ヒルギタマシてある。南半球で

1*11…1 世界のマングローブの分布 (色の濃い部分か分布域)
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表1 -4 世界のマンクローブ林の面積 

(11泣 1'000 ha) 

国 面 積 国 名 面 積 

アシア合計 7,003 9 オセアニア合引 1.7168 

日本 05 ソロモン諸島 64 2 

台湾 03 フィンー 38 5 

フィリピン 139 7 トンカ 10 

中国 67 0 ニューカレドニア 20 0 

ベトナム 252 5 バプアニューギニア 411 6 

ブルネイ 70 ニューノーランド 19 8 

マレーゾア 641 2 オーストラリア 1.161 7 

ノンガポール 18 中南米・カリブ晦合引 3,832 9 
イノトネゾア 4,254 3 メキンコ 524 6 
タイ 173 6 ェルりルバドル 35 2 
カンボシア 10 0 ニカラクア 60 0 
ミャンマ- 3790 コスタリカ 41 3 
バングラテノュ 405 0 パナマ 171 0 
インド 356 5 コロンヒア 358 0 
スリランカ 63 0 エクアドル 161 8 
パキスタン 249 5 ペル- 48 
アラブ首長国連邦 30 キューバ 529 7 

アフリカ合訂 3,667 9 ハイチ 

セネカル 185 3 ドミニカ 

ガンヒア 49 7 プェルトリコ 

ギニア・ヒソ- 2484 クアテロープ 

ギニア 296 3 マルティニノク 

ノェラレオーネ 183 8 トリニダード・トハコ 

リヘリア 19 0 カイアナ 150 0 

ヘニン 69 スリナム 115 0 

ナインェリア 1,051 5 仏領キアナ 55 

カメルーン 243 4 ブラシル 1,012 4 

カホン 612 9 へ不スエラ 250 0 

サイール 22 6 ジャマイカ 10 6 

アンゴラ 125 0 ホンンュラス 121 3 

コートンホアール Is 0 クアテマラ lb 0 

カーナ 10 0 ヘリース 73 0 

コンコ 12 0 バハマ 142 0 

ケニア 53 0 バーミューダ 0I 

タンサニア 115 5 

マダカスカル 331 5 

モサンヒーク 85 0 

南アフリカ 

10 ha 未満の国は未記人。また， lOha --lOOha の国は， 100 ha すなわち01としてあ 

る。なお，現在はイノド不ノアのマングローブ林の面積は4 白力ha以トに威少して 

いるともいわれている。(UI際マンクローブ生態系協会1995年資料なとより） 

m
“
」
「
1
9
n
 

ア

表 1-4 1ーt界のマンクローブ林の面積

(単位 1,oooha)

国 名 面 積国 名 面 積 国 l
アシア合計 7,003 9

F1本 0 5
台湾 0 3
フィリピン 139 7
中国 67 0
ベ トブーム 252 5

ブルネイ 7 0
マ レー ソア 641 2

ノ ンガ ポ m ル 1 8

イノトネソア 4,254 3
タイ 173 6
カンポシア 10 0
ミャ ンマ ー 379 0

バ ング ラテ / ュ ′105 0

インド 356 5
スリランカ 63 0
パキスタン 249 5

アラブ首長国連邦 3 0
アフリカ合言1 3,667 9
セネカル 185 3
ガンヒア 49 7
ギニ ア ・ヒソ ー 248 4

ギニア 296 3
/ エ ラ レオ ー ネ 183 8

リヘ リーア 19 0

ヘ ニ ン 6 9

ナインエリア 1,051 5
カ メ ル 「 ン 243 4

カホン 612 9
サ イ ー ル 22 6

アンゴラ 125 0
コ「 トンホ ア ー ル 15 0

力而ナ 10 0
コ ン ゴ 12 0

ケニア 53 0
タンサニア 115 5
マダカスカル 331 5
モ サ ン ヒー ク 85 0

南アフリカ 11

オセアニア合蛋1 1,716 8
ソロモン諸島 64 2
フ ィ ン‐ 38 5

トンカ 1 0
ニ ュ ー カ レ ドニ ア 20 0

ノぐプ ア ニ ュー ギ ニ ア 411 6

ニ ュ r ノー ラ ン ド 19 8

オ ー ス トラ リア 1,161 7

」お南米 ・カリブ侮合計 3,832 9
メキ ンコ 524 6
エノレサ ル′ぐドル 35 2

ニカラクア 60 0
コスタリカ 41 3
ノぐナマ 171 0
コロンヒア 358 0
エクア ドル 161 8
ペ ル ー 4 8

キ ュ 「ノぐ 529 7

ハイチ 18 0
ドミニカ 9 0
プエル トリコ 6 5
ク ア テ ロ肝 ブ 8 0

マ ル テ ィニ ノク 1 9
トリニ ダ ー ド ・トハ コ 7 2

カイアナ 150 0
ス リナム 115 0
{ム領キアナ 5 5
ブラシル 1,o12 4
ヘネスエラ 250 0
ジャマイカ 10 6
ホンソユラス 121 3
クアテマラ 16 0
へ リー ス 73 0

バ ハ マ 142 0

が 0 1バー ミューダ

loha 未満の国 は未記人。 また,loha~looha の因は,loohd すなわち 0 1 としてあ
る。なお , 現在 はイ ノドネ / ァのマ ングローブ林の面積 は 4 両方 ha 以 卜に減少 して
いるともいわれている。 q国際マンクローブ生態系協会 1995作資料なとより)
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は北半球よりも高緯度にまでマンクローブか広がっている。 この北半球と南半 

球の分布の違いを，秋永（1992）は最寒月の月平均気温と最暖月の刀平均気温 

で説明している。すなわち，最寒月の月平均気温か10C以I一，最暖月の月平均 

気温か20-25℃以上の地域にマングローブか分布しているということである。 

この説か止しいかどうかはそれそれの樹種の耐寒性を詳細に調へてみなけれは 

結論つけられないかもしれないか，マングローフの分布の目安として秋永説か 

利用可能である。 

4 利 用 

1） 樹 高 

沖縄てマンクローフを説明する時に大変苦労する。最近ラムサール条約の指 

定を受けようとしている漫湖（那覇市と豊見城村の境界）のマングローブ林は 

メヒルギを主体とし樹高は数m にも達しない。樹高か低く，胸高直径か数cm 

に満たないマングローブを日常的にみているのであるから，それらか木材とし 

て利用されることを想像することは難しく， しかも熱帯のマングローブも同じ 

ような大きさたと思い込んでいる。 

私たちのH常牛活の中ての思い込みかとんだ失敗をしでかすことなと日常茶 

飯事であるか， 一度間違って思い込んだものを修正あるいは訂正するのは結構 

厄介なものである。 

沖縄島の那覇市のマンクローフは樹高か低いのであるか，沖縄島から南に約 

400 km 離れた西表島に行くと同じマンクローフであってもかなり景観か異 

なっている。 

西表島には樹高lOm を越え，胸高直径か20cm を越えるマンクローフも希 

てはない。 それもそのはず，第一次人戦直後まで， オヒルギやヤェヤマヒルギ 

の樹皮を煮出してかためたもの（通称カッチと呼はれる）を用いて帆布，漁網 

の染色や小舟の届水防止剤としての利用かあったと語り継かれている。また， 

現在てもマンクローフの材か，古い農家の茅葺き屋根の垂木（たるき）に残っ 

ていたり， ごく最近までオヒルギの幹をイネを干」ためのハサ（稲架）掛けの 

支柱に用いている光景を目にしたことを覚えている。 

世界で最大級のマンクローブかあるということて数自前に南米の赤道直―トの 

国てあるユクアトルまで行ったことかある。 その時の測定ては樹高が60 nlて 

あり，思わずその高さに驚いたものである。私たちか樹高を測定した翌年に， 

　

は北半球よりも高緯度にまでマンクローブが広がっている。この北半球と南半

球の分布の違いを,不束k(1992) は最寒月の月平均気温と最暖月の月平均も温

で説明している。すなわち,最寒月の月平均気温か 1ooC以 1;,最暖月の月平均

気温か 20~2 庁C以上の地域にマングローブが分布しているということである。

この説か1ヒしいかどうかはそれぞれの樹種の耐寒性を詳細に調へてみなけれは

結論づけられないかもしれないか, マングローフの分布の目安として秋永説か

利用可能である。

4 利 用

1) 樹 高
沖縄てマングローフを説明する時に大変苦労する。最近ラムサール条約の指

定を受けようとしている慢湖 (那覇市と豊見城村の境界)のマングローブ林は

メヒルギを主体とし樹高は数 m にも達しない。樹高か低く, 胸高直径か数 cm

に満たないマングローブを日常的にみているのであるから, それらが木材とし

て利用されることを想像することは難しく, しかも熱帯のマングローブも同じ

ような人きさたと思い込んでいる。

私たちのH常生活の中ての思い込みかとんだ失敗をしでかすことなと日常茶

飯事であるか, 一度間違って思い込んだものを修正あるいは訂正するのは結構

厄介なものである。

沖縄島の那覇市のマンクローフは樹高が低いのであるが, 沖縄島から-綿こ約

400 km 離れた西表島に行 くと同じマングローブであってもかなり景観か異

なっている。

西表島には樹高 lom を越え, 胸高直径か 20cm を越えるマンクローフも希

てはない。 それもそのはず , 第二次人数直後まで , オヒルギやヤエヤマヒルギ

の樹皮を煮出してかためたもの (適材・カッチと呼はれる) を用いて帆布, 漁網

の染色や小舟の漏水防止剤としての利用かあったと語り継がれている。また,

現在てもマンクローフのネョか,i い農家の茅葺き屋根の平木 (たろき) に残っ

ていたり, ごく最近までオヒルギの幹をイネを干すためのハサ (稲架) 掛けの

支社に用いている光景を日にしたことを覚えている。

世界で最大級のマンクローブかあるということて数年前に南米の赤道直下の

国てあるエクァトルまで行ったことかある。その時の側定ては禍高が 60m て

あり, 思わずその高さに驚いたものである。私たちが樹高を測定した翌年に,
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しっかりした測量器貝で樹高を再測定したら64w てあったと訂正の知らせを 

受けたか， 熱帯には樹高60 m を越えるマンクローブもある。 タイやイントネ 

シアなと熱帯アシアのマンクローブ林では平均樹高か15-25 m ,時には30 rn

を越えることも希ではない。 

2) 薬にも用いられていた 

マンクローブの中な用途を表I -5 に，タイを中心とした樹種別の利用法を表 

1 -6 に掲げた。一部の樹種は薬にも用いられていたようである。このことに大 

変興味をもっていたので，1996 年にタイを訪れた時に，簡単な聞き取り調査を 

実施した。しかし急激な近代化と安い工業製品や化学製品かマンクローブ林に 

囲まれた小さな村々にまで浸透し，現在では薬としてはほとんと利用されなく 

なってしまっていた。1995年にイントネシアで開催された国内マンクローブセ 

ミナーに参加させて頂いた。その時にオヒルギなどの散布体（後述） を食料と 

して用いているとの講演発表かあった。 しつこく説明を求めたら，薄くスライ 

スしてご飯の増量として一緒に炊き込むが，渋味（柿の渋味であるタンニン） 

か強いので，水に充分さらして渋味を抜かなけれはいけないとのことであっ 

た。 

カリフ海の島国てあるキューハでも，アフリカ東海岸に面した国のタンサニ 

アでもマンクローブ林内で養蜂が行われている。 キューパでの養峰はヒルギダ 

マシ “vwennza manna）の仲間てあるAvicennia gernnnans の林内と聞き及 

んだ。西表島のマンクローブ林内を歩きなから色々な花の蜜をなめてみたら， 

オヒルキの花にたくさんの蜜かあることを発見した。この発見かきっかけで， 

スズメガの仲間や蜂，時には人型の蝶なともオヒルギの花にとまっているのは 

花の蜜を求めてであることかようやく理解できた。私よりもスズメカの仲間を 

はじめ多くの昆虫たちはズーyと賢く，オヒルギの花には蜜かたくさんあるこ 

表1 -5 マンクローブの主な且l途 

燃 料 燃料，木炭I アルコール採取用なと 

染 料 漁網，衣類I 帆布の染色 

飼 料 ャギ， ラクダの飼科 

用 材 建築用材,冢具材，船材，パルプ材，足場材,枕木，マソチ用材なと 

食 用 蜂蜜生産，野菜，果物，ゾュース‘酒の製造,薬剤（ト痢止め）,調味料なと 

その他 屋根葺きH,壁茸き材，巻タバコの紙の代用，家畜の寝ワラI 魚毒（魚採り 

用），塩の生産，皮なめしなと 

　

しっかりしたれ則星器只で樹高を再測定したら64m てあったと訂正のクJIらせを

受けたか, 熱帯には樹高 60m を越えるマングローブもある。 タイやインドネ

シアなと熱帯 アシアのマンクローブ林では平均欄高か 15~25m,!1 寺には 30m

を越えることも希ではない。

2) 葉にも用いられていた

マンクローブの半な用途を表 1‐5に, タイを中心とした樹種別の利用法を表

1‐6に掲げた。一部の樹種は薬にも用いられていたようである。このことに大

変興味をもっていたので,1996 年にタイを訪れた1特に,簡単な聞き取り調査を

実施した。しかし急激な近代化と安い工業製品や化学製品かマンクローブ林に

囲まれた小さな村々にまで浸透し,現在では薬としてはほとんと利用されなく

なって しまっていた。1995年 にイントネシアで間催 された国内マ ンクローブセ

ミナーに参加させて頂いた。その=おこオヒルギなどの散布体 (後述) を食料と

して用いているとの講演発表かあった。しつこく説明を求めたら, 薄くスライ

スしてご飯の増量として一緒に炊き込むが, 渋味 (柿の渋味であるタンニン)

が強いので, 水に充分さらして渋味を抜かなけれはいけないとのことであっ

た。

カ リフ海の島国てあるキューハで も, アフ リカ東海岸 に面 した国の タンサニ

アでもマングローブ林内で養蜂が行われている。キューバでの養峰はヒルギダ

マ シ (A 悦ce'・mom αれm) の仲 間 て あ る A 櫛 c断 潮 Qgerm ・“Q“s の林 内 と聞 き及

んだ。西表島のマンクローブ林内を歩きなから色々な花の蜜をなめてみたら,

オヒルギの花にたくさんの蜜があることを発見した。この発見がきっかけで,

スズメガの仲間や蜂,1特には人型の蝶なともオヒルギの花にとまっているのは

花の蜜を求めてであることかようやく理解できた。私よりもスズメ力の仲間を

はじめ多くの昆虫たちはズーソと賢く, オヒルギの花には蜜かたくさんあるこ

表 1‐5 マンクローブの主な用途

燃 料 燃料, 木炭, アルコール採取用なと

染 料 魚網, 衣類, 帆布の染色

飼 料 ヤギ, ラクダの飼料

用 材 建築用材, 家具材, 船材, パルプ材, 足場材, 枕木, マソチ用材なと

食 用 蜂蜜生産, 野菜, 果物, ジュース, 酒の製造, 薬剤 (ト洞止め), 調味料なと

その他 屋根葺き材, 曜菖き材, 巻タバコの紙の代用, 家畜の寝ヮラ, 魚毒 (魚採り

川), 塩の生産, 皮なめしなと
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表I -6 マンクロープ構成租の刊州 

挿 名 

A Can功us DISC,ノol,ii,, 
andA ebrocleatus 

ACi OSmh川ii aursuin 

A0どiCera corn icu白‘urn 
and A floridian 

A VICCUHJO Spp 

A innmm 

A aI加 

.4 oJjicsnolzs 

Drugmnl bpp 

β cyliiidma 

B gyinnos ,hiza 
andB sexong而 

Cenof's spp 

伽be'a mm」昇Il'1, 

Derris he/eDOpIiyiIIa 

E,woeca, in ogolloclia 

用 途 

果実の軟らかい果肉は，おてきゃ蛇に咬まれた時の解毒剤や 

軟高として用いられる0 葉を調合したものは，リューマチの 

鎮輸削として川いられ，葉のd・は養毛剤として利用される。 

家畜の寝ワラ，屋根耳き材引。 センマイ状の若芽は食川． 

良質てはないか燃糾材として利川され，樹皮は魚毒としてm 

いられる。木炭を作る時の燃料材として一般に川いられる。 

なお．燃料材か不足する時には家戚の燃料材としても用いら 

れる． 

良質な燃料Mてはない。机末な内壁材。 レンカや木炭製過時 

の燃料羽。驚n鎗の冶療薬として広く用いられる。種子から 

の樹脂や軟斉は歳協や楓れものに用いられる。樹皮は皮膚の 

寄生虫や化臓した偽の后療藁として利用される。 

若い葉は野菜のように用いられる。宣蜂の巣の支り』 

樹皮や種fには魚毒か含まれる。樹脂状の彦山物は避肝薬に 

用いられる。裡了の軟督は抱療の置協の痛みを軽誠する．種 

子には毒かあると広えられる。 

裡子や実牛苗は食用。蜂血生産。木炭。木灰から塩の生岸a 

タンニンの生産のための樹皮の利用。甘材．木炭，農料H。 

レンカや木炭製造のための崖料材として利用される。 

燃料材や木材として刊用される。 

魚採取のための各種の支札．幼根は野某のように利nはれ 

る。果尖からH条，臓根から香水．樹皮から桑味，樹皮から 

接着削を採取。果実は，ビンロウのIUII品として噛まれる。 

樹皮はタノニン採取や染料として川いられる。 レン力や木炭 

製‘の燃，I材として刊m. 

木材，燃料材，タンニノ探取，良質の染料として利nはれ 

る。樹皮の典し藁は人量出血を止めると伝えられる。樹皮か 

ら接着削やネノトの保隆剤を採取。ろうけつ染めやマノトの 

材料として刊川。 

果失でこすることにより，リューマチの擁みを和らける，押 

fには藁効のあるオイルか含まれる．樹皮や樹戒には使通効 

果。 

弱い魚毒。 

製紙川パルプ材。樹液や材には使崩効果あり。樹戒は魚奇。 

マノチ材.Th札 燃料Hとして刊用される。 

表 1-6 マンクローブ構成種の利用

種 名

　　　　　　　 　　　　　　　
and 八 Borncze αZz‘s

用 途

果実の軟らかい果肉は, おてきや蛇に暁まれた時の解毒剤や
軟膏として用いられる。葉を調合したものは, リュ←マチの

鎮痛剤として用いられ, 葉の/kま養毛剤として利用される。

家畜の寝ワラ, 屋根菖き材米1。センマイ状の若芽は食用。Aoos なcれzmz α〃rgz′?〃 家 ,;の優 ワ ラ ,
--

即 当じ 。 セ ンマ イ の モチ ま 1 。

Aegzcerm co“2zc"ね‘‘ず加 良質てはないか燃料材 として利用され , 樹皮は魚毒 として用

andA 月orzdのれ いられる。木炭を作 る時の燃料材 として一般に用いられる。

なお,燃料材か不足する時には家庭の燃料材としても用いら
れる。

AUZCe,7 ′猛α SPP

A の坊cm 〆賂

刀rz′gz‘zerαもPP

β gy,77′zo“ればα
and β もeズ4月gz""

Cの′oPS SPP

上)grrrも /ze‘のメガリ′Z‘"

　　　　　　　　　　　　　　　　　

良質な燃料材てはない。粗末な内壁本。レンカや木炭製造時

の燃料税。鷲「1槍の冶療薬として広く用いられる。種子から

の樹脂や軟膏は債鳩や腫れものに用いられる。樹皮は皮膚の
寄生虫や化膿した傷の伶療集として利用される。

若い葉は野菜のように用いられる。蜜蜂の巣の支社-。

樹皮や種- には魚毒か含まれる。樹脂状の修出物は避好薬に
用いられる。種了の軟骨は庖療の債蕩の痛みを軽減する。種

子には毒かあると伝えられる。

種子や実牛苗は食用。蜂蜜生産。木炭。末灰から塩の生粋。

タンニンの生産のための樹皮の利用。柱材, 木炭, 燃料本。

レンカや木炭製造のための燃料材として利用される。

燃料材や木材として利用される。

魚採取のための各種の支札, 幼根は野菜のように利川され
る。果実から自然, 膝根から杏水, 樹皮から薬味, 樹皮から

接首剤を採取。果実は, ビンロウの代用品として噛まれる。

樹皮はタノニン採取や染料として用いられる。レンカや木炭

製造の燃料材として利用。

木材, 燃料材, タンニ /採取 , 良質の染料として利用され

る。樹皮の鈍し薬は人量出ーmを止めると膨、えられる。樹皮か

ら接着剤やネノトの保護剤を採取。ろうけつ染めやマノトの

材料として利用。

果実で こすることにより, リューマチの痛みを和 らげる。種

目こは薬効のあるオイルか含まれる。樹皮や樹液には便通効

果。

弱い実額毒。

製紙用パルプf4。樹敵や材には便通効果あり。樹液は魚雷。

マノチ材,ネ資材, 燃料材として利用される。



II 

表I -6 マングロープ構成押の利用慨き） 

挿 名 

Ikisnepa hiloralu, 

Luinnitacia spp 

Ny加f,nlicam, 

Oncospa, ma 
I培t"orium 

Rluzophora spp 

&yphiphoto 
hydrophyllacea 

Sonneraiw spp 

S OI加 

S caseoians 

S aham 

Xylocarpus spp 

用 倉 

船材，木材．燃料材として用いられる。地トに落ちた押了に 

は，下癖の冷療効果ありと伝えられる。樹戒には毒札あり。 

木材，柱材として利用。燃料材とI.,ては良負てはない。雌の破 

し藁は驚口繊に用いると伝えられる。 

菓は屋根葺き材．若い集は，巻タハコを巻くのに用いられる． 

樹峨は，砂槙．アルコール．用の生雌に刊用される。 

くい（抗），家の支札，床林 魚採取のための各種の支札 花 

は米巌に調味料（ンースニング）として加えられる。若い果実 

は砂精長とされ，芽は野菜として利用される。 

木材，魚採取川のステソキ，抗 坑道の支甘林 燃料材，木 

炭 タンニン採取に利用される。R mucronabo の樹皮の煎し 

藁は，血腔， 下痢，赤痢，ハソセン氏網に用いると伝えられ 

る。支社根の樹皮と果史の什は,蚊の忌避剤（リペレント）と 

して利用される。巣実からワイン．花の査から蜂蜜か牛ftされ 

る． 

概の支柱，道只の抽．懲料材として用いられる。 

厚い板材，輸H，唯林燃料材として川いられる。 

良質てはない木材や燃料村として刊用。通気根は，魚的りの厚 

きとして利川される．集は誠岳の飼lL 

果実は食用。樹戒は化甘水。葉は山羊の飼料‘良質のバルプ 

材。 

果実は食川。また，果実は捻樫の崖布薬としても用いられる． 

発酔したジュースは，大量出血の抑剣幼果かあると甘われる． 

木材（特にx molucc.nsu,は高価）。 嵐料材としては良質て 

は電い。家具材．タンニン。種子からのオイルは'pーソ●曲 

や瞥髪料。樹皮の煎し薬はコレラに用いられる。鉛筆材。根は 

犬斌の彫刻Iぬ 

Aksornkoae (1987）より引用（一部改写） 

とをとっくに知っていたのである。 

3)木炭としての利用 

マンクロープの林産的な利用の最も’要なものは，製炭材としての利用てあ 

ろう。わか国では，最も良質の木炭はウノ‘メガソから製炭された備艮炭とされ 

表 1-6 マングローブ構成師の利用 (続き)

稀 名 川 途

〃emzgm 煽ぎom 出 船材, 木ネ, 燃料f として用いられる。地 --に落ちた秤了に

は, 下痢の治療効果ありと伝えられる。樹液には毒f4あ り。

Lm'≧mzzem spp 隣 , 柱材 として利用。燃料材 としては良質てはない。葉の副

し薬は鷲 1「脂に用いると伝えられる。

N卿α‐nzば′cmヱふ 葉 は屋根葺 き材。若い葉 は, 巻 タハ コを巻 くのに用い られる。

樹液は, 砂糖 , アルコール, 酌の生産に利用 される。

0〃cospemm くい (杭), 家の支ネL 床材, 魚採取のための各種の文礼, 花
れgirlori““' は米飯に調味料 (ゾ【スニング) として加え られる。若 い果実

は砂糖煮とされ 芽は野菜として利用される。

尺虚飾のめ rQ spp 木材 , 魚採取用のステ ,ノキ, 杭 , 坑道の支柱材 , 燃料材 , 木

炭 , タンニ ン採取に利用 される。尺 'mcro'7似αの樹皮の日Rし

薬は, 血腫, 下痢, 赤痢, ハンセン氏病に用いると伝えられ

る。支社根の樹皮と果実の汁は, 蚊の忌避剤 (リペレント) と

して利用される。果実からワイン, 花の酸から蜂蜜か牛建され

る。

Scypためれo′口 棚の支社, 道具の柄, 燃料材として用いられる。
/が drop/7y/Zqce α

Sのme 川棚 spp 厚い板材 , 箱ヰィ, 唯材 , 燃料材 として用い られる。

S α妙α 良質てはない木材や燃料材として利用。通気根は, 魚釣りの厚

さとして利用される。柴は家畜の飼料。

S mseo 殻“も 果実は食用。樹液は化粧水。葉は[11千の飼料。良質のバルブ

ネオ。

S OUQZα 果実は食用。また, 果実は捻挫の湿布薬としても用いられる。

発酵したジュースは, 大量出血の抑制効果かあると言われる。

X 彩りcα功 z′sspp 木材 (特に X momcce ′7szふは高価)。 燃料材 としては良質て

はない。家具材 , タンニン。種子か らのオイルは, ローソクni1

や整髪料。樹皮の熱し薬はコレラに用いられる。鉛筆材。根は

天然の彫刻品。

ハksomkoac(1987) より引用 (一部改号)

とをとっくに知 っていたのである。

3) 木炭としての利用

マンクローブの林産的な利用の最も重要なものは, 製炭材としての利用てあ

ろう。わか岡では, 最も良質の木炭はウパメガンから製炭された備長炭とされ
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る。しかし，フタハナヒルギ（Rhizophora apicutata）をはじめとするヤエヤマ 

ヒルギの仲間やオヒルキなどから製炭される木炭は，備長炭にも負けすとも劣 

らない良質の木炭である。近年，それらの木炭か日木にも輸入されマングロー 

ブ備長炭，南洋備長炭などとしてスーパーマーケットなとで売られている。 

1996年のタイ南部での聞き取り調査では，半円形の炭窯（高さ3m,直径12 ni) 

に150t の原木を立て込み，約45日後に30 t の木炭を取り出すとのことであっ 

た。製炭された木炭の巾で比較的細くて最良質のものかタイ国外への輸出用， 

中級品か国内の大部市に移出され，残った木炭か地元I肖費用に販売されてい 

た。 

タイてもマンクローブ林の過剰な伐採により，木炭として製炭可能なマンク 

ローブ材の直径か小さくなったり，伐採許可を与えていない林分ての盗伐なと 

も行われることから，政府はマンクローブ林の伐採禁止に動いている。しかし 

なから，マングローフ材の木炭としての利用は，伐採方法と伐採量を問違わな 

ければ，森林資源の持続可能な利用法なのである。換言すると木炭は本来なら 

は推奨されるへき森林資原の利用法，マングローフ資原の持続可能な利用方法 

のーつといえるはずてある。 

ちなみに，大蔵省の輸入統引から計算すると，わか国木炭の輸入量は年間約 

66カtで，その約18％の1.2 万I:かイントネシア，マレーシアなどからのマン 

クローフ木炭とされる。 

5 マングローブ生態系の重要性 

1) マンクローフ林の現存量 

マンクローブ林の現存量はどれくらいなのであろうか。K om 1 yam a ら 

(1986）はイントネシアのハルマヘラ島て調査し，地上部現存量は169 1-4364 

Uha で，地下部の根系が385-' 191.6 t/haと報告している。また，中須賀 

(1979）は沖縄のマンクローフ林の地上部現存量を訂しく調査しメヒルギ林で 

71 8 t/ha，オヒルキ林で102 7'-'llS t/ha，ヤエヤマヒルギ林て1853 t/ha（支柱 

根180t/ha）と報告した～ Clough (1992）によるとオーストラリア北部デイン 

トリー川流域での良く発達したフタバナヒルギとヤエヤマヒルキか優占した林 

分の地上部現存量は264'-'Ill i/ha であると報告している。 

熱帯広菓樹林の平均現存量か192 t/ha (Brown at at 1989）とされることか 

ら，よく発達したマングローブ林の現存量はそれらに勝るとも劣らないと考え 

　　

る。しか し, フタバナ ヒルギ (たれzzopれom αPzc“似α) をはじめとするヤエヤマ

ヒルギの仲間やオヒルキなどから製炭される木炭は,備長炭にも負けすとも劣

らない良質の木炭である。近年, それらの木炭が日本にも輸入されマングロー

ブ備長炭 , 南芹備長炭などとしてスーパーマーケ ッ トなとで売 られている。

1996年のタイ南部での聞き取り調査では,半円形の炭窯 (高さ 8m, 清祥 12m)

に 150tの原木を立て込み,約 45日後に 30tの木炭を取り出すとのことであっ

た。製炭された木炭の中で比較的細くて最良質のものかタイ国外への輸出用,

リー級品か国内の大都市に移出され,残った木炭か地元/肖費用に販売されてい

た。

タイてもマンクローブ林の過剰な伐採により, 木炭として製炭可能なマンク

ローブ材の直径か小さくなったり, 伐採計 nJを与えていない林分ての盗伐なと

も行われることから, 政府はマンクローブ林の伐採禁止に動いている。しかし

なから, マングローフ材の木炭としての利用は, 伐採方戊と伐採畠を間違わな

ければ,森林資源の持続可能な利用法なのである。換言すると木炭は本来なら

は指奨されるへき森林資源の利用法, マングローフ資源の持続可能な利用方法

の一つ といえるはずてある。

ちなみに,大蔵省の輸入統計から計算すると,わかr-]木炭の輸入量は年間約

66 力 tで , その約 18% の 1.2万 tがイントネシア, マレーシアなどか らのマ ン

クローフ木炭 とされる。

5 マング□- ブ生態系の重要性

1) マ ングローフ林の現存量

マ ンク ロー ブ林 の現存量 は どれ くらいな ので あろ うか。 Komlyama ら

(1986) はイントネシアのハルマヘラ島て調杏し, 地上部現存量は 1691~4364

t/ha で , 地下部 の根系 が 385~191.6t/ha と報 告 して いる。 また , 中須賀

(1979) は沖縄のマンクローフ林の地上部現存量を計しく調査しメヒルギ林で

718t/ha, オ ヒルギ林で 1027~115t/ha, ヤエヤマ ヒルギ林て 1853t/ha( 支社

根 180t/ha) と報告した。C1ough(1992) によるとオーストラリア北部デイン

トリ一月f流域での良く発達したフタバナヒルギとヤエヤマヒルギか優占した林

分の地上部現存量は 264~711L/ha であると報告している。

熱帯広葉樹林の平均現存量か 192t/ha(Brown 鑑α 1989) とされることか

ら, よく発達したマングローブ林の現存星はそれらに勝るとも劣らないと考え
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て差し支えないてあろう。 

2） 地ト部の有機物の蓄積 

1997年12月にわか国か議長国となり京都で気候変動枠組み条約第3回締約 

国会議(COP 3）か開催され，一酸化炭素の排出量をとの程度削威すへきかか 

議論されたことは記憶に新しい。この会議の模様か連日テレヒや新聞て報道さ 

れ，二酸化炭素排出削威量の成り行きを注日していたか，マンクローブ林の士 

壌巾の有機物蓄積量か取り上けられることはなかった。マンクローブ林の土壌 

巾の有機物蓄積量は過小評価できない。東北学院大学の宮城豊彦教授らはその 

ことに注日してマンクローフ林の地ド部をカーホンシンク （carbon sink）と 

してとらえ研究を進めている。 いつも水に浸った状態にあるマンクローブ林の 

地下部ては必すしも酸素か充分に供給されないので（嫌気状態），有機物か速や 

かに分解されずに泥炭に近い状態て厚く堆積する。 

前出のKomi yarn a らは地下部の根系の現存量を38 5-4916 1/ha と報告し 

ているか，根系たけではなく未分解の有機物の全量としてマングローブ林の地 

下部を測定するならは,地上部現存量以上の有機物，すなわち炭素を蓄積して 

いることになるはずである。宮城豊彦教授らのマングローブ生態系の有機物蓄 

積過程に関する研究の成果か，マンクローブ林の土壌中の炭素蓄積量を明らか 

にしてくれるのではと期待しており，地上部現存量ではなく，地ト部の有機物 

蓄積量（炭素蓄積量） からマングローフの軍要性を改めて考えることかできる 

のではないのだろうかと思っている。 

3） 防災機能 

マングローブ林は森林資原の生産の場として捉えることかてきるか，それ以 

上に重要な機能として，防災機能や水産資源の面養機能を挙けることかでき 

る。マンクローブ林の防災機能については，1998年7刀にパプアニューギニア 

で発牛した推定3,000 人の死者と報じられている串波や, 1991年にハンクラテ 

シュを襲ったサイクロンによる高波で推定138万人の死者かてたこと（バンク 

ラテシュてはサイクロンのために1960~ 1991年の30年間に約70.3万人の死 

者かでている）からも借岸林（侮岸林）としてのマンクローフ林の防災機能の 

重要性か推測できよう。バンクラテシュのガンシス河llを襲った1991年のサ 

イクロンの直後からコンクリート製のサイクロンシェルターの建設か進められ 

たか, コンクリート製サイクロンシェルターではなく，積極的にマングローブ 

林の保全とマンクローブの植林をすへきであると思ったのは筆者…人たけでは 

　　

て差し支えないてあろう。

2) 地卜部の有機物の蓄積

1997年 12月にわか国か議長国となり京都で気候変動枠組み条約第 3回締約

hJ公議 (COP3) か開催され,一酸化炭素の排出量をどの程度削械すへきかか

議論されたことは記憶に新しい。この公議の模様が連日テレヒや新聞て報道さ

れ, 二酸化炭素排出削歳量の成り行きを注門していたが, マンクローブ林の土

壌中の有機物蓄積量か取り上げられることはなかった。マンクローブ林の土壌

中の台機物蓄積量は過小評価できない。束」と学院大学の宮城豊彦教授らはその

ことに住旨 してマンクローフ林の地 ド部をカーホンシンク (carbon slnk) と

してとらえ研究を進めている。いつも水に浸った状態にあるマンクローブ林の

地下部ては必すしも酸素が充分に供給されないので (嫌気状態),有機物か速や

かに分解されずに泥炭に近い秋熊て厚く堆積する。

前山の Komlyama らは地下部の根系の現存量を 385~1916t/ha と報告し

ているか, 根系たけではなく未分解の有機物の全量としてマングローブ林の地

下部を測定するならは,地上部現存量以上の角機物,すなわち炭素を蓄積して

いることになるはずである。宮城豊彦教授らのマングローブ生態系の有機物蓄

積過程に関する研究の成果か, マンクローブ林の土壌ヰ」の炭素蓄積量を明らか

にしてくれるのではと期待しており, 地上部現存量ではなく, 地卜部の有機物

蓄積量 (炭素蓄積量) からマングローブの軍要性を改めて考えることができる

のではないのだろうかと思っている。

3) 防災機能
マングローブ林は森林資源の生産の場として捉えることかてきるか, それ以

上に重要な機能として,防災機能や水産資源の函養機能を挙げることかでき

る。マ ングローブ林の防災機能については,1998 年 7月にパ プアニューギニア

で発斗しずこ推定 3,000人の死者と報じられている津波や,1991 年にバンクラデ

シュを襲ったサイクロンによる高校で推定 138万人の死者かてたこと (バンク

ラテシュてはサイクロンのために 1960~1991 年 の 30年間に約 70.3万人の死

者かでている) からも伯岸林 (侮岸林) としてのマンタローフ林の防災機能の

重要性が推測できよう。バンクラテシュのガンシス河打を襲った 1991年のサ

イクロンの直後か らコンクリー ト製のサイクロンシェルターの建設か進め られ

たか , コンク リー ト製サイクロンシェルターではなく, 積極的にマ ングローブ

林の保全とマンクローブの植林をすへきであると思ったのは筆者一人たけでは
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なかったはずである。 

4） 水産資源の涵養機能 

わか国の森林には「魚付き林」 という区分かある。マンクローブ林は図I -2 

で模式的に図示したように，海水か満ちた満潮時に海になってしまうのである 

から「魚付き林」そのものと考えることかできる。諸喜田（1994）はマングロー 

フを含む塩性湿地をそこに棲む水生動物の空間的な広かりを考慮し ーマンク 

ローブ林内」，「外干潟」 と 「水路」 に区分している。それら区分された場所は 

さらに幾つかに区分され，それぞれ棲息している水生の大型動物の種類も異 

なっている（表1 7）。 

陸Lの森林では林床の落葉落枝の分解者としてトヒムシ，ヤスデなどの虫た 

ちか重要な役割を巣たしている。しかし，満潮時に侮水か満ちてしまうマンク 

ローブ林の林床に虫たちは棲めないので，それに代わって長さか10cm 以上に 

も達するキハウミニナや菜食性のカニたちかその役月を果たしている。マンク 

ローブの林床にも落ち葉や種子を食べて分解する分解者かいるのである。 

分解者かいるとそれを捕食する捕食者か，そしてさらに大型の捕食者もいる 

のてあるか，マンブローフ林内の支柱根，膝根（後述）なとか複雑にからみ合っ 

た根の周辺は,大型の捕食者から小型の水生動物を守ることか可能な絶好の 

ジャングルシムである。小型の水生動物にとっても大型の水生動物にとっても 

マンクローフ林は餌場であり，隠れ家になっている。熱帯の沿岸域や河口域の 

食物連鎖の重要な源のーつかマングローフてあり，図I -3 に示したShokita 

(1985）の描いた西表島浦内川の河口域での食物連鎖がそれを端的に表してい 

る。沖縄の古い言い伝えに 「山ヌハギイヌ，海ンハギイン」 というのかあり， 

「山か剥けると，海も剥ける」という意味である。北海道で起こっている－磯焼 

け」や，三陸海岸ては沿岸水産資源の減少を山に広葉樹を植栽することで防止 

哀驚「 
Uと多 

図1-2 サノコ礁から陸ト植物群落までのうつりかわり 

（出雲公二原図） 

　　

なかったはずである。

4) 水産資源の揃養機能

わか1た1の森林には「魚付き林」という区分かある。マンクローブ林は図 1-2

で模式的に図示したように,海水か満ちた満潮時に海になってしまうのである

から「魚付き林」そのものと考えることかできる。諸喜田 (1994)はマングロー

フを含む塩性湿地をそこに棲む水生動物の空間的な広かりを考慮し「マング

ローブ林内」,「外干潟」と「水路」に区分している。それら区分された場所は

さらに幾つかに区分され, それぞれ棲息している水生の大型動物の種類も異

なっている (表 1‐7)。

陸 r-の森林では林床の落葉落枝の分解者としてトヒムシ, ヤスデなどの虫た

ちか重要な役割iを果たしている。しかし, 満潮時に侮水か満ちてしまうマング

ローブ林の林床に虫たちは棲めないので, それに代わって長さか 1ocm 以上に

も達するキハウミニナや菜食性のカニたちかその役目を果たしている。マンク

ローブの林床にも落ち葉や種子を食べて分解する分解者かいるのである。

分解者かいるとそれを捕食する捕食者か, そしてさらに大型の捕食者もいる

のてあるか,マンプローブ林内の支社根,膝根 (後述)なとか複雑にからみ合っ

た根の周辺は, 大型の捕食者から小型の水生動物を守ること力ゞ 可能な絶好の

ジャングルシムてある。小型の水生動物にとっても大型の水生動物にとっても

マンクローフ林は餌場であり, 隠れ家になっている。熱帯の沿岸域や河口域の

食物連鎖 の重要な源の一つかマ ングローブてあり, 図 1一3 に示 した Shok・ta

(1985)の描いた西表島浦内川の河口域での食物連鎖がそれを端的に表してい

る。沖縄の , い言いィ五えに 「1月ヌハギイヌ, 海 ンハギイン」 というのかあり,

「山か剥けると, 海も剥ける」という意味である。北海道で起こっている「磯焼

け」や,三陸海岸ては沿岸水産資源の減少を山に広葉樹を植栽することで防止

※礁手写キー"F月 言と多

図 1…2 サノコ礁から陸←植物群落までのうつりかわり

(出雲公二原図)
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表I -7 マンクローブ‘地における大甲動物の生店中間のタイプとそこにすむ代表挿 

ヒオトープ（月叫話岡） 代 表 押 

マンダロープ 
(U'刈 

タイドプール 

膚や水路餌の境 

キバウ●ニナ，センニンガイ 

オキナワアナシャコ，テノボウェヒ類 

クルマユヒ風 テナカエビ気 ハセ現 

ポ’類 

スネナカエヒ，ハゼ類 

カンギク，ノオマネキ頬 

木 空中 集・枝・幹上， 

樹皮下空“ 

ウズラタマキ匕 カの幼虫 ィワカキ煩 

空中と水中の境 トヒハIt類 

水It●枝・幹L 支的 フPツ求航 カキ蝋 マクガイ 

根，ほふく根等 

枯れ木 外 ヒロクチカノコカイ． ドロアワモチ級 

内 ゴカイ頬，ギン求頬 

外干再 

水 路 

オカガニ類，オカヤトカリ類 

イボウミニナ， ミナミコメツキガニ， ン 

オマネキ瓶 

内 層 リュウキ昌ウサクラガイ，ゴカイ敏 

諸喜旧（1994）から・－部改勾引川 

ウンエピ， ノコギリガサミ頭， ハゼ鼠 

求ラ頬 

しようという試みかなされているか，「山ヌハギイヌ，海ンハキイン」はまさに 

そのことをSい当てている。私たちはこれを英語て「No Forest on the land, no 

flsh in the seaJ（山に木かなくなると，海に魚かいなくなる）とか．ェビ養地 

の現場では「No foiest on the Land, no shrimp in 加seaJ（山に木かなくな 

ると，エピかいなくなる）と表現し世界に広めている。 

6 現状と減少 

I) 議少を単純に面積で書き表せない即由 

国別のマンクローブ林の面積は表1 -4 に示したか，世界のマンクローフの分 

布状況を網精した最新の山版物は，国際マングローブ生態系協会（ISME）か巾 

心になり，わか国外務省と国際熱帯木材機関(ITTO）からの資金助成によって 

表 1 7 マンクローブ僻地における大型動物の生殖空間のタイプとそこにすむ代表姉

代 表 姉

表 層
内 層
′J＼水路

タイ ドプール

海や水路側の境

キノもク ミニ ナ , セ ンニ ンガ イ

オキナワアナシャコ, テ ノポウェ ヒ類

クル マ エ ヒ類 , テナ カ エ ビ類 , ハ セ類 ,

ボラ類

スネナカエ ヒ, ハゼ類

カンギク, ノオマネキ類

木 空中 葉 ・枝 ・幹上 ,

樹皮下,空洞

空中と水中の境

水中 枝 ・幹上, 文科

根, ばふく根等

ウズラタマキ ビ, 力の幼虫 , イワカキ類

枯れ木 外

内

ヒロクチカノコカイ, ドロアワモチ類

ゴカイ類 , ギ ンポ類

陸地の境

表 層

内 層

ウ ンエ ビ , ノ コギ リガ サ ミ頚 , ハ ゼ類 ,

ポラ類

諸喜IH(1994) から--部改当引用

しようとい う試みかなされているか,「山ヌハギイヌ, 海 ンハキイン」はまさに

そのことを白い当てている。私たちはこれを英語て「Noforestonule land, no

hsh ln thesea」(山に木かなくなると, 海に魚かいなくなる) とか, エビ養殖

の現場では 「No folcst on the land,noshrlmplnthe sea」(山に木かな くな

ると, エビかいなくなる) と表現し世界に広めている。

6 現大と減少

1) 減少を単純に面積で書き表せない理由

国別のマ ンクローブ林の面積 は表 1…4 に示 したが, 世界のマ ンクローフの分

布状況を網羅した最新の出版物は,国際マングローブ生態系協会 (ISMB) か中

心になり,わか国外務省と国際熱帯木材機関 (ITTO) からの資金助成によって
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鼻勘18 
図1 -3 沖縄のマンクローブか分布する可口域での食物連鎖（矢印は食物の流れを 

示す） 

1 ヤェヤマヒルギ, 2 菓，3 破IL 4 細菌類，5 原生動物，6 微小底生生 

物（メイオヘントス）' 7 動物プランクトン，8 何川起源の有機物，9 昆虫 

類， 10 ス不ナガェヒ， ii テノポウエヒ頬， 12 ンオマ不キ類, 13 ミナミア 

シハラカニ， 14 ソメナカョコハサミ， 15 多毛類， 16 キバウミニナ， 17 ン 

レナンゾミ， 18 藻類， 19 ノコギリガサミ， 20 ゴマアイゴ，21 リュウキュ 

ウトロクイ， 22 ホラ類， 23 ユゴイ類， 24 ミナミクロダイ，25 ミナミトヒ 

ハゼ，26 サメ類I 27 シギ類(Shokita 1989 より一部改町して引用） 

印刷されたWorld Mangrove Atlas (1997年）てある。 このWorld Man 

grove Atlasか出版されるまては，1983司に国際自然保護連合（IUCN）か且り坂 

した“GIobal Status of Mangiove Ecosystems'’に記載されている国別や地域 

別のマンクローフ林の面積を用いることか多かった。 

この1983年の国際自然保護連合の報告と，国際マンクローブ生態系協会の 

出版物の数字を単純に比校することはできない。その理由は, 1983年当時にマ 

ー ゞ 2 3

27 7 ＼ ‐ 21

図 1一3 ′中縄のマンクローブか分布する河n域での食物連鎖 (久1:nは食物の流れを

示す)
1 ヤエヤマヒルギ,2 集,3 破片,4 細菌類,5 原生動物,6 微小底年生
物 (メイオヘントス),7 動物プランクトン,8 河川起源の有機物 ,9 昆虫
類 ,10 スネナガエヒ,11 テ ノポウェヒ類 ,12 ンオマネキ類 ,13 ミナ ミア

シハ ラ カ ニ ,14 ソ メ ナ カ ョ コハ サ ミ,15 多 毛類 ,16 キ バ ウ ミニ ナ ,17 ソ

レナソゾ ミ,18 藻類 ,19 ノコギ リガサ ミ,20 ゴマアイゴ,21 リュウキュ

ウ トロクイ,22 ホラ類 ,23 ユゴイ類 ,24 ミナ ミクロダイ,25 ミナ ミトヒ

ハゼ ,26 サメ類 ,27 シギ類 (Shok・ta l989 より一部故写 して引用 )

印刷 された World Mangrovc Atlas (1997 年 ) てある。 この World Ma 作

groveAtlas か出版されるまては,1983 年に国際ロ然保護連合 (IUCN) か出版

した“G1obaI Status of Manglevc Ecosystem ぎ に記載 されている国別や地域

別のマ ンクローフ林の面積を用いることか多か った。

この 1983年の国際自然保護連合の報告と, 国際マンクローブ生態系協会の

出版物の数字を甲純に比較することはできない。その理由は,1983 什当時にマ
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ングローブ林に算人された面積と，1997年に算人された面積か同一基準でな 

かったからである。ヘネスエラを例に挙けると，1983年に報告されたマンク 

ローブ林の面積は673,600 ha てあるか，この面積にはマンクローブ林の後背地 

として広かる淡水湿地が含まれていた。 ヘネズェラの1997年のマンクローブ 

林の面積は250,000 ha てあるから，単純に数字だけ見ると約40万ha以上の滅 

少になってしまう。同様の例は多くの国々てもみられ，マングローブ林の減少 

を数字で表すことは决して容易ではない。その巾で，正確な威少面積とその理 

由を報告している国のーつかタイである。 

2） タイての減少とその理由 

タイでのマングローブ林の威少を図I -4 に掲けた。 タイでは1961-1990 イ j 

の30年間に19万ha， 東京都の面積の90％に匹敵する面積のマンクローブ林 

か減少した（Kongsangchai 1994)。その理山は図1 -5 に示した通りエヒ養殖 

池の建設を含む水産養殖のためか約65％であった（Aksornkoae 1993)。換言 

すると，わか国やシンガポール，香港，台湾などか輸入しているクルマエピ属 

（年）A  
1961  

1975
1 

1979  

1986 

1991  

~ 

部叩00 

312,700 

287,aoo 』 
196,4297) 

173 ,608 り 
00,000 200,000 300,000 400,000 

面積 

図I -4 タイにおけるマンクローブ林の面積の推移 

‘合晶里 

：か 

塩田スズ採掘 
6% 3% 

水岸養殖 
65% 

図［ 5 タイのマングローブ林の威少理由とその割合 

　　

ングロープ林に算人された面積と,1997 年に算人された面積か同一鼠準でな

かったからである。ヘネスェラを例に挙げると,1983 什に報告されたマンク

ローブ林の面積 は 673,6001・a てあるが , この面積 にはマ ンクローブ林の後背地

として広かる淡水湿地が含 まれていた。ヘネズェラの 1997 年のマンクローブ

林の面積は 250,oooha てあるから,単純に数字だけ見ると約 40万 ha以上の減

少になってしまう。同様の例は多くの国々てもみられ, マングローブ林の減少

を数字て表すことは決して容易ではない。その中で, 正確な減少面積とその理

由を報告している国の一つかタイである。

2) タイての減少とその理由

タイでのマ ングローブ林の城少を図 工‐4 に掲げた。 タイでは 1961~1990 年

の 30年間に 19万 ha, 東京都の面積の 90% に匹敵する面積のマンクローブ林

か減少 した (Kongsangcha1 1994)。 その理由は図 1一5 に示 した通 りエ ヒ養殖

池の建設を含む水産養殖のためか約 65% であった (Aksornkoae l993)。換言

すると, わが岡や シンガポール, 杏港 , 台湾などが輸入 しているクルマエビ属

面積 (ha)

図 14 タイにおけるマンクローブ林の山積の推移

水蒔養殖

塩田スズ採掘
6% 3%

図 1‐5 タイのマ ングローブ林の減少理由とその割合
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のブラックタイガーやホワイト，イエローなどと呼はれる冷凍ェピのためにマ 

ンクローフ林かなくなっていたともいえるのである。 

3） マンクローフ林の土壌 

マンクローブ林の士壌は酸性硫酸塩士壌と呼はれている（久馬1986）。上壌 

中では複雑な過程の反応か起こっているのであるか，久馬（前出） の論文の主 

旨を要約すると「海水には約2,650 ppm のso声すなわち，11中に2 65 g の硫 

酸根が存在していることから， この硫酸根かマンクローブ土壌中に蓄積される 

ことになる。その堆積物か陸化し，脱水・熟成過程に入り， しかも微生物に 

よってその反応が促進されると急激に5Q42－を遊離し，時に土壌か硫酸で酸性 

化される」 と理解できるような気かする。硫酸で土壌か酸化されるのであるか 

ら，マンクローブ土壌の取り扱いを間違い，人工的に掘り上けて（人上的な陸 

化），水の供給を止め土壌化を促進すると，時にはpH 3以下の強酸性の土壌と 

なってしまうこともある。 

このことをェビ養殖池にあてはめると，エビ池の土手の盛り土はマンクロー 

ブ林の土壌を掘り上けたものであるから，牢気に触れると急激に土壌か酸化す 

ることになる。またェヒ池もユビを捕獲するために水を抜き，その後しはらく 

土壌を乾燥させることか一般的であるから，ここでも上壌の酸化を促進するこ 

とになる。このようは急激な酸化でpH3以下の強酸性の土壌になってしまう 

と植物のみならず，ェビも棲むことかできなくなってしまう。エヒの養殖池だ 

けがマソグローブ林破壊の元凶ではなく，農業用地への転換，住宅・工場用地 

への転換，それに過剰な伐採（過伐）なとによってマングローブ林か失われて 

いるのてあるか（図I -5 参照），原因はとうあっても，マングローブ林か失われ 

ていることは事実である。 

緑豊かなマングローブ林かあった時には多くの人々かマンクローフ林に住 

み，そこで魚，カニや貝などを獲ったり，燃料材を採取していたのてある。 

わか国に住んていると， 日常的にマンクローブ林を目にすることはできない 

かもしれない。しかし，マンクローブの材から製炭された木炭を使い，フラノ 

クタイカーで代表される輸入冷凍ェビを食べている私たちであるから，マンク 

ローブの植林盾動を通じてマンクローブ生態系を再生し，その豊かな生態系を 

次の刊代，また次の世代へと残すことに少しでも役に立つことかできたらと考 

えたいものである。 

　　

のブラックタイガーやホワイ ト, イエローなどと1呼はれる冷凍エ ビのためにマ

ンクローフ林かな くなっていたともいえるのである。

3) マ ングローフ林の土壌

マンクローブ林の土壌は酸性硫酸塩土壌と呼はれている (久馬 1986)。上填

中では複雑な過程の反応か起こっているのであるか, 久馬 (前山) の論文の主

旨を要約すると「海水には約 2,650ppm の SOF- すなわち, 耳中に 265g の硫

酸根が存在していることから, この硫酸根かマングローブ上壌中に蓄積される

ことになる。その堆積物か陸化し, 脱水・熟成過程に入り, しかも微生物に

よってその反応が促進されると急激に S042-を遊離し, 時に土壌か硫酸で酸性

化される」と理解できるような気かする。硫酸でL壌か酸化されるのであるか

ら, マンクローブ土壌の取り扱いを間違い, 人工的に掘り上げて (人工的な陛

化),永の供給を止め土壌化を促進すると,1特には pH3 以下の強酸性の土壌と

なって しまうこともある。

このことをエ ビ養殖池にあてはめると, エビ他の土手の盛 り1 はマンクロー

ブ林の土壌を掘り上げたものであるから,空気に触れると急激に土壌か綾化す

ることになる。またエヒ池もエビを捕獲するために水を抜き, その後しはらく

土壌を乾燥させることか一般的であるから, ここでも上垣の酸化を促進するこ

とになる。このようは急激な酸化で pH3 以下の強敵性の土壌になってしまう

と植物のみならず, エビも棲むことができなくなってしまう。エヒの養殖池だ

けがマングローブ林破壊の元凶ではなく, 農業用地への転換, 住宅・工場用地

への転換, それに過剰な伐採 (過仮) などによってマングローブ林か失われて

いるのてあるか (図 1-5 参照 ),原因はとうあっても, マ ングローブ林が失われ

ていることは事実である。

緑豊かなマングローブ林があった時には多くの人々かマンクローフ林に住

み, そこで魚, カニや具などを獲ったり, 燃料材を採取していたのてある。

わか四に住んていると, 臼常的にマングローブ林を目にすることはできない

か もしれない。 しか し, マングローブの材か ら製炭 された木炭を使い, フラン

クタイカーで代表される輸入冷凍エビを食べている私たちであるから, マンク

ローブの植林活動を通じてマングローブ生態系を再生し, その豊かな生態系を

次の和代, また次の世代へと残すことに少しでも役に立つことかできたらと考

えたいものである。



19 

n 外部形態並びに生理一生態的特徴 

ーマングローフの特徴を述へよ」と言われた時に，真っ先に思い浮かべるのは 

胎II 種子とか支柱根なとかもしれない。しかしすべてのマンクローブ植物か胎 

生種子を生産し，支柱根に代表される特殊な形態の気根(aerial roots）を発連 

させるのてあろうか。 

前草の表I -1に気根の有無と胎り種子の発達を記載したか胎生種子を牛産 

する樹種は31種，支柱根などの気根を発達させるのは36 挿程度である。ヒル 

キ科（Rhizophoraceae) のほとんとは特殊な形態の気根である支柱根，膝根な 

とを発達させ，しかも胎生種子を生産する。ヒルギ科(R hizophoraceae) のそ 

のような特徴か強調され，時に私たちはマンクロープすなわちヒルギ利だけと 

思い込み，それ以外の樹種をマングローブに入れるのを忘れてしまうのかもし 

れない。 

木章ては，読むと頭か痛くなるような難しい生理・生態的な話は省略し，現 

場における採種や植栽，樹種の見分け力やそれらの生育環境を理解する上て直 

接的に役に立っであろうと思われる内容に絞り込んで外部形態や生理・生態的 

な特徴について概説する。 

1 胎生種子（散布体） 

わか国に分市しているヒルギ科のメヒルキ，オヒルギ，ャェャマヒルギなと 

は，その種子の時期になると長さ20'-30 cm のいわゆる胎4種了か母樹からぶ 

らトかっている。 

しかし，この胎生種子は正しい名称なのてあろうか。顕花植物は花を咲かせ， 

種子を生産する。ヒトは哺乳類なのて卵4ではなく，胎生であるから卵は産ま 

ないか，哺乳煩以外の卵牛の動物では卵を産む。 この卵生の動物の卵は，顕花 

植物の種子に該当すると考えることもできよう。 

前章の表I -iに掲けたヒルキ科(R hizophoraceae）のオ ヒルギ 

田ruguzera）属, コヒルキ（Ceriops) 属，メヒルギ（Kandetia) 属，ヤェヤマ 

ヒルギ（Rhizophora) 属の樹種ては，図ll1にみられるような種子の発芽形態 

であり，果実の巾て受精した腫かそのまま伸長し，果実の外に』不軸を伸長させ 

る。この果実の外に仲長したものは，種子か発芽し，必軸を仲長させたものな 

ので―発根していない実生苗(seedling) と考えることもてきる。 

　　

n 外部形態並びに生理・生態的特徴

「マングローフの特徴を述へよ」と言われた時に,真っ先に思い浮かべるのは

チ拾′L種子とか支柱根なとかもしれない。しかしすべてのマングローブ植物が胎

生種子を生産し,支柱根に代表される特殊な形態の気概 (acr・alroots)を発達

させるのてあろうか。

前章の衣 1-1に気根の有無と月俸1二種子の発達を記載したか胎′に種子を生産

する樹種は 31種, 支柱根などの気根を発達させるのは 36種袴度である。ヒル

キ科 (Rhlzophoraceae) のほとんとは特殊な形態の気根である支社根,藤根な

とを発達させ, しかも胎生種子を生産する。ヒルギ科 (Rhlzophoraceae) のそ

のような特徴か強調され, 時に私たちはマンクローブすなわちヒルギ科だけと

思い込み, それ以外の樹種をマングローブに入れるのを忘れてしまうのかもし

れない。

水音ては, 読むと頭か痛くなるような難しい生理・‘!三態的な話は省略し, 現

場における採種や植栽,樹種の見分け方やそれらの生育環境を理解する上て直

接的に役に立つであろうと思われる内容に絞り込んで外部形態や生理・生態的

な特徴について概説する。

1 胎生種子 (散布体)
わか国に分 宿しているヒルギ科のメヒルキ, オ ヒルギ, ヤエヤマ ヒルギなと

は, その種子の時既になると長さ 20~30cm のいわゆる胎生種了か母樹からぶ

ら ドかっている。

しかし,この胎生種子は正しい名称なのてあろうか。顕花植物は花を咲かせ,

種子を‘L産する。ヒトは1鞘乳類なのて卵生ではなく, 胎生であるから卵は産ま

ないか, 嘘字L頬以外の卵牛の動物では卵を産む。この卵生の動物の卵は, 顕花

植物の種子に該当すると考えることもできよう。

前 章 の 表 1-1 に 掲 げ た ヒ ル ギ禾Si(Rhlzophoraceae) の オ ヒ ル ギ

(Br〃gzfzgm) 属 , コ ヒルキ (Cgrzops) 届 , メ ヒル ギ (Km} α8‘zα) 届 , フェヤ マ

ヒルギ (尺卿zop′mm) 属の樹種ては,図ロJ にみられるような種子の発芽形態

であり, 果実の中て受精した磨かそのまま伸長し, 果文の外に月刊--fTを伸長させ

る。この果実の外に仲良したものは, 種子か発芽し, 恥軸をず申長させたものな

ので, 発根 していない芙生帝 (secdl・ng) と考えることもて きる。
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図Il---I オオバヒルギ aluzophora mmnma加）の散布体の形成の順序（出雲公 

二原図） 

数字のI-?は散布体の発達’回亨を示す。I 蕾（つほみ）. 2 開花， 3 花弁か 

脱落した状態の花，4 果実，5 果実の中て種子（胎生種子）か発芽し,杯軸か 

果実の外にまて伸びた状態，B 発達した散布体，実生苗と考えると理解しやす 

い，7 母樹から落ちた散布体か根を仲長させ，菓を展開した状態，A 果実，B 

子巣，c 幼芽，D 胚軸。沖縄のヤユヤマヒルギもかってRhizophora 

mucronala とされていたこともあるか， 最近てはRIntopIso,o styloso と記載さ 

れることか多い。 
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図 11-1 オオバ ヒルギ (R/服 opた塀α“"‘cro〃のα) の散布体の形成の順序 (出雲公

三原図)
数字の 1~7 は散布体の発達順序を示す。 1 奮 (っほみ),2 開花,3 花弁か
脱落した状態の花,4 果実,5 果実の中て種子 (胎生種子) か発芽し,肝軸か
果実の外にまてィqlびた状態,6 発達した散布体,実生苗と考えると理解しやす
い,7 母樹から落ちた散布体が根を伸長させ, 葉を展開した状態,A 果実,B

子 葉 ,C 幼 芽 ,D 雁 軸。沖縄 の ヤ エ ヤ マ ヒル ギ もか つ て 尺/2zzoのれo〆口

m2‘cro'rqzαとされていたこともあるか , 最近ては Rmzo がzorqszwoso と記載さ

れることか多い。
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一般に，果実・種子・胞子など次代の植物体の幼生か散布体（pr叩agifies) 

であることから，種子か発芽・伸長して母樹にぶら下かっているものを散布体 

と呼ふ（実生苗とは呼はない）。 

この散布体は，母樹についたまま種子か発芽I伸長した実生苗に近いものな 

のて，「母樹か実生苗を産んだ」，すなわち哺乳類の胎生になぞらえて，胎生種 

子(viviparous seeds） とか，胎生芽と呼ぶ。しかし，厳密には種子（seeds) 

ではなく，種子か発芽‘伸長したものなので胎生種子ということにはならな 

いa 

とこかで胎生種子と呼はれはじめ， しかも散布体よりも胎生種子の方か－一般 

的には通りかよいO L かし，現場作業では,種子と考えずに実生苗として扱う 

と，その取り扱いを間違わすに済むであろう。 

沖縄のメヒルギては3-4月，オヒルギは4,-5 月，ヤェヤマヒルギでは6~7 

月頃に腫軸の長さか20--30 cm にまで伸ひたものか母樹からぶら下かってい 

るか，イントネシアやタイなどのオオパヒルギahに‘ゆhorn mucronata) では， 

散布体の長さが70-80cm，時にはlm 近くになることもある。 

スキ， ヒノキなと林業て用いる多くの種子は，休眠しているので揮子の保存 

は比較的容易である。 しかしながら，散布体は休眠していないので，冷蔵庫な 

どでの保存は難しい（後述）。 

2. 偽胎生種子（半胎生種子） 

ヒルギ科の散布体は長くて大型てあるが， ヒルギダマシの種子はソラマメに 

近い形の種子である。この種子も特殊な種子で，種子の周りを果皮が覆ってお 

り，果皮に包まれた果実か種子である。 この果実すなわち種子か母樹から落果 

すると，果皮は撥水性なので水に厚かふが，果皮か一度水に濡れると一両日中 

に剥皮する。撥水性の果皮か剥皮し子葉か裸出すると，種子は水に浮かびにく 

くなり，発根に備える。 この種子も休眠していなので，剥皮後数日以内に根か 

地中にまで伸長する。 このヒルギダマンの種子は，胎生（vivipary) と区別さ 

れ，crypto-vivipary（偽胎生）あるいはsemi-vivipary (半胎生）などと呼は 

れている。 

3 特徴的な根の形態と機能 

マングローブ林の土壌は泥炭に近いものであり，スギやヒノキ林内の森林土 

　　

一般に,果実 ・種子・胞子など次代の植物体の幼4 が散布体 (propagules)

であることから, 種子か発芽・伸長して母樹にぶら下かっているものを散布体

と呼ふ (実生苗とは呼ばない)。

この散布体は,母樹についたまま種子か発芽・伸長した夫生菌に近いものな

のて,「母樹か実生苗を産んだ」, すなわち1南乳類の胎生になぞらえて, 胎生種

子 (vlv・parous seeds) とか , 胎生芽 と呼ぶ。 しか し, 厳密 には種子 (secds)

ではなく, 種子か発芽・伸長したものなので胎生種子ということにはならな

い o

どこかで胎生種子と呼ばれはじめ しかも散布体よりも胎生種子の万か一般

的には通りかよい。しかし, 現場作業では, 種子と考えずに実生苗として扱う

と, その取り扱いを間違わすに済むであろう。

沖縄の〆ヒルギては 3~4 月 , オヒルギは 4~5 月 , ヤエヤマ ヒルギでは 6~?

月頃に握軸の長さか 20~30cm にまで仲ひたものか母樹からぶら下かってい

るが ,インドネシアや タイなどのオオバ ヒルギ (Rればop加川 "zl{cm'm娘)では,

散布体の長さが 70~80em, 時にはヱm 近くになることもある。

スキ, ヒノキなと林業て用いる多くの種子は, 休眠しているので種子の保存

は比較的容易である。しかしなから, 散布体は休眠していないので, 冷蔵庫な

どでの保存は難しい (後述)。

2. 偽胎生種子 (半胎生種子)

ヒルギ科の散布体は長くて大型てあるが, ヒルギダマシの種子はソラマメに

近い形の種子である。この種子も特殊な種子で, 種子の周りを果皮が覆ってお

り,果皮に包まれた果実か種子である。この果実すなわち種子が母樹から蕗巣

すると, 果皮は椴フk円:なので水に厚かるミが, 果皮か一度水に濡れると一両日中

に毅一皮する。複水性の果皮が剥皮し子葉か裸出すると,種子は水に浮かびにく

くなり, 発根に備える。この種子も休眠していなので, 制皮後数日以内に根か

地中にまで伸長する。このヒルギダマンの種子は, 胎生 (vlvlpary) と区別さ

れ,cryPLo ‐vlvlpary( 偽胎生 ) あるいは sem・‐vlv・pary( 半胎生 ) などと呼は

れている。

3 特徴的な根の形態と機能

マングローブ林の土壌は泥炭に近いものであり, スギやヒノキ林内の森林土
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壌で見られるA 層，'3層，(2層なとの土壌層位の発違かなく未成熟な土壊であ 

る。未成熟む上壊であり土壌の要件を備えていないからであろうか，時には土 

墳とは呼はずに基質(su山trates）と呼はれることもある（本書ては不必安な 

此乱を避けるため基質てはなく，土壌を用いることにする）。 

マングロープ林には毒水か常に侵入し帯水することから，上壌巾への酸業の 

供給か必ずしも充分でないので媒気状態といえ，植物の根か呼吸するのには必 

ずしも適した生育環境とはいえないのかもしれない。 

嫌気状態で，軟弱な土壊に適応した根の形態として女眼（areal roots)，すな 

わちヤェヤマヒルギ属にみられる支杜根(stilt rootsあるいはprop roots)，オ 

ヒルギ属にみられる膝根(knee roots)，マヤプンキやヒルギダマシにみられる 

通気根(pneumatophoi es）を挙けることができよう（通気根は時に直立通気 

根とか筍根とも呼はれる）。ヤエヤマヒルギ属は支杜根を発連させ,オヒルキ属 

は膝根，マャプシキ属とヒルギダマシ属は通気根を発達させるので，根の形で 

どの属の樹種であるか見当をつけることかてきる。このように根の形の違いに 

よってある程度挿の同定か可能であることから，次章「V 熱帯アジアの土要 

なマングローブ」には根の形によって樹種を見分ける力出も取り入れてある。 

上に述べた樹種以外の特殊な根の形態としては，直径加cm を越える砲丸のよ 

うな果実をつけるホウカンヒルキ（Xyiocarpus)属の通気根や板根(plank 

root ),西表島の観光案内ポスターに用いられるサキンマスオウノキの板根 

(buttresses）なども挙けることかできよう。 

‘ 塩類隷 

平均的な海水の塩分は35% iiii後てあり，マングロープはその塩分に耐えて 

成長しているか．時には45%近い塩分農度でも成長する（Arabian Oil（加m・ 

pany and Al Guinl research Centre, 1994)。 これまで多くの研究者か耐塩性 

の研究を行っているか，その生埋的なメカニスムについては，まだ決定的なこ 

とはわかっていない。 

1992年からイントネンアのハリ島で国際協力半業団（JICA）か「マングロー 

プ林資原保全開発実証調杏」を行っており，そこで得られた塩分農度とポ，ト 

苗の伸長に関する実験結果を次章の図皿-6--Ill-tOに掲けた。 それらの図から 

明らかなように樹租によって，塩分議度の反応に違いはあるか，塩分議度か高 

くなるにつれて，成長か抑制される。 このことは，マンクロープか高塩分を好 
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壌で見られるA層,B 層,C 層なとの土壌層位の発達がなく未成熟な土壌であ

る。未成熟な上壌であり土壌の要件を備えていないからであろうか, 時には土

壌とは呼はずに基質 (substrates) と呼はれることもある (本書ては不必要な

混乱を避けるため基質てはなく, 土壌を用いることにする)。

マングローブ林には侮水か常に侵入し端水することから, 上壌中への酸素の

供給か必ずしも充分でないので嫌気状態といえ,植物の根か呼吸するのには必

ずしも適した生育環境とはいえないのかもしれない。

嫌気状態で,軟弱な土壌に適応した根の形態として気根 (arealroots),すな

わちヤエヤマ ヒルギ属にみ られる支社根 (st・ltroots あるいは prop roots), オ

ヒルギ属にみ られる膝根 (kneeroots), マヤプソキや ヒルギダマシにみ られる

通気根 (pneumatopho1es) を挙げることができよう (通気根は時に直立通気

根とか笥根とも呼はれる)。ヤエヤマヒルギ属は支社根を発達させ,オヒルキ属

は膝根, マヤプシキ属とヒルギダマシ属は通気根を発達させるので, 根の形で

どの届の樹種であるか見当をつけることかてきる。このように根の形の違いに

よってある程度種の同定か可能であることから, 次章 「V 熱帯アジアの土要

なマングローブ」には根の形によって樹種を見分ける方法も取り入れてある。

上に述べた樹種以外の特殊な根の形態としては, 直径 20cm を越える砲丸のよ

うな果実をつけるホウカンヒルキ (×γZocmp"s) 届の通気根や板根 (plank

roots), 西表島の観光案内ポスターに用いられるサキンマスオウノキの板根

(buLLrcsseも) なども挙げることかできよう。

4 塩類腺

平均的な海水の塩分は 35% 前後てあり, マングローブはその塩分に耐えて

成長 しているか, 時には 45% 近い塩分濃度 で も成長す る (Arablan o・ーConl‐

pany and AI Gulm research Centre,1994) 。 これまで多 くの研究者か耐塩牡

の研究を行 っているか , その生理的なメカニスムについては, まだ決定的なこ

とはわか っていない。

1992年からイントネソアのハリ島で国際協力事業団 (JICA) か「マングロー

ブ林資源保全開発実証調査」を行っており, そこで得られた塩分濃度とポソト

品の伸長に関する実験結果を次草の岡肌‐6~m-10 に掲げた。 それらの図から

明らかなように樹種によって, 塩分濃度の反応に違いはあるか, 塩分濃度か高

くなるにつれて, 成長か抑制される。 このことは, マンクローブか高塩分を好
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んでいるのではなく，高塩分に耐えて生青していることを示唆していることに 

なろう。なお，塩分をまったく含まない真水（淡水）では，成長か徒長気味に 

なるなと成長に支障かてることかあるので，代謝回路のとこかに塩分，すなわ 

ちNa－を必要とする回路かあると考えられている。 

塩分に耐えて生育している樹種の中でAcanthus 属，Aegiceras 属， 

A egiatit is 属，ヒルギダマン（Avicennia）属の樹種の葉には塩を排出する特殊 

な器官，すなわち塩類腺（salt glands 排塩腺）か発達し，植物体内に取り込 

んだ過剰の塩分を排出している。類似の器官は中南米に分布している 

Conocaゅus 属やLaguncularia 属の菓にもみられる（Tom linso n 前出）。単純 

に考えると，私たちか塩分を取りすきると高血圧などの病気になったりするよ 

うに， ヒルギタマシのような樹種でも過剰な塩分は害になるので，植物休外に 

掛出していると考えるとわかりやすい。 

国内に分布しているマンクローブの巾で塩類腺かあるのはヒルギダマシだけ 

である。ヒルギタマンの塩類腺は葉の表面と裏面に分布しているか実際に舌て 

舐めて排塩を確認するのであれは，裏面か容易である。ヒルキダマシの菓の表 

面は比較的平滑であるか，裏面には毛が密4 し，塩類腺から排出された塩分か 

この毛に付着し表面よりも脱落しにくいので，舐めると塩分を感しやすいから 

である。 

5‘ 根での光合成 

一般に根の機能は呼吸，それに吸水や養分吸収てあるか，ャェヤマヒルキ属 

の若い支柱根，マヤプシキやヒルギダマシの通気根の表皮下の細胞には葉緑素 

か含まれ，光合成をしている。根て光合成をしていることも，マンクローフの 

根系のーつの特徴であろう。根での呼吸によって二酸化炭素か排出され，この 

排出された二酸化炭素を利用して光合成を行い，光合成て排出された酸素を呼 

吸に利用する（矢吹1985）。マングローブか生育している潮間帯では干満のた 

めに終日にわたって充分な中気（酸素と二酸化炭素）か供給されないことから， 

呼吸によって排出された一酸化炭素，光合成によって排Ilはれた酸素の根系て 

の農度を上けておくことによって，より効率的な光合成と呼吸を行う仕組みと 

考えることかてきよう。 
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5. 根での光合成
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の若い支社根, マヤプシキやヒルギダマシの通気根の表皮下の細胞には葉緑素

か含 まれ , 光合成を している。根て光合成を していることも, マ ンクローフの

根系の一つの特徴であろう。根での呼吸によって二酸化炭素か排出され, この

排出された二酸化炭素を不-」用して光合成を行い,光合成て排出された酸素を呼

吸に利用する (矢吹 1985)。マングローブが生台している欄間帯では干満のた
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6． 等面葉 

マヤプシキ属やヒルギモトキ属の樹種の葉は表面と製而かはほ同一の組織形 

態をしており，時には表裏を巌別することか雌しい。このように葉の表而と裏 

面の識別か暮しい植物の葉は等面葉と呼はれ，表面を向袖面，裏面を背軸面と 

呼ふ。 これに対して日常私たちが月にしている表典のはっきりしている葉は両 

面菓と呼はれる。両面葉ではガス交換を行っている気孔は裏面（背軸面）にあ 

るか，等面葉ではS<i孔も菓の表面（向軸面）と皇面（背袖面）の向方に分布し 

ている（表～-I）。このように葉の表裏画面に気孔を分布させることも，葉での 

カス交換の効率化からみると興味のある点てあり，しかも等面葉では太陽から 

の直射光と水面で反射した反射光の両方を効率よく利用可能ということかもし 

れない。 

却-1 '~帆に産するマンクロープ6種の気孔の数と人きさ 

科 名 挿 名 菓の形態 気孔の有無  気孔の数（mm2) 気孔の大書さ伽） 

向軸面 背軸面 向軸面’m面 

マヤプノキ科・ヤプyキ等面鳶型歌論背軸61-I叩 弱～94 

ヒルギ科メ ヒルギ画面葉型 ’舶面のみ 

オヒルギ両血葉型 背軸面のみ 

tsヤマとルギ両面菓型 背軸面のみ 

0 102-173 

0 143-213 

0 105-ISO 

ノクンン科とルギモトキ等面葉型留勢船背軸94-134 94-113 

- 472 

- 266 

II I 

""’科とルギダマノ両面菓● 背軸面のみ 0 (6加-950） 一 （別5) 

庄） 気孔の敵は，踊黴鏡下で観察した30視野中の最少～最多個敵で示した。 気孔の 
大きさは，気孔の長さてあり，測定した30個の平均値て不した。 なお， ヒルギ 
ダマvの背軸面には．毛が密生し．気孔の敵と長さを正確に測定することか困 
蜂て，さらに検討を費するか，本表には参考までに記載した。 
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面葉と呼はれる。両面葉ではガス交換を行っている気孔は裏面 (背軸面) にあ

るか, 等面葉では気孔も葉の表面 (向軸面) と裏面 (背軸面) の両方に分布し

ている (表口-1)。このように葉の表裏両面に気孔を分布させることも,葉での

カス交換の効率化からみると興味のある点てあり, しかも等面業では太陽から

の直射光と水面で反射した反射光の両方を効率よく利用可能ということかもし

れない。

表 11-1 沖縄に産するマンクローブ 6種の気孔の数と人さき

キ斗 名 稀 名 菓の形態 気孔の有無
気孔の数 (mm2)

向軸面 背軸面

気孔の大きさ似m)

向軸面背軸面

36 5 36 6マヤプノキ禾+マヤプソキ等面卿 霊蝿 向背軸 6・~・oo 63~94

^
U

n
v
^
U

ヒル ギ科 メ ヒル ギ 両面葉型

オ ヒル ギ 両面葉型

ヤヱヤマヒルギ両面業型

背袖面のみ
背軸面のみ
背軸面のみ

102(}173

143^v213

105~150

47 2

26 6

41 1

ノクンン科 ヒルギモトキ紬 藻型 総 出詐 小由94~・34 94~・・3 26 6 26 4

クマツヅラ料 ヒルギダマノ両面業型 背軸面のみ 0 (600~950) … (24 5)

江) 気孔の数は, 顕微鏡下で観察した30視野中の最少~最多個数で示した。気孔の
大きさは, 気孔の長さてあり, 測定した 30個の平均値て7〕くした。なお, ヒルギ
ダマソの背軸面には, 毛が密生 し, 気孔の数と長さを正確に測定することか国
難て, さらに検討を要するか, 本表には参考までに記載した。
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皿 植林のための基礎知識 

亜寒帯や暖温帯の樹種の種子は通常休眠しているので，容易に冷暗所や冷蔵 

庫なとで保存することかできる。しかしなから，マンクローブの種子は休眠し 

ていないものか多く，冷蔵庫で保存すると低温障害なとを起こしてしまうこと 

かある。 

本章では，採種の目安，種子の保存，植栽上の庄意，ポノト苗と苗畑なとに 

ついて概説する。 

L 採種と種子の保存 

1） ヒルキ科の胎生種了（散布体）採取の目安と保存 

前章の図～-1にオオバヒルギの種子の発芽・伸長を示したが，ヤェヤマヒル 

ギ属，メヒルギ属では，果実の外に子葉が伸長してきた状態か採種の目安であ 

る。子葉か果実の外にまで伸長してくると，豚軸も褐色などの色を帯ひるので， 

その状態がほほ完熟てある。完熟すると子葉と胚軸の間に離層が形成され，果 

実に子葉を残し（宿存し）散布体か落下する。 

たくさんの散布体を－・度に集めるには，地上に落トした散布体を集めるより 

も母樹についている散布体を集めた方か効率的な場合が少なくない。母樹につ 

いている散布体を採取した場合には，果実から散布休を無理に取り外す必要は 

ない。無理に果実から散布体を引き離すと，幼芽が果実の中に残ってしまう 

U匝軸の上端の幼芽かちきれてしまう）ことかある。ヤエヤマヒルキやメヒルキ 

などては，採取した散布体か乾燥しないようにハケツに水を入れて，胚軸の下 

部を1/3'--1/2 程度水に浸け， ー両日放置しておくと自然に果実と散布体が離 

れてしまう。無理に果実から散布体を引き離したために幼芽か取れてしまった 

散布体てあっても，ある程度時間か経つと胚軸の上端に幼芽を形成するのて， 

散布休を捨ててしまうことのないようにしたいものてある。 

オオバヒルギのように散布体の長さかim近くになるものであれは，土壌か 

十二分に柔らかく， しかも干潮の時に散布体か母樹から落ちると直接土壌に刺 

さることもある。 

しかしなから，西表島のマンクローブ林では土壌か柔らかくなく， しかも散 

布休の長さか20'-30 cm てあることから，母樹から落下した散布休か直接土壌 

に刺さることは希である。 
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に刺さることは希である。
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ヤエヤマヒルキなとの散布体の允根は接触刺散と考えられ，散布休か地面に 

援触している側から発根し，起き上かってくる。この起き上かった形か母樹か 

ら落ちて上塩に刺さったように見えるので，すべての散布体は直接土壌に刺 

さったと瑚かit-.じたのかもしれない。 

インドネシアのハリ島のJICA のマングローブプロシェクトての調査による 

とフタバナヒルキ（Rhizophora apiculasa)は周年聞花するか．年一回程度の聞 

花最盛期があり，花の原基に近いものか肉眼で枝上に視認されてから散布体か 

完熟するまで23カ月押没か必要であった(Kitamuia and Babe 1991)。タイで 

は花芽か視認されて散4I体か落下するまで羽～35 カJI， マレーシアでは32-

認力月と報告されている（Aksornkoaeet at 1991)。また，散布体の成熟時期 

は国や地域によって受なっていることから，それらをまとめて一覧裏にしたも 

のか表皿-1である。花芽か技のヒに視認可能になってから散布体か成熟するま 

でには，早くても23カ月，長いものでは42カ月もかかる。開花から散布体の 

成熟までに約半年，地域によってはそれ以上の期間か必要とされるか，マンク 

ロープ林内でフタハナヒルギの閉花している花を見つけたら，H安としては約 

半司後に散布体か採取できると考えてよいてあろう。 

表亘-I フタハナヒルギahi敖ゆhow apicumm）の開化時期I 散布体の成熟時期 
等の比校 

地名（国名） 市季 
化・の発連聞花時期藤脇1E ■i 

*t EIM 

プケソト 4-1111 8-lIn 12-4 )1 I-i月 斜～馬力月 4-6カ月 
（タイ）I) 

ラノン （タイ）" ― はほ田年 10-2月 4-6月 32 カ月 53カ月 

乞とレーソア）」） ― 用 年 周 年 7-s月 32-33カ月 6-iカ月 

名 -芸脅'II)伊 1-511 8-9月 1-4月 I-I月 幻-31カ月 9-10カ月 

ノ、離ニ冒I、ァ）。 3(42矯）(088(9 8覇） 

バ鵠ドネンア）、， 12-胡円年川年」議鼠 昭力月 57カ月 
I) Chrtschansen and Wium-Anderson (1977) , 2) Aksoinkoae eta! (1991) .3) 

Duke ci a! (1984), 4) MOTIya cia! (1988) .5) Kitamuta and Baba (1991) t', 

・郎改正引用 

　　

フェヤマヒルキなとの散布体の発根は接触刺激と考えられ, 散布体か地面に

接触している側から発根し, 起き上かってくる。この起き上かった形が母樹か

ら落ちて上堀に刺さったように見えるので, すべての散布体は直接土壌に刺

さったと誤解か生じたのかもしれない。

インドネシアのハ リ島の JICA のマ ングローブプロシェク トての調査による

とフタバナ ヒルキ (尺粥zoがzorααPzc“毎粥) は周年開花するか,年一回程度の開

花最盛期があり,化の原基に近いものか肉眼で枝上に視認されてから散布体か

完熟するまで 23 カ月杵農が必要であった (K亘amu1a and Baba l997)。タイで

は花芽が視認されて散布体か落下するまで 32~35 ヵ月, マレーシアでは 32~

33ヵ月と報告されている (Aksomkoae 認餌 1991)。また, 散布体の成熟時期

は国や地域によって異なっていることから, それらをまとめて一覧表にしたも

のが表皿-1である。花芽か枝の七に視認可能になってから散布体か成熟するま

でには, 早くても 23ヵ月, 長いものでは 42ヵ月もかかる。開化から散布体の

成熟までに約半年, 地域によってはそれ以上の期間か必要とされるが, マンク

ローブ林ーでフタハナヒルギの開花している花を見つけたら, 目安としては約

半{i後に散布体が採取できると考えてよいてあろう。

表用-1 フタハナ ヒルギ (Rmzop たのααPzcz‘電解) の開花時期 , 散布体の成熟時期

等の比較

プケソ ト 4~11 月 8~11 月 12~4 月 1~7 月 34~35 カ月 4~6 カ月
(タイ)1〕

ラノン (タイ)2} ほほ周年 10~2 月 4~6 月 32カ月 5 3力自

宅
;ン

“ ¥)
一 周 什 周 年 7~9 月 32~33ヵ月 6 力自

宅オ
チニン

〆 勢 多局
1~5′i 8~9 月 1~4 月 1~4 月 27~31ヵ月 9~10カ月

ハルマヘラ鳥 - - 3 5年 0 8好
(インドネンア)1) (42ヵ月)(9 8ヵ月)

バリ島 12~4月 周 年 周 年 12~3月 23カ月 5 7カ月
(インドネンア)“ が最盛期

1) Chrl もchdnSen and w.um-Anderson(1977),2)Aksomk 。aee ‘"‘ (1991),3)

Duke 鱗 QZ(1984) ,′~)MOT ・yd et qz(1988),5)KILamu ・a d・m Baba(1997) か ら

‐部改正引用
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オヒルギ属の散布休ては了菓か果実の外から視認できないので，ヤェヤマヒ 

ルギ属やメヒルギ属のように子葉か果実の外にまで伸びてきた時か採種の目安 

にならない。オヒルギては豚軸の色か褐色を弗ひ始めた時か採種の目安であ 

る。オヒルギでも散布体を採取した時に果実から離れないものは， ―両日放置 

しておくと（時には数日かかることもあるかもしれない）果実から散布体か離 

れる。 

沖縄のメヒルギ散布体の保存に関する秋永（1992）の報告によると，5C（低 

温障害出現温度）, 15C, 25C，それに35C（高温障害出現温度）での5週間の 

貯蔵（乾燥防止のためにビニール袋に入れ，遮光条件で貯蔵）試験では25℃で 

の保存か最も卓越した発芽率をポしていた。 

メヒルギの北限は鹿児島県薩摩半島てあり， しかも種了島から移入されたも 

のか伊豆半島ても生育しているので， ヒルギ科の中では最も低温耐性かあると 

考えられる。しかし，そのメヒルギの散布体ても5℃前後で低温障害か出現す 

るので，通常の冷蔵庫内（4℃前後）ではオヒルキ，ヤェヤマヒルギなどは保存 

てきないことになる。なお，図皿-1,皿-2 に示したようにI5℃でのオヒルギを 

6 カ月間貯蔵しても80％の発根率を示し，ヤエヤマヒルギを4 カ月間貯蔵して 

も90％の発根率を示すことから（野瀬ら1992),散布休を採取後ただちに苗畑 

や植林場所に植栽することかできない場合には，15℃か，それよりもやや高め 

の温度設定で散布体か貯蔵可能てあろう。 

100 
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訳
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20 40 60 80 
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ハu 

図111-1 オヒルギ散布体の15℃ての保存期間か発根に及ほす影響 

ロ 未保存区，△ 2 かJ］保存区，● 4 か月保存区，▲ 

6 か月保存区（野瀬ら1992 から引用） 
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オヒルギ属の散布休ては子葉か果実の外から視認できないので, ヤエヤマヒ

ルギ届やメヒルギ属のように子葉が果実の外にまで伸びてきた時か採種のH安

にならない。オヒルギては雁軸の色か褐色を情ひ始めた時か採種の目安であ

る。オヒルギでも散布体を採取した時に果実から離れないものは, ~両 u放置

しておくと (ー特には数uかかることもあるかもしれない)果実から散布体が離

れ る。

沖縄のメヒルギ散布体の保存に関する秋ノk(1992) の報告によると,5 oC( 低

温障害山現温度),1ずC,25oC, それに 3庁C( 島猛障害出現温度)での 5週間の

貯蔵 (乾燥防止のためにビニール袋に入れ,遮光条件で貯蔵)試験では 25oCで

の保存か最も卓越した発芽率を示していた。

メヒルギの北限は鹿児島県薩摩半島てあり, しかも種了鳥から移入されたも

のが伊豆半島ても生育しているので, ヒルギ科の中では最も低温耐性かあると

考えられる。しかし, そのメヒルギの散布体ても 5oC前後で低温障害か出現す

るので,通常の冷蔵陣内 (4oC前後)ではオヒルキ,ヤエヤマヒルギなどは保存

て きないことになる。なお,図 m-1,m-2 に示 したように 1ずC でのオヒルギを

6カ月間貯蔵しても 80% の発根率を示し, ヤエヤマヒルギを 4カ月間貯蔵して

も90% の発根率を示すことから (野瀬らi992),散布体を採取後ただちに苗畑

や植林場所に植栽することかできない場合には,15oC か, それよりもやや高め

の温度設定で散布体か貯蔵可能てあろう。

20 40 60 80
水料期間… )

図 m‐1 オヒルギ散布体の 1ずC ての保存期間か発根に及ほす影響
□ 末保有区, △ 2か月保存区,.4 か月保存区, ▲
6か月保存IX(野瀬ら1992から引用)
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図皿-2 ヤエヤマヒルギ散布体の15℃ての保存期間か発根に及ほ 
す影響 

ロ 未保存区，△2か月保存区，. 4 か月保存区，A 

6 か月保存区（野瀬ら1992 から引用） 
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図ffl-3 マヤプノキの成熟果実数の季節変化（インドネノア，バリ島） 

（北村ほか，1996 より改写引用） 

2） マヤプシキ利の果実の採取と播種 

マヤプシキ科はアフリカ東毎岸からイントI羊沿岸， アシア・太平洋地域に5 

-6 種の分布かみられる（Toni linson 前出）。 

北村らの報告（1996）によるとイントネシアのハリ島ではマヤプシキの結実 

は年2回大きなピークかあるか（図皿-3),果実は成熟すると母樹からすぐに落 

果してしまうので，果実の採取が難しい。果実の人きさは10-Sb mm て，開花 
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図 m一2 ヤエヤマヒルギ散布体の 15oCての保存期間か発根に及ぼ

す影響
□ 末保存区, △ 2か月保有区,.4 か月保存区, ▲
6か月保存区 (野瀬ら1992から引用)
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図皿…3 マヤプノキの成熟果実数の季節変化 (インドネノア, バリ島)
(北村ほか,1996 より改号引用)

2) マヤプシキ利の果実の採取と播種

マヤプシキ科はアフリカ東侮岸からイント′約{}岸, アシア・太平7羊地域に 5

~6 種の分布かみ られる (Toml・nson 前出 )。

北村らの報告 (1996) によるとイントネシアのハリ島ではマヤプシキの結実

は年 2回大きなピークかあるか (図m-3), 果実は成熟すると′可樹からすく・に落

果してしまうので,果実の採取が難しい。果実の人きさは 10~55mm て,開花
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後，結史し果実か落果するまでに約10 週問を要していた。果実の中には200'-

300 個の小さな種子か人っており， 果実か未成熟の段階では果実から種子を取 

り出すことは難しい。しかしながら，果実か母樹から落果する時には果実か完 

熟して柔らかくなっているために，落果してしまうと種子は容易に波で流され 

てしまい採種することか極めて難しい。 したかって，未成熟の果実を採取し， 

実験室内なとて成熟を促進することによって果実から種子を取り出すことか効 

率のよい採種方出となる。 

現場での果実の採取は，小さな果実よりも大きな果実を採取することが望ま 

しい。未成熟の果実を採取し，その果実を密封容器（ビニール袋でもよい）に 

ハナナあるいはリンゴなとと一緒に人れておくと，エチレンて果実の成熟か促 

進きれ1週間以内に果実か完熟する。完熟した果実を容器から取り山し，ザル 

などを用いて果肉を洗い流し種子を取り山す。取り出した種子は一晩水に侵け 

ておき，沈んた種子を苗床かポソトに播種する。 このようなパナナやリンコで 

果実の完熟促進をした種了の発芽率は90%前後であり，自然状態で採種した 

種了の発芽率と大きな違いはない（北村ら前出）。 

マヤプシキの仲間でもSonneratta caseolaris の種子は光発芽の可能性かあ 

り，暗黒下での発芽率は著しく低下するので，光条件下で発芽させることか望 

ましい。なお，Sonnearta caseolaris の光発芽の性質を利用すると，採取してき 

た果実から挿子を取り出し， その種子を3％以下の塩分農度の水に入れたバケ 

ツに入れて（水が腐敗しないように水の交換は2-3 週間に一度），暗所に保存 

することて,少なくても3カ月以上は種子の保存か可能である（Asano at a! 

1990), 

マヤプシキの種子か発芽した後に床替えの必要かある場合には，実4苗のト 

恥軸は柔らかいので，その部分を痛めないように床替えすることか望ましい。 

3） ヒルギダマシの採種 

沖縄はヒルギダマシの分布の」日収てあることであろうか，果実の大きさは熱 

帯のものよりもやや小さく 18-28 mm である。ヒルキダマシの仲問の採種に 

あたっては粒径の大きな種子を採種することが望ましいか，粒径か小さい揮子 

であっても播種後数日以内には発根する。 

ヒルキタマシ採種後の種子の取り扱いで一番注意しなけれはいけないこと 

は，採取後できるだけ速やかに種子から巣皮を取り除くことである。ヒルギダ 

マシの仲間に挿皮はなく，種子の外側を覆っているのは果皮である（第～章参 
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後,船交し巣突か落果するまでに約 10週間を要していた。果実の中には 200~

300個の小さな種子が人っており, 果実か未成熟の段階では果丈から種子を取

り出すことは難しい。しかしなから,果実か母樹から落架する時には果実か完

熟して柔らかくなっているために, 落果してしまうと種子は容易に波で流され

てしまい採種することか極めて難しい。したがって, 未成熟の果実を採取し,

実験室内なとて成熟を促進することによって果実から種子を取り出すことか効

率のよい採種方法となる。

現場での果実の採取は,小さな果実よりも大きな果実を採取することが望ま

しい。未成熟の果実を採取し, その果実を密封容器 (ビニール袋でもよい) に

ハナナあるいはリンゴなとと一緒に人れておくと, エチレンて果実の成熟か促

進され 1週間以内に果突か完熟する。完熟した果実を容器から取り出し, ザル

などを用いて果肉を洗い流し種子を取り出す。取り出した種子は一晩水に浸け

ておき, 沈んた種子を苗床かポソトに播種する。このようなバナナやリンゴで

果実の完熟促進をした種子の発芽率は 90% 前後であり, 自然状態で採種した

種了の発芽率と大きな違いはない (北村ら前出)。

マヤプシキの仲間で も So'?72emim msgo‘の zsの種子 は光発芽の可能性があ

り,暗黒下での発芽率は著しく低下するので,光条件下で発芽させることか望

ましい。なお,So “耀αrmc αseoぬれsの光発芽の性質を利用すると,採取 して き

た果実から種子を取り出し, その種子を3% 以下の塩分濃度の水に入れたバケ

ツに入れて (水が腐敗しないように水の交換は 2~3 週間に一度), 晴所に保存

することて, 少なくても3カ月以上は種子の保存か可能である (Asano ez qと

1996)。

マヤプシキの種子か発芽した後に床替えの必要がある場合には,実生苗のト

1体軸は柔らかいので, その部分を痛めないように床替えすることか望ましい。

3) ヒルギダマシの採種

沖縄はヒルギダマシの分布の北限てあることであろうか, 果実の大きさは熱

帯のものよりもやや小さく 18~28mm である。ヒルキダマシの仲間の採種に

あたっては粒径の大きな種子を採種することが望ましいか, 粒径か小さい種子

であっても播種後数日以内には発根する。

ヒルキダマシ採種後の種子の取り扱いで一番注意 しなけれはいけないこと

は, 採取後できるだけ速やかに種子から果皮を取り除くことである。ヒルギダ

マシの仲間に挿皮はなく, 種子の外側を覆っているのは果皮である (第 H草参
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表亙-2 ヒルギダマソ種了の産水別の発根および発芽率 

書 水 種子の状態 l0tli-I 171.Ifl 加LIh 3214目 

一％ 

98 3 

一％ 

的8 

当 4% 

肌7 

17 102 119 

203 

780 729 509 
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203 271 288 

― - 7 ' 

的3 556 407 

- 

407 444 519 
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上胚軸伸長 
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上胚軸伸長 ー 

発 根 加0 

末 発 根 278 

属 敗 22 2 

A 水 

水 毒
 

培地はバーミキュライトで，慶水は水道本 六水は塵水 膚水＝I I . 発根とは発 
根のみの個体であり，発根後に腐敗した個体は腐敗に，発根後にト腔軸か伸長した個 
休は上k軸伸長に区分した。 

照）。この果皮は簡単に腐敗するので，果皮かついた状態では子葉も腐敗してし 

まう。 したかって，果皮かついたまま種子を保存することは好ましくない。 

数百個，時には数千個の種子を採稀し，果皮を剥皮することは手間のかかる 

作業であるか，果皮をーつーつ取り除く必喪はない。採取してきた種子をバケ 

ッなとの容器に入れ，充分な水（水道水でも河川の水でもよい）を膚たし―晩 

放置する。そうしておくたけで大部分の果皮は自然に細皮する。捌皮した巣皮 

と種子をそのままハケッなどの容器に一緒に入れておくと，子葉か腐敗するの 

で，刷皮した果皮と秤子は速やかに取り分けてしまうことか望ましい。種子の 

成熟の風合いで，一晩で果皮か剥皮しなかった種子は，さらに一晩水に浸けて 

朝皮する。果皮か劉皮した種了は苗床か求yトに播種する。播種後の虐水には 

海水は必要なく．挿子の発根や上胚軸の伸長には慶水の方か良い傾向にある 

(bill-A, 

'） サキシマスオウノキの播馨 

サキシマスオウノキの種子は人型で，果実の果皮は撮水性なので果実は水に 

4 く。果史をそのまま苗床なとに播種することも可能てあるが，発芽にかなり 

長い期問を要するのて，果実の巾の穐子を新めないように果皮の一部を切り 

取って播種すると容易に発芽する。 

宿 水

淡 水

表m…2 ヒルギダマソ種了の潅水別の発根および発芽率

種子の状態 1oul-1 171」ロ 23 LIH

上恥軸伸長
発 根
未 発 根

17・一口 23ー一日 32 u ロ

ー % -% -% 25 4%

86 4 98 3 89 862 7

13 6

1 7 10 2 11 9岡 敗 一′

上月公転1lf耳垢畳 - - 20 3

ノ」く 発 根 64 4 78 0 72 9 50 9
未 発 根 23 7 1 7 -- --汽 水 23 7 1 7未 発 根
腐 敗 119 20 3 27 128 8

7 4

海 水

上腿軸伸長
発 根
未 発 根

50 0 59 3 55 640 7

27 8

腐 敗 22 2 40 7 44 451 9

1音地はバーミキュライトで, 淡水は水道水, ん水は淡水 海水 =1 1 。発根とヒ
根のみの個体であり, 発根後に腐敗した個体は腐敗に, 発根後に朝碑-"か伸長し
体は上“種山伸長に区分した。

淡水は水道水, ん水は淡水 海水 =1 1 。発根とは発
発根後に朝碑-"か伸長した個

貝の。この果皮は簡単に腐敗するので,果皮かついた状態では子葉も腐敗してし

まう。したかって, 果皮かついたまま種子を保存することは好ましくない。

数百個, 時には数千個の種子を採種し,果皮を剥皮することは手間のかかる

作業であるが, 果皮を一つ一つ取り除く必要はない。採取してきた種子をバケ

ツなとの容器に入れ,充分な水 (水道水でも河川の水でもよい) を満たし-ー晩

放置する。そうしておくたけで大部分の果皮は白熱に剥皮する。劉皮した果皮

と種子をそのままハケツなどの容器に一緒に入れておくと, 了・葉か腐敗するの

で,制皮した果皮と種子は速やかに取り分けてしまうことが望ましい。種子の

成熟の似合いで, 一晩で果皮か測皮しなかった種子は, さらに一晩水に授けて

劉皮する。果皮か劉皮した種子は苗床かポソトに播種する。播種後の潅水には

海水は必要なく,種子の発根や上腿軸の伸長には淡水の方か良い傾向にある

(表皿~2)。

4) サキシマスォウノキの播種

サキシマスオウノキの種子は人型で, 果実の果皮は撒水性なので果実は水に

厚く。果実をそのまま苗床などに播種することも可能てあるか,発芽にかなり

長い期間を要するのて, 果実の中の種子を痛めないように果皮の一部を切り

取って播種すると容易に発芽する。
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2 植栽方法と植栽上の注意 

1） 散布体の直挿し造林 

ヒルキ科のオヒルギ， メヒルギ， フタハナヒルギ， オオバヒルギ， ャェヤマ 

ヒルキなとの大型の散布体は，種了ではなく実生苗と考えることを推奨する。 

したがって，原則的には苗畑での育苗を必要とせず，散布体を直接植栽場所に 

直挿しすることで植え付けか完了する。 

散布体採取後の取り扱いで最も庄意しなけれはいけないことは，採取したも 

のを日溜まりに放置することは避け，風通しのよい日陰に置いて散布体の日焼 

けを防止することである。特に胚軸の長さかim 近くになるオオバヒルギては 

胚軸上部が容易に日焼けの傷害を受けやすいので庄意したい。 

上壌が柔らかい場合には，散布体を痛めることなしにそのまま挿し付けるこ 

とかできる。少し堅い土壌の場合には案内棒を用いて挿し付けると作業かス 

ムーズである。 

案内棒での挿し付けにあたっては，用いる案内棒の直径か挿し付ける散布体 

の直径よりも若干細いことが望ましい。 また，直挿しした散布体か波などに 

よって流されない深さ，すなわち散布体の全長の下端1/4'--1/3 の深さの挿し 

つけて充分である。 

通常の場合には，挿し付け後の散布体に支柱を添える必要はないか，散布体 

の長さかlm に近いオオバヒルギを潮の流れの速い場所や，河川の流れに直接 

面した場所に直挿しする場合には支柱を添えることも考慮すべきである。支柱 

を用いると，支柱購入代金，散布休を支柱に固定するための労賃も必要になり， 

それだけ経費かかさむことになる。 

順調に生育するとヤエヤマヒルギでは2年目の後半あたりから， 遅くても3 

年目には支柱根か発達しはじめる。直挿して植林を実施したヤェヤマヒルギな 

どの林地で支柱根か出はじめているものを見つけたら，植栽後2年目後半かあ 

るいは3年目程度であることか推測できよう。 

2） 植栽にあたっての地盤高の選定 

沖縄県の西表島では，侮に直接面した場所，すなわち塩分農度か高く，地盤 

高の低い立地条件の場所には，マャプンキやヒルキダマシか優占し，その内陸 

側や河川に沿った場所てはヤェヤマヒルキか優占する。最も内陸側，すなわち 

地盤高の高い林分ではオヒルキか優占していることか多い。このことを模式的 

に描くと図III -4 のようになる。 

　　

2 植栽方法と植栽上の注意

1) 散布体の直挿し造林

ヒル キ科 の オ ヒルギ , メ ヒル ギ , フタハ ナ ヒル ギ , オ オバ ヒル ギ , ヤ エヤ マ

ヒルギなどの大型の散布体は, 種了ではなく実生苗と考えることを粗奨する。

したがって,原則的には苗畑での育苗を必要とせず,散布体を直接植栽場所に

直挿しすることで植えずけか完了する。

散布体採取後の取り扱いで最も注意しなければいけないことは,採取したも

のをu溜まりに放置することは避け, 風通しのよい榊陰に置いて散布体の日焼

けを防止することである。特に暦軸の長さか lm 近くになるオオバヒルギては

!座中-"上部が容易にu焼けの傷害を受けやすいので作意したい。

上域が柔らかい場合には,散布体を痛めることなしにそのまま挿し付けるこ

とかできる。少し堅い土壌の場合には案内枠を用いて挿し付けると作業かス

ムーズである。

案内棒での挿し付けにあたっては,用いる案内棒の直径か挿し付ける散布体

の直径よりも若干細いことが望ましい。また,直挿しした散布体か彼などに

よって流されない深さ, すなわち散布体の全長の下端 1/4~1/3 の深さの挿 し

つけて充分である。

通常の場合には,挿し付け後の散布体に支社を添える必要はないが,散布体

の長さか lm に近いオオバヒルギを潮の流れの速い場所や, 岡川の流れに直接

面した場所に直挿しする場合には支社を添えることも考慮すべきである。支社

を用いると,支柱購入代金,散布体を支社に固定するための労賃も必要になり,

それだけ経費かかさむことになる。

順調に生育するとヤエヤマヒルギでは 2年目の後半あたりから, 遅くても 3

仔目には支社根か発達しはじめる。直挿して植林を実施したヤエヤマヒルギな

どの林地で支社根が出はじめているものを見つけたら,植栽後 2年目後半かあ

るいは 3年目程度であることが推測できよう。

2) 植栽にあたっての地盤高の選定

沖縄県の西表島では,侮に直接面した場所,すなわち塩分濃度が高く,地盤

高の低い立地条件の場所には, マヤプンキやヒルギダマシか優占し, その内陸

側や河川に沿った場所てはヤエヤマヒルキか優占する。最も内陸側, すなわち

地盤高の高い林分ではオヒルキか優占していることか多い。このことを模式的

に描 くと図皿→4 のようになる。
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図皿-4 西表局をモデルに模式的に描いたマンクローブのすみわけ（出雲公三原図D 

一般にマンクローフ林を構成しているそれぞれの樹種にはり育適正地盤高や 

生育適正塩分濃度かあるか，その適正地盤高や塩分農度にはかなりの許容範囲 

かあるか詳しいことはわかっていない。 

植栽にあたっては植林予定地の地盤高と塩分濃度をあらかじめ調杏し，合わ 

せて周囲に生育している樹種と，その地盤高をメモしておくことが肝心てあ 

る。 また，潮汐表か人手可能であれは，必ずそれを入手しておくことをお奨め 

したい。潮汐は大潮と小潮の時てはかなりの差となるのて，調査当日か大潮で 

あるか，それとも小潮てあるか，また満潮時てあるか干潮時かなとをメモして 

おく必要かある。 

わか国てスギやヒノキ， ミズナラやコナラなどをその樹種に不適切な林地に 

植栽しても，植栽後にそれらの成長かおほつかないことはあっても，短期間に 

全部が枯死してしまうことない。しかし，マングローフの場合には，たとえば 

地盤高の低いところに， そこでは生育できない樹種を植栽すると， 100%枯死 

してしまうこともめずらしいことてはない。 

地盤高とそこに適した植栽樹種については，これまでテータか少なかった 

か， インドネシア，パリ島でのJICA マングローフプロシュクトて細かいデー 

タか得られている（図ill-5). 

図01-5 のバリ島のテータは貴重なテータてあり，実際の植栽にあたっては大 

いに参考となる。 しかしなから，実際に私たちか植林を行う場合には樹種構成 

か異なること，乾季と雨季て人きく塩分濃度か異なることなどから，予備的な 
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図皿…4 西表島をモデルに模式的に撮いたマンクローブのすみわけ (出雲公三原図)

一般にマンクローフ林を構成しているそれぞれの樹種には生育適正地盤高や

生育適正塩分濃度かあるか, その適正地盤高や塩分濃度にはかなりの許容範囲

があるか詳しいことはわかっていない。

植栽にあたっては植林予定地の地盤高と塩分濃度をあらかじめ調査し,合わ

せて周囲ーに生育 している樹種と, その地盤高をメモしておくことが肝心てあ

る。また, 潮汐表か人手口胸Eであれば, 必ずそれを入手しておくことをお奨め

したい。潮汐は八潮と小潮の…勝てはかなりの差となるのて, 調査当日か大潮て

あるか, それとも小潮てあるか, また満潮11寺てあるか干潮時かなどをメモして

おく必要かある。

わか国てスギやヒノキ, ミズナラやコナラなどをその樹種に不適切な林地に

植栽しても, 植栽後にそれらの成長かおほつかないことはあっても, 短期間に

全部が枯死 して しまうことない。 しか し, マングローフの場合には, たとえば

地盤高の低いところに, そこでは生育できない樹種を植栽すると,100% 枯死

してしまうこともめずらしいことてはない。

地盤高とそこに適 した植栽樹種については, これまでテータが少なかった

か , インドネシア, バ リ島での JICA マングローフプロジェク トて細かいデー

タか得 られている (図皿-5)。

図 m-5 のバ リ島のテータは貴重 なテータてあり,実際の植栽 にあたっては大

いに参考となる。しかしなから,実際に私たちか植林を行う場合には樹種構成

か異なること,乾季と雨季て人きく塩分濃度か異なることなどから,予備的な
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図11-5 バリ島ての樹種別の植栽に適した地盤局（Anwar ほか，1997 より改写引用） 

植栽試験を史施し，その結果を踏まえてから本格的な植栽を行いたいものであ 

る。 

3） 植栽にあたっての塩分農度 

図m---6-'ffl-l0 にポノト苗の塩分濃度と伸長量の試験の結果を図示したか， 

実際の植栽現場の塩分農度と成長の関係はわかっていない。その理由として 

は，満潮時と干潮時では塩分濃度に違いかあること，雨季と乾季でも塩分濃度 

に違いかあることなどから，との時期のとの状態の塩分農度をその林地を代表 

する塩分濃度として表示すべきかの基準かないからてある。 

したかって，塩分農度の測定にあたっては，満潮時か，干潮時か，雨季か乾 

季かなとの記録を忘れないことが肝要てある。また，一回の測定で塩分濃度を 

決定するのではなく，何度か測定し，塩分濃度の高い時期がいつであり，との 

くらいの期問それか続くのかも調べておくことか望ましい。筆者らの経験では 

20% (20%0）以下の塩分農度であれはほとんどの樹種の生育に支障かでること 

はなく,平均的な海水の塩分農度である3.5% (35‰〕前後以1二では,生育にか 

なりの支障かてる場合か少なくない。 

なお，アタゴ製作所なとの視度式の塩分計では溶存塩類の令量を測定してい 

るので，ナトリウムイオン電極などを用いた塩分農度計よりも若「高い値を示 

高潮位

tホウカンヒルギ

　　　
し,

低潮位 フタハナヒル

図m バリ島ての樹種別の植栽に適した地盤高 (Anwar ほか,1997 より故写引用)

植栽試験を丈施し, その結果を踏まえてから本格的な植栽を行いたいものであ

る 。

3) 植栽にあたっての塩分濃度

図頂-6~ 順-10にポソト帝の塩分濃度と伸長量の試験の結果を図示したが,

実際の植栽現場の塩分濃度と成長の関係はわかっていない。その理由として

は,満潮時と干潮時では塩分濃度に違いかあること,雨季と乾季でも塩分濃度

に違いかあることなどから, との時期のとの状態の塩分濃度をその林地を代表

する塩分濃度として表示すべきかの基準かないからてある。

したかって, 塩分濃度の棚定にあたっては, 満潮時か, 干潮時か, 雨季か乾

季かなどの記録を忘れないことが肝要てある。また,~ 回の測定で塩分濃度を

決定するのではなく, 何度か測定し, 塩分濃度の高い時期がいつであり, との

くらいの期間それか続くのかも調べておくことか望ましい。筆者らの経験では

20%(20% 。) 以下の塩分濃度であれはほとんどの樹種の 育に支障かでること

はなく,平均的な海水の塩分濃度である 35%(35% 。) 前後以 1:では,生育にか

なりの支障かてる場合か少なくない。

なお, アタゴ製作所なとの視度式の塩分計では旅存塩類の全量を測定してい

るので, ナトリウムイオン電極などを用いた塩分濃度計よりも若ーr高い値を示
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図111-6 ヒルギダマシポノト苗の塩分農度と伸長量の関係 

（国際協力事業団，1994 より改写引用） 
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図III -7 マャプンキポソト苗の塩分濃度と伸長量の関係 

（国際協力事業団，1994 より改写引用） 

すことに注意してもらいたい。 

4） ポット苗の育苗と苗畑 

苗畑を設置する必要かある場合には， 

置に苗畑の地盤高を合わせる必要かあり 

水が残ることのないようにすべきである 

残ると，その水か日中の強い日射によっ 

平均海水面よりも若干低い地盤高の位 

しかも干潮時に苗床に排水できない 

。中途半端に苗床に排水てきない水か 

て温められ，時には水盈か40℃近く， 
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図 ln-6 ヒルギダマシポ・ノト苗の塩分濃度と伸長量の関係
(国際協力事業団,1994 より故写引用)
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図 m-7 マヤプンキポソト苗の塩分濃度と伸長量の関係
(国際協フ」事業団,1994 より故写引用)

すことに注意してもらいたい。

4) ポット帝の育苗と苗畑

苗畑を設置する必要かある場合には,平均海水面よりも若干低い地盤高の位

置に苗畑の地盤高を合わせる必要があり, しかも干潮時に苗床に排水できない

水が残ることのないようにすべきである。中途半端に苗床に杉「水てきない水が

残ると,その水か日中の強い日射によって温められ,ーー寺には水温か 400C近く,
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図III -8 フタハナヒルギポノト苗の塩分農度と仲長量の関係 

（国際脇力事美団，1994 より改町引用） 
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図111-9 オオハヒルギポノト苗の塩分農度と伸長量の関係 

（国際協力事業団，1994 より改写引用） 

あるいはそれ以－十となり，根系に傷害かてる。したかって，取水口や排水「」の 

位置と高さの決定は，周囲の状況と苗床の地盤高とを勘案して，慎重に行うこ 

とか望ましい。 

また，苗畑でのポノト育苗ては原則的に被蔭は必要としないか，乾季て雨か 

降らす， 日中の気温か上昇し，干潮時には地温か高くなるような立地に設置し 

た苗畑では，25---30%智度の遮光をすると，必要以上に地温か高くなることや 
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図 lu-8 フタハナヒルギポノト品の塩分濃度と伸長量の関係

(国際協力事業団,1994 より改写引用)
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図 m-9 オオハヒルギポノト菌の塩分濃度と伸長量の関係

(国際協力事業団,1994 より改写引用)

あるいはそれ以 -←となり, 根系に傷害かてる。し.たが って, 取水 riや排水「iの

位置と高さの決定は,周回の状況と苗床の地盤高とを勘案して,慎重に行うこ

とが望ましい。

また, 苗畑でのポソト育苗ては原則的に被蔭は必要としないか, 乾季て雨か

降らす, 日rr1の気温か上昇し, 干潮時には地温か高くなるような立地に設置し

た苗丈[11では,25~30% 不ダ度の遮光をすると,必要以上に地偏か高くなることや
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図 -10 オヒルギポット苗の塩分濃度と伸長量の関係 

（国際協力事業団，1994 より改写引用） 

日焼けも防くことかてきる。なお，50%以上の強度の遮光を実施した場合に 

は，植栽前に被蔭を取り除き馴化後に山出しすることを推奨したい。 

ー般に用いられるポットは黒色のヒニール袋であり， 使用前に袋のート端1/3 

程度にパンチで穴（最低でも数個以上） を開けておく。穴を開けておくことに 

よって，満潮時に穴から水が入り，干潮時にそこから水か抜けることになる。 

樹種や育苗する苗木の入ききにもよるか， 幅か10- 15 cm, 長さか20'-25 cm 

の大きさのヒニール袋で充分てある。 

筆者らのこれまでの経験では，ポソトに人れる用土は砂でも,苗畑近くの士 

てもよく，特定の用十を選ぶ必要はない。苗畑近くの入手しやすい土壌を用い 

ることか経費を抑えることになるてあろう。 

5） その他現場での採種や植裁にあたっての注意 

同しアジアであってもタイとインドネシアではマングローブ林の樹種構成や 

土壌か異なり，花の時期や採種時期も違っている。しかも，値栽現場の塩分濃 

度や潮位も異なるのてあるから，すべての植栽場所に応用できる技術は今のと 

ころないのである。 

現地の状況に応して採種時期を決め，苗畑を作り，最適の時期にその樹種に 

あった造林地を選定して植栽しなけれはいけないてあろう。 

マンクローフの植林で最も気を付けたいのは，間違った樹種を林地に植えた 

場合には100％枯死してしまうことである。また, ヒルギ科の散布体か最も取 
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一般に用いられるポットは黒色のヒニール袋であり, 使用前に袋の下端 1/3

程度にパンチで穴 (最低でも数個以上) を開けておく。穴を開けておくことに

よって, 満潮時に穴から水が入り, 干潮時にそこから水か抜けることになる。

樹種や育苗する帝木の人きさにもよるか, 幅か 10~15cm, 長さか 20~25cm

の大きさのヒニ…ル袋で充分てある。
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5) その他現場での採種や植栽にあたっての注意

同しアジアであってもタイとインドネシアではマングローブ林の禍種構成や

土壌か異なり, 花の時期や採種時期も違っている。しかも, 植栽現場の塩分濃

度や潮位も異なるのてあるから, すべての柄栽場所に応用できる技術は今のと

ころないのである。

現地の状況に応して採種時期を決め, 苗畑を作り,最適の時期にその樹種に

あった造林地を選定して植栽しなけれはいけないてあろう。

マンクローフの植林で最も気を付けたいのは, 間違った樹種を林地に植えた

場合には 100% 枯死してしまうことである。また, ヒルギ科の散布体か最も取
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り扱い易いので，ヒルキ科のオオハヒルギ，ャェヤマヒルギ，フタノgナヒルキ， 

オヒルギなとだけを植栽し，単一－樹種の造林地を作りかちである。単 樹種の 

植栽地ではカイカラムシか発生したり，フジッポの類やカニの食害で造林地全 

体か大きな被害を受けることもある。 

これから植林しようと思っている造林地の周辺にわずかでもマングローフ林 

か残っていたら，その残っている林分の種構成や，地盤高の違いか樹種構成に 

違いを与えていないかなどを庄意深く観察する必要かあろう。見た目に似か 

よっているからといって大面積で単一樹種の単純林を人工的に作り上けてし 

まってはいけないのてある。 

その場所に応じた樹挿をその場所に応じた方広で植栽することを常に心かlナ 

ながら，マングローブ林の再生に協力したいものてある。 

　　

り扱い易いので, ヒルキ料のオオバ ヒルギ, ヤエヤマ ヒルギ , フタバナ ヒルキ ,

オヒルギなどだけを植栽し, 単一樹種の造林地を作りかちである。単一樹種の

植栽地ではカイカラムシか発生したり, フジツボの類やカニの食害で造林地全

体か大きな被害を受けることもある。

これから植林しようと思っている造林地の周辺にわずかでもマングローフ林

か残っていたら, その残っている林分の種構成や, 地盤高の違いか樹種構成に

違いを与えていないかなどを作意深く観察する必要かあろう。見た目に似か

よっているからといって大面積で申一樹種の単純林を人工的に作り上げてし

まってはいけないのてある。

その場所に応じた樹種をその場所に応じた方広で植栽することを常に心かけ

なが ら, マ ングローブ林の再生 に協力 したいものてある。
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~‘ 研究の動向と関連機関 

I 世界の保全研究動向 

国連関連機関かマンクローフの研究等の活動に積極的に取り組みをはしめた 

のは1970 q 代後半からであった。その活動は幾たひか延長され， 最終的には 

1990年代初めまで継続された。その巾核は国連開発引画（UNDP）と国連教育 

科学文化機関（UNESCO) であり，実施されていた主な事業とはーアシア・太 

平洋地域でのマンクローブ生態系に関する研究・研修プロクラム（Research 

and Training Pilot Programme on Mangrove Ecosystems in Asia and the 

Pacific刀 と 「アジア‘人平洋地域でのマングローブに関する研究とそれのマ 

ングローフ管理への応用（Project 一Research and its Application to the 

Management of the Mangroves of Asia and the Pacific)」であった。それら 

の事業と並行して1980年代からはアフリカ地域でもUNESCO なとか巾心と 

なりマングローブを含めてCOMARAF (Coastal Marine Science Pro 

gramme in Africa アフリカ地域における沿岸晦洋科学討画）か推進された。 

世界て最大の自然保護団体のーつである国際自然保護連合(IUCN $ Inter 

national Union for Conservation of Nature and Natural Resources)も 1980 

ii代からマングローブ生態系に着目し，1983 IJ にはUNEP (United Nations 

Environment Piogramme 国連環境引画）及ひWWF (the World Wildlife 

Fund 世界野生生物基金）と協力して，世界のマンクローフの分布とその利用 

をまとめたGlobal Status of Mangrove Ecosystems（マンクローブ生態系の 

~日界の状況）を出版するなどの店動をはしめた（IUCN 1983)。この岡際白然保 

護連合の報告は世界のマンクローフの現存面積をまとめ上けた最切の資料で 

あったのて，国際マングローブ生態系協会（ISME International Society for 

Mangi ove Ecosystems）か1997年にWorld Mangrove Atlas（川界のマンク 

ローフ図版）を囲坂」るまて, この資料か引用されることか多かった。 

話は前後するか，前述のアシア・太平洋地域でのUNDP/UNESCO マンク 

ローフに関する事業の推進役はUNESCO の土席技術顧問のマルタ・ウァン 

ヌッチ（Mai ta Vannucci)博上とUNESCO 侮I羊部門部長のマーク・スティア 

ルト（Marc Steyaert)博上てあった。一つの事業の中でも1983年から1990 年 

まで実施された「アンア・太平洋地域てのマンクローブに関する研究とそれの 

マンクローブ管即への応用」は多くの成果を挙け，特にアシア・太平洋地域15 
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IV. 研究の動向と関連機関
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科学文化機関 (UNESCO) であり,実施されていた主な事業とは「アシア・太

平洋地域でのマ ンクローブ生態系 に関する研究 .研修 プロクラム (Research
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Pac・nc)」 と 「アジア ・人平岸地域でのマ ングローブに関する研究 とそれのマ
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な りマ ング ロー ブを含 めて COMARAF (CoastaI Mar ・ne sc・cnce pro ‐

grammc ltをAfr・ca アフリカ地域における沿岸毎係科学言自由i)か推進された。

世界て最大の自然保護団体の一つである国際自然保護連合 (IUCN. 工nter
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Envlronmentp ・ogramme 国連環境計画 ) 及ひ WWF(the World WI1dl・fc

Fund, 世界野生生物基金) と協力して,1"界のマンクローフの分布とその利用

を ま とめ た G1obaI Status of Mangrovc Ecosystelns( マ ンク ロー ブ生 態 系 の

IH界の状況)を出版するなどの活動をはしめた (IUCN I983)。この国際ロ然保

護連合の報告は世界のマンクローフの現在面積をまとめ上げた最初の資料で

あったのて , 国際マ ングローブ生態系協公 (ISME 1nternauonal soclety for

Manglove Eeosystems) か 1997 年 に WorldMangroveAtlas( 世界 の マ ンク

ローフ図版) を出版するまて, この資料か引用されることか多かった。

話は前後するか, 前述のアシア・太平洋地域での UNDP/UNESCO マンク

ローフに関する事業の推進役は UNESCO の土席技術顧問のマルタ・ウァン

ヌッチ (Malta Vannuccl) 博上 と UNESCO 侮作部門部長のマーク ・スティア

ル ト (Marc Steyaert) 博上てあった。」っの事業の中でも 1983 年か ら 1990 年

まで実施された 「アンア・太平洋地域てのマンクローブに関する研究とそれの

マンクローブ轡坪への応用」は多くの成果を挙げ,特にアシア・太平洋地域 15
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カ国以上の国々に国内マンクローブ委員会（National Mangrove Committee 

NATMANCOM ) を設置し，アシア・太平I羊地域委員（RMCC Regional 

Mangrove Coordinating Committee）の設立を促した。 

1600 年'-'1975自までの也界のマンクローブに関する研究は，B Rollet か編 

集し，UNESC0 か 1981年に出版したBibliography on Mangrove Research 

にまとめられている（Rollet ed 1981)。 この木に収録されたマンクローフに関 

する印刷物は5,658 件に達し,そのうち英語で出版されたものか全体の60％を 

占め，日本語で出版されたものは55 件しか収録されなかった。 

1975 年以降のものは，現在国際マングローブ生態系協会か外務省と国際熱帯 

木材機関（ITTO 一International Tropical Timber Oi ganization）から事業委 

託を受けテータベース（GLOMIS Global Mangrove Database and Informa 

tion System）の構築作業にとりかかっており，2, 3年以内にそれか利用可能 

となろう。 

国別にみると，マンクローフに関して積極的に研究を行っている国の― ・つが 

オーストラリアである。オーストラリアのマンクローフについては国立海洋研 

究所（AIMS Australian Institute of Marine Sciences)か中心となり， 

Mangrove Ecosystems in Australiaを出版し（Clough ed 1982)，さらに同研 

究所の研究者か中心となりTropical Mangrove Ecosystems か出版されてい 

る(Robertson and Alongi ed 1992k, 

アシアの中で積極的にマンクローブに取り組んでいるのはタイ，マレーシ 

ア，イント，イントネシア，ベトナムなとであるか， タイではカセサート人学 

のサニyト（Sanit Aksornkoae）教授，王室林野局(Royal Forest Depart 

men t）のシソト（Jitt lcongsangchai)博」，マレーシアてはFRIM (Forest 

Research Institute of Malaysia）のチャン（HT Chan）博土，ヘトナムては 

国立ベトナム大学（Vietnam National University）のホン（FN Hong）教授 

やトアン（N'I S Tuan）博土なとか，イントでは海洋研究所のウンタワレ（AG 

Untawale) 噂」なとか巾心となり，イントネンアては林業総局，国立海洋研究 

所やホコール農科人学，ガシャマダ人学などて研究や実践活動か行われてい 

る。また,ハンクラテシュてはンティキ（N A . Siddiqi)陣Iなとも積極的に種 

子の採取や苗畑造成に取り組んでいる。リI国ては厘門人学の林鵬教授か中心と 

なり，マングローブの研究を推進し，台湾ては黄教授や生態系研究中心か保全 

と植林に取り組みはじめている。 
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カ国以 上の国々に国内マ ンクローブ委員会 (NatlonaI Mangrove Commlttcc.

NATMANCOM) を設置 し, アシア・大半作地域委員 (RMCC Reg・onaI

MangroveCoordlnat ・ngCommILLee) の設 立 を促 した。

1600年 ~1975 4テーまでの世界のマンクローブに関す る研究は,BRolleL か編

集 し,UNESCO が 1981 年に出版 した B1bllography onMangrove Res earch

にまとめ られている (RolleLed l981)。この木 に収録 されたマ ンクローフに関

する鴎刷物は 5,658件に達し, そのうち英語で出版されたものか全体の 60% を

占め, 日本語で出版されたものは 55件しか収録されなかった。

1975年以降のものは,現在国際マングローブ生態系協会か外務省と国際熱帯
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託 を受 け テ ー 夕べ ス (GLOMIS GiobaI Mangrove Databaseandlnform&

ぬon System) の構築作業にとりかかっており,2,3 年以内にそれが利用可能

となろう。

国別にみると, マンクローフに関 して積極的に研究を行 っている国の ・つか

オース トラ リアである。 オース トラリアのマ ンクローフについては国立海岸研

究所 (AIMS Austrailan lnstltute of Mar ・ne sclence も) が中心 とな り,

Mangrove Ecosystems in Austraila を出版 し (C1oughed l982), さらに厨川「

究所の研究者か中心 となり TroplcaI Mangrove EcosysLelns か出版 されてい

る (RoberLson and A1ong ・ed l992) 。

アシアの中で積極的にマ ンクロ…ブに取 り組んでいるのはタイ, マ レー シ

ア, イ ント, イン トネシア, ベ トナムなとであるか, タイではカセサー ト入学

の サ ニ ソト (Sanlt Aksornkoae) 教 授 , 王室 林 野局 (Royal1 orest Depart ‐

ment) の シ ソト (JItt Kongsangchal) 博 J▲, マ レー シアて は FRIM(ForesL

Researoh 工nst・tutcofMalaysla) の チ ャ ン (HT Chan) 博 -L ヘ トナ ムて は

国立ベ トナム大学 (V1etnam NatlonaI University) のボン (P N Hong ) 教授

やトアン (MS Tuan)↑ぞ;:Lなとか,イントでは侮洋研究所のウンタワレ (AG.

Untawaie) 博」▲なとか中心となり,イントネソアては林業総局,国立海洋研究

所やホコール農科入学, ガシャマダ人学などて研究や実践活動か行われてい

る。また, バ ンクラテシュてはンティキ (NA.S1ddiqi) 陣 ←なとも積極的に種

子の採取や苗丈fr!造成に取り組んでいる。中国ては贋門人学の林隅教授か中心と

なり, マングローブの研究を推進し, 台脅ては黄教授や生態系研究中心か保全

と植林に取り組みはじめている。
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巾南米ではメキシコのアレハントロ（Alejandro Yanez-Arancibia) 教授か 

巾心となり，メキシコ湾岸のマングローブ生態系，冷岸海洋生態系に関する詳 

しい調杏か行われ，ブラジルてはラセルダ（L Lacerda）教授を巾心に多くの 

研究者か研究に取り組んている。 

アフリカではセネカルのティオップ（E.S Diop）教授，タンサニアのセメシ 

(A Semesi)博L，カーナのゴートン（C Gordon)博土なとを挙げることかで 

きるか，特にディオ1プ教授は前述のCOMARAF の中心的な役割を果たして 

いた人物なのて，アフリカ地域のマンクローフに関して情報を得ようとするな 

らば，彼に連絡するとよいであろう。 

アメリカ合衆国ではスネデ力ー（S. Snedaker) 教授，ルゴ（A. Lugo）博士， 

キェフ（13 Kjerfve）教授，それにthe Botany of Mangroves の著者であるト 

ムリンソン （P B Tomhnson）教授なとを挙けることかできるカ、 農務省 

(USDA United States Department of Agriculture)の Forest Service t は 

パラオ，ポナぺをはじめとする委任統冶をしていた太平洋島嶼諸国を対象とし 

てマングローブを含む植4図の作成，現存量の調査などを実施している。その 

メンパーの一人であったデホア（N Devoe）博士は現在ニュージーランドのカ 

ンタベリー大学に赴任している。 

人平洋の島嶼諸国の巾てはフィシーがマンクローフに関する巨巾勾委員会を組 

織し盾動的にマングローブの調杏を行い，伐採方広に関する規則を設定するな 

ど保全に取り組んでいる。また，現在オーストラリアに在住しているフィジー 

の出身のラル（P La!)博j:t' 1990 年に執筆した「マングローフ生態系の社会 

経済的な研究(Ecologicat Economic Analysis of Mangrove Conservation 

a Case Study from Fiji)」は，生態系を経済学的に評価するのには参考になる 

報告書であろう。なお，太平洋の島嶼諸国では，地球環境資金制度（GEF 

Globa! Environment Fund）を利用した南人平洋地域環境計画（South 

Pacific Regional Environment Programme）によってマンクローフを含む沿 

岸生態系の保全か措進されている。 

国際自然保護連合は幾つかの国のマンクローフの状況与についても出版物を 

印刷しており，特に1993年のMangroves in Vietnam ではベトナム戦争かマ 

ンクローブに及ほした影響とマングローブの現状か報告されている。その後国 

立ハノイ大学の大然資源及ひ環境研究センター(CRES 一 Center for Natuial 

Resources and Environment Studies）と，わカ」月のNGO のーつであるマソ 
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研究者か研究に取り組んている。

アフリカではセネカルのテ ィオップ (E.S DIOP) 教授 , タンサニアのセメシ

(A semesl) 博 1:,カーナのゴー トン (C Gordon)1 専L なとを挙げることかで

きるか, 特にディオソプ教授は前述の COMARAF の1h心的な役割を果たして

いた人物なのて, アフリカ地域のマングローフに関して情報を得ようとするな

らば, 彼に連絡するとよいであろう。

アメ リカ合衆国ではスネデカー (S.Snedaker) 教授 , ルゴ (ハ.Lug 博士 ,

キェフ (B Kier【ve) 教授 , それに the BotanyofMangroves の著者である ト

ムリンソン (P B T0ml工nson) 教授などを挙げることかできるか, 農務省

(USDA Un1ted statcs Departmcnt of Agr・culture) の Forest servlcc て は

パラオ, ポナペをはじめとする委任統冶をしていた太平洋島嬢諸国を対象とし

てマングローブを含む植生図の作成, 現存量の調査などを実施している。その

メンバーの一人であったデホア (N pevoe) 博士 は現在ニュージーランドのカ

ンタベ リー大学に赴任 している。

人平岸の島峡諸国の中てはフィシ がマンクローフに関する「1;1ー委員会を組

織し活動的にマングローブの調査を行い, 伐採方法に関する規則を設定するな

ど保全 に取 り組んでいる。 また, 現在オース トラリアに在住 しているフィジー

の出身のラル (P Lal)1専 1;か 1990年に執筆した「マングローフ生態系の社会

経 済 的 な {研究 (EcologlcaL Economic Analysls of Mangrove Conservation-

a Case Study from FIII)」は, 生態系を縦店学的に評価するのには参考になる

報告書であろう。なお,太平洋の島峡諸国では,地球環境資金制度 (GEF

G1obaI Env・ronment Fund) を利 用 した南人 平 洋地域環 境 計 画 (South

Paclnc Reg ・onaIEnv ・ronmentProgramme) に よ って マ ンクロー フを含 む沿

岸生態系の保全か指進されている。

国際白然保護連合は幾つかの国のマングローフの状況等についても出版物を

印刷 してお り, 特 に i993 年の Mangrove もln V1ctnam ではベ トナム戦争かマ

ンクローブに及ほした影響とマングローブの現状か報告されている。その後国

立ハ ノイ大学の人然資源及ひ環境研究センター (CRES ・Center for NatulaI

Resources and Envlronmentstudles) と , わか 1司の NGO の一 つ で あ るマ ン
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クローブ植林行動引画（ACTMANG Action for Mangrove Reforestation) 

は，ほほ毎年セミナーを開催して報告書を印刷し，ベトナム国内のマンクロー 

ブに関する盾動や研究動向か明らかにされている。 

UNESC0 は 1990年にアジア・人平洋地域でのマンクローフプロシェク ト 

か終了して以降，大型のプロジェクトの形式ではマンクローブに関する事業か 

展開できていないか，気候変動かマンクローフ生態系に及ほす影響をモニタリ 

ンクするための事前調査や，国際マンクローブ生態系協会なとと協力して報告 

書を印刷している。 

また，世界銀行（W BA）やアシア開発銀行（ADB)，それにWetland Inter 

natrona」 もマンクローフの植林等に積極的に動いており，パキスタンやインド 

ネシア， タイでの植林事業や調斉活動等に資金を提供している。 

国連食糧農業機関（FA0） もマングロ～ブに関する調査や専門家の派遣を行 

うほか，1994月にはMangrove Forest Management Guidelinesを出版した。 

近年は多くの機関かマングローブについて積極的に取り組みはじめ1993年 

6月には太平洋学術会議が沖縄での中間会議にマンクローブセノションを企画 

し， 同年9月には香港科学技術大学か主催してAsia-Pacific Symposium on 

Mangrove Ecosystemsか開催された。1996 年にはタイで開催された“Tropi-

cal Forestry in 21st Century'’でもマンクローブセッションか開催されるな 

と， これまで以－Lにマンクローブに関する会議等の機会か多くなっている。 

これまでマングローブの植林にはまったく関係ない機関であった赤ト字も地 

域住民の生活の向上等と結び付け，テンマーク赤十字が1994'--lOgG年の3年 

間にペトナムで2,000 ha のマンクローフ植林の援助計画を立て，日本赤~字も 

ヘトナムで植林事業をはじめたようである。ヘトナムでは1989'-1992年の4 

年間にわたりイギリスのSave the Childien Fundが282 6 ha のマンクローフ 

の植林を援助し，同じくィギリスのOx翔m も130 ha のマンクローブ植林を引 

画するなど地域住民の生活の向上，雇用機会の確保などの観点から援助か行わ 

れた。 

国際熱帯木材機関は，わか国の外務省はじめ関係諸官庁や多くの国々と協力 

し，マンクローフに関するプロジェクトに資金を提供しており， 日本マンク 

ローフ、協会（JAM 旧日本国際マンクローフ協会）や，国際マンクローフ生態 

系協会かアシア・太平洋地域， タイなどでプロシェクトを実施したり， Jour-

ney amongst Mangroves, Restoration of Mangiove Ecosystems, World 

　　

クローブ植林行動言1面 (ACTMANG Act1on for Mangrove Rcforestat・on)

は, ほは毎年セ ミナーを開催 して報告説を FI堀 =し, ベ トナム国 - のマ ンクロー

ブに関する/舌動や研究動向か明らかにされている。

UNESCO は 1990 年 にアジア ・人平岸地域 でのマ ンクローフプロシェク ト

か終了して以降, 大型のプロジェクトの形式ではマンクローブに関する事業か

展開できていないか, 気候変動がマンクローフ生態系に及ほす影響をモニタリ

ンクするための事前調査や, 国際マンクローブ生態系協会なとと協力して報告

書を〔ロ刷 している。

また, 世界銀行 (WBA) やアシア開発銀行 (人DB), それに Wetland lnter

national もマンクローフの植林等に積極的に動 いてお り, パキスタンやインド

ネシア, タイでの植林事業や調合活動等に資金を提供している。

国連食糧農業機関 (1AO) もマングローブに関する調査や専門家の派遣を行

うほか ,1994 年 に は Mangrove Forest Management Guidellnes を出版 した。

近年は多くの機関がマングローブについて積極的に取り組みはじめ 1993年

6月には太平伴学術公議が沖縄でのヰー間会議にマンクローブセソションを企画

し, 同年 9月には香港科学技術大学か主催 して Asia-Paci6cSymposium on

Mangrove Ecosystems か開催 された。 1996 年にはタイで開催 された "Tropl‐

cai Forestry in 21st Ccntur プ で もマ ンク ロー ブセ ッシ ョ ンか開催 され るな

と, これまで以上にマンクローブに関する会議等の機会か多くなっている。

これまでマングローブの植林にはまったく関係ない機関であった赤 f-字も地

域住民の生活の向上寺と結び付け, テンマーク赤十字が 1994~1996 年の 3年

間にベ トナムで 2,ooo ha のマンクローフ植林の援助計画を立て ,] 本赤‐1▲半 も

ヘ トナムで植林 事業をは じめたようである。ヘ トナムてはヱ989~ ヱ992年 の 4

年間にわた りイギ リスの Save thc Child・en Fund が 2826ha のマンクローフ

の植林を援助し, 同じくイギリスの oxfam も 130ha のマンクロ ブ植林を言1

ー画するなど地域住民の生活の向上,雇用機会の確保などの観点から援助か行わ

れた。

国際熱帯木材機関は, わか国の外務省はじめ関係言者白庁や多くの国々と協力

し, マ ンクローフに関す るプロジェク トに資金 を提供 してお り, 日本マ ンク

ローブ協会 (JAM 旧日本国 1祭マンクローフ協会 ) や , 医ー際マ ンクローフ生態

系協会かアシア ・太平洋地域 , タイなどでプロシェク トを実施 したり,Jour

ney amongst Mailgroves,Restordtioll of Manglove Ecosystems,VVorld
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Mangrove AUasを印刷するための事業資金を拠出した。東京に木部のある国 

連人学でも，早くからマンクローブの重要性を認識し，1986年にMan in the 

Mangroves を出版した。 

2． わが国の研究動向 

1I市勾でのマンクローフ研究は， これまで東京農集大学の杉一郎東京大学名誉 

教授，中村武久・桧垣宮都教授，愛媛大学の荻野和彦教授（現滋賀県立人学教 

授），琉球大学では幽府田佳弘琉球大学名誉教授，池原貞雄琉球大学名誉教授， 

諸喜田茂充教授，池原規勝教授，中須賀常冊助教授，馬場繁幸助教授なとを中 

心として行われることか多かった。 

杉一郎東京大学名誉教授を中心とする研究グループは国内はかりかタイを巾 

心に組織的な研究を彳」い，会員200 人以トを有する日本マングローブ学会を組 

織した（現在は日本マンクローブ協会の学術部会となっている）。 

荻野和彦教授を中心とする研究グループは主に生態学的な方面からの研究に 

重点を置き，インドネシア，タイ,オーストラリアなとで調査・研究を行った。 

國府田佳弘琉球大学名誉教授を中心とする沖縄の研究グループはマンクロー 

ブの生態系の解明や利用について研究を行い，東北学院人学の宮城豊彦教授を 

中心とするグループは地形や地質とマンクローブの形成過程，現在は地球環境 

問題のーつてある海面ト昇かマングロ-7に与える影響（マンクローフ林の有 

機物蓄積過程と毎水準変動）に関する研究に着手している。 

磁賀県立大学の久馬一剛教授（京都大学名誉教授）はマンクローブの土壌に 

ついて研究し，京都人学の山田勇教授は久馬教授らと共同で東南アジアの低湿 

地について1986年にその総説を出版した。 

東北大学の西平守孝教授はマングローフ林の底井生物等についてタイとJし同 

U「究を行っており，九州大学理学部の山崎常石教授はDNA を用いたマソク’ 

ローフの遺伝解析，お茶の水女子大学の芦原土日教授は生理学的な研究，琉球大 

学の川満万信博I は光合成に関する研究を行っている。また，琉球大学の馬場 

研究室でもDNA を用いた遺伝解析， アィソサイムによる集団解析，組織培養 

に関する研究に取り組んでおり，東京大学先端技術研究センター軽部研究室で 

も組織培養や生理盾性等についての研究をはしめている。京都人学の西村和餓 

講師は組織培養や生理に関する研究を，琉球大学の佐藤一紘助教授とそのク 

ループはマンクローフの修景的利用などに取り組んでいる。 また横浜国立大学 
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Mangrove Atlasを印刷するための事業資金を拠出した。東京に本部のある国

連大学で も, 早 くか らマ ンクローブの重要奉f-を認識 し,1986 年 に Man ・n the

Mangroves を出版 した。

2. わが国の研究動向

国内でのマンクローフ研究は, これまで東京農業大学の杉一郎東京大学名誉

教授, 中村武久・桧垣宮都教授,愛媛大学の荻野和彦教授 (現滋賀県▽入学教

授),琉球大学では国府田佳払琉球大学名誉教授,池原貞雄琉球入学名誉教授、

諸喜榊茂充教授,池原現勝教授,中須賀常雄助教授,馬場繁幸助教授なとを1rl

心として行われることか多かった。

杉」郎東京大学名誉教授を中心とする研究グループは国内ばかりかタイを中

心に組織的な研究を;iい, 会員 200人以 を有する日本マングローブ学会を組

織した (現在は日本マングローブ協会の掌術部会となっている)。

荻野不「1彦教授を中心とする研究グループは主に生態学的な方面からの研究に

重点を置 き, イ ンドネシア, タイ, オース トラリアなとで調査 ・研究を行 った。

国府田侍弘琉球大学名誉教授をLfi心とする沖縄の研究グループはマンクロー

ブの生態系の解明や利用について研究を行い,東北学院人学の宮城豊彦教授を

中心とするグループは地形や地質とマンクローブの形成過程, 現在は地球環境

問題の一ってある海面 ←昇かマングローフに与える影響 (マンクローフ林の同

機物蓄積過程と侮水準変動) に関する研究に着手している。

慶賀県立大学の久馬-剛教授 (京都大学名誉教授) はマンクロ ブの土壌に

ついて研究し,京都人学の山田兎教授は久馬教授らと共同で東南アジアの低湿

地について 1986年にその総説を出版した。

東北大学の西半守考教授はマングローフ林の底牛生物寺についてタイと只同

研究を行っており, 九州大学理学部の山崎常御教授は DNA を用いたマング

ローフの遺伝解析, お茶の水女子大学の芦原網教授は生理学的な研究,琉球大

学のiH蔵方信博十は光合成に関する研究を行っている。また,琉球大学の馬場

研究室でもDNA を用いた遺伝解析, アイソサイムによる集団解析, 組織培養

に関する研究に取り組んでおり,東京大学先端技術研究センター軽部研究室で

も組織培養や生理活性等についての研究をはじめている。京都フ＼学の西村和雄

講師は組織培養や生理に関する研究を,琉球大学の仏藤一級助教授とそのク

ループはマンクローフの修景的利用などに取り組んでいる。また横浜国立.大学
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の宮脇研究室では植物社会学的研究を推進していたことは特筆すべきことてあ 

ろう。 

近年は東京電力，関酉電力，建設省港湾研究所，国土地理院なども海面上昇 

がマングローブ牛態系に及ぼす影響等の観点から多くの研究に取り組んでい 

る。なお，農林水産省森林総合研究所，国際農林水産業研究センター，林野庁 

は熱帯林や汽水域の研究プロジェクトとして国際協力事業団と共同で，あるい 

は独自にタイ，インドネシア，マレーシアで研究事業・実証調査・開発調杏な 

とを行っているC その中て特に］l』察協力事業団か1992年12月から事業を聞始 

したーインドネンア国マングローブ林資源保个開発現地実証調杏」では，採種 

時期，採種方法，樹種別の植栽方出などこれまで得られていない貴重な成果か 

得られている。 

3. NGO の活動 

向後元彦を中心とするクループは株式会社「砂漠に緑を」を組織し，アラビ 

ア湾岸を巾心にマンクローフの造林盾動を行ったか，これかわが国の組織的な 

マンクローフ植林盾動のはじめであろう。 

困内NGO（非政府組織）としては日本マングローフ協会と，沖縄に事務所の 

ある沖縄lI引際マンクローブ協会が1989年に設立された。その翌年， 1990司に 

それらーつの協会の支援を受けて国際NG0 である国際マングローブ生態系協 

会の本部か沖縄に設置された（1998年12月未現在，世界74 カ国・地域から 

720 人の会員がおり，マングローブに関しては世界で最も人きなNG0であ 

る）。この国際マンクローブ生態系協会では地球環境基金からの資金助成で日 

本語，英語，ヘトナム語， タイ語，マレー語， フランス語の啓蒙用力ラースラ 

イ トや英語版のビデオプロクラムを製作・配布したり，国際ポランティア貯 

金・外務省国際協力関係民間公益団体補助金によってパキスタン・インダス河 

口で2,000 ha近いマンクローブの植林や苗畑造成を行った。 また，西アフリカ 

のセネガルでも（社）国士緑化推進機構の緑の募金でマンクローブの苗畑の造成 

事業なども行うほか， 現在は国際熱帯木材機関 (International Tropical 

Timber Organization ITTO） の資金援助で世界のマングローブデータべ、ー 

スを作りはじめている。 

国内には林業関係の多くの団体があるか，特に（財）国際緑化推進センターや 

海外林業コンサルタンツ協会は, これまでにマングローフ生態系に関連する事 
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の宮脇研究室では植物社会学的研究を推進していたことは特筆すべきことてあ

ろう。

近年は東京電力,関西電力,建設省港湾研究所,国土地理院なども海面上昇

がマングローブ4;態系に及ぼす影響等の観点から多くの研究に取り組んでい

る。なお,農林水産省森林総合研究所,国際農林水産業研究センター,林野庁

は熱帯林や汽水域の研究プロジェクトとして国際協力事業団と共同で, あるい

は独 ロにタイ, インドネシア, マ レーシアで研究事業 ・実証調査 ・開発試合な

とを行っている。その中て特に11コ際協力事業団か 1992年 12月から事業を開始

した「インドネソア国マングローブ林資源保全開発現地実証調査」では, 採種

時期,採種方法,樹種別の植栽方法などこれまで得られていない貴重な成果が

得られている。

3. NCO の活動

向後元彦を中心とするクループは株式会社「砂僕に緑を」を組織し, アラビ

ア湾岸を中心にマンクローフの造林活動を行ったが, これかわが国の組織的な

マングローフ植林活動のはじめであろう。

国内 NG0( 非政府組織) としては日本マングローフ協会と,沖縄に事務所の

ある沖縄国際マンクローブ協会が 1989什に設立された。その翌年,1990 年に

それら一つの協会の支援を受けて国際 NGO である国際マングローブ生態系協

会の本部か沖縄に設置された (1998年 12月末現在, 胆界 74ヵ国・地域から

720人の会員がおり, マングロ プに関しては世界で最 も人きな NGO であ

る)。この国際マングローブ生態系協会では地球環境基金からの資金助成で日

本語 , 英語 , ヘ トナム語 , タイ語 , マ レー語 , フランス語 の啓蒙用カラースラ

イトや英語版のビデオプロクラムを製作 ・配布したり, 国際ボランティア貯

金・外務省国際協力関係民間公益団体補助金によってパキスタン・インダス河

口で 2,0oo ha 近いマ ングローブの植林や帝畑造成を行 った。 また, 西 アフ リカ

のセネガルでも(社)国土緑化推進機構の緑の募金でマングローブの苗畑の造成

事業なども行 うほか , 現在は国際熱帯木材機関 (lntcrnationaI Trop・caI

T1mbcr organ ・zation ITTO) の資金 援 助 で世 界 の マ ング ロー ブデ ー タベ ー

スを作りはじめている。

国内には林業関係の多くの団体があるが,特に(財)国際緑化推進センターや

海外林業コンサルタンツ協会は, これまでにマングローフ生態系に関連する事
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業や調合に積極的に資金援助を行ってきている。環境事業団もマングローブ保 

全のためにヘトナムをはしめとするわか国NGO の海外での植林・啓蒙盾動に 

支援し，郵政省国際ポランティア貯金もその寄付を積極的にマングローブの植 

林活動に援助している。また，（財）緑の地球防衛基金は日本リサイクルセン 

ター並びにタイエーファイナンスと協力し，エコカートの売り上げを国際マン 

クローブ生態系協会に援助している。また，マンクローフ植林行動引画はペト 

ナム，エクアトルをはじめとする国々で積極的に植林活動・調斉活動を展開し 

ている。日木マングローフ協会，ォイスカ， 日本財団，マングローブいふきの 

会なともホランティアを組織しインドネシア， タイなど多くの国々でマンク 

ローブの植林活動を行っている。なお，沖縄在住の歌手である喜納昌吉は世界 

のマングローフを保全するためにタイトルかセーブサマングローブ（Save the 

Mangrove) の歌を作ったり，1998年にはマングローブ植林行動計画とともに 

ベトナムでマンクローフ保全のためのコンサートを行ったりしている。 

現在ては国内の多くのNGO がマンクローブ植林に取り組んており， その活 

動状況を正確につかむことは容易てなくなってしまった。しかしなから,多く 

の方々かマングローフ林の再牛に協力し，緑豊かなマングローブ林，熱帯沿岸 

地域の「命のゆりかこ」であるマングローブ林を守り育てようとしていること 

は大変喜はしいことである。 

毎年多くの口本人か海外に出かけマンクローフの植林活動を行っているか, 

それらの植林活動かよりスムースに行われ，実り多き成果か得られることを祈 

るとともに，本書か，それらの盾動に少しでもお役に立つことかできると誠に 

幸いである。 
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V. 熱帯アジアの主要なマングローブ 

ーインドネシアを中心とした 

マングローブの見分け方とその特性ー 
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L 特徴，用語と配列 

本章は，JICA（国際協力事業団）がインドネシア国のパリ・ロンボク島で実 

施している「マングローブ林資源保全聞発実証調査」で出版したHandbook of 

Mangroves in Indonesia - Bali and Lombokを基本として編集し直したもの 

である。したかって，収録した植物は主としてパリ・ロンボク島に見られるマ 

ングローブが中心となっているか,木本のみならず草本も収録し，一部本書の 

ために新たに加えた植物もある。 

本章では，現場で簡単に植物を同定することを目的としたので，検索表，写 

真，図を中心とした編集になっている。 

使用した用語，各樹種の記述は，植物分類学の方法に従っているか，一部便 

宜的な項目区分を用いた。 

熱帯・亜熱帯の国々では，マンクローブを扱う場合，学名が使われることか 

多く，また，同定に関する分類学的な用語も英語によることが多いので，植物 

名は学名 （アルファベット表記）とし，章末に用語の日英対照用語集として英 

語による用語解説も収録した。 

植物名は，学名を巾心としたが和名かついているものは可能な限り和名も付 

記するよう努力した。なお，和名は「熱帯植物要覧」（熱帯植物研究会，1993), 

「琉球植物誌」（初島住彦，1975),「樹木大図説」（上原啓二，1985),「現代生物 

学大系」（本田正次，1982),「図説熱帯植物集成」(Corner, 1969）を参考にし 

た0 

本章での植物の配列は，自然分類に基づき，シダ類，裸子植物,双子葉植物， 

単子葉植物の順としたか,科，属，種については実際に現場で用いる場合には, 

自然分類の配列ではなく，アルファベット順の配列の方か使い易いので，アル 

ファベット順とした。なお，植物の配列順序と写真の配列順序を同じにしたの 

で，写真1 Acrosticum aurum は本文82 ページの1. Acrosticum aureum で 

あり，写真52 助lnげax littoreus は本文130 ページの52. SJ)Lfllfex littoreus と 

なっている。 

2. 記載方法と使用上の注意 

マングローブの区分には幾っかの区分があるか，本章ではTomlinson 

(1986）の区分に従いmajor components（主要な構成種）, minor compo」 

nents （副次的な構成種）,mangrove associates（付随的な構成種）の3区分と 

　　

1. 特徴, 用語と配列

本草は,JICA( 国際協力事業団) がインドネシア国のバリ・ロンボク島で実

施している「マングローブ林資源保全開発実証調査」で出版した Handbook of

Mangroves lnlndonesia ‐BallandLombok を基本 として編集 し直 したもの

である。したがって, 収録した植物は主としてバリ・ロンボク島に見られるマ

ングローブが中心となっているが, 木本のみならず草本も収録し, 一部本書の

ために新たに加えた植物もある。

本章では,現場で簡単に植物を同定することを目的としたので,検索表,写

真, 図を中心とした編集になっている。

使用した用語, 各樹種の記述は, 植物分類学の方法に従っているが, 一部便

宜的な項目区分を用いた。

熱帯・亜熱帯の国々では, マングローブを扱う場合, 学名が使われることが

多く, また,同定に関する分類学的な用語も英語によることが多いので,植物

名は学名 (アルファベット表記) とし,章末に用語の日英対照用語集として英

語による用語解説も収録した。

植物名は,学名をrri心としたが和名がついているものは可能な限り和名も付

記するよう努力した。なお,和名は「熱帯植物要覧」(熱帯植物研究会,1993),

「琉球植物誌」(初島住彦,1975),「樹木大図説」(上原啓二,1985),「現代生物

学大系」(本田正次,1982), 「図説熱帯植物集成」(Corner,1969) を参考にし

た。

本章での植物の配列は, 自然分類に基づき, シダ類,裸子植物,双子葉植物,

単子葉植物の順としたが,科,届,種については実際に現場で用いる場合には,

自然分類の配列ではなく, アルファベット順の配列の方が使い易いので, アル

ファベット順とした。なお, 植物の配列順序と写真の配列順序を同じにしたの

で , 写真 IA αos鰐粥 m α“〆@“m は本文 82 ページの 1.Ac γo卿伽 m α鯛醐 m で

あり, 写真 52S 郷れz発 % 放か劣靴 s は本文 130 ページの 52.Spmz た x 僻め〆e“s と

なっている。

2. 記載方法と使用上の注意

マ ングロー ブの区分 に は幾 つか の区分 が あ るか , 本章 で は Tomllnson

(1986) の区分に従 い major components( 主要な構成種 ),m ・nor compo

nents (副次的な構成種 ), mangroveassoclates( 付随的な構成種 ) の 3区分 と
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した。 

各植物の樹高あるいは草高，各部分の形態並ひにサイズはバリ島，ロンボク 

島で観察されたものである。 したがって，それ以外の地域では，個体変異，特 

に樹高や草高には大きな差があるので，そのことを念頭に入れて使用して頂き 

たい。なお，参考までにタイやその他の地域での最大樹高をAksornkoae 

(1992）やWightman (1989）に基づきかっこ書きで示した。 

キーアイコン（key icons）として，植物の同定のキーとなる特徴を小さなイ 

ラストで示し，検索表及び各樹種のページに使用した。 キーアイコンは，原則 

として分類学上の特徴区分に従っているが，現場で役に立つであろういくつか 

の特微をまとめたものも含まれている。 それぞれのアイコンの意味は検索表及 

び日英対応用語集を参照して頂きたい。 

植物によっては，葉辺の形や葉脈などの要素が必ずしも種を識別するための 

キーとはならないものがあるので,それらについては省略したものもある。な 

お，複葉の場合は，葉身の形や大きさについては小葉のサイズを記載したので 

庄意して頂きたい。 

花のサイズは，開花時の花冠の直径及ひがく下端から花冠上端までの長さと 

した。 

種子のタイプは,胎生種子（viviparous seed)，半胎生種子（cryptovivi・ 

parous seed，果皮に包まれた状態で発芽した種子），普通種子（normal seed) 

に区分した。 また，ヒルギ科（Rhizophoraceae) の散布体（propagule) は， 

果実ではないが，便宜上‘‘果実’’に区分したので，カラー写真のキャプション 

には果実と記載してある。しかしながら，実際には果実でないことに充分庄意 

して頂くことかできると幸いである（第～章参照）。 

生育範聞(habitat range）は，海岸から内陸までの地盤高の変化と植生分布 

の模式図の上に，該当樹種が主として生育する範囲を図示してあるが，それ以 

外の場所に生育しないというわけではない。なお，図に記入してあるHWS 

(high water level at spring tide）は大潮の満潮線のことである。 

植物同定のキーは,類似種を判別するための特徴をまとめて示したものであ 

る。近縁種及び類似種とは，近縁種や花や実か無い場合に見分けるのが難しい 

植物を示したか,字数の都合上,一部省略したものもある。また，主要樹種の 

分布範囲をわかりやすく図示するために，Tomlinson （前出） を参考に，分布 

範囲を経度15度単位で示した。 

した。

各植物の樹高あるいは草高, 各部分の形態並ひにサイズはバリ島, ロンボク

島で観察されたものである。したがって, それ以外の地域では, 個体変異, 特

に樹高や草高には大きな差があるので, そのことを念頭に入れて使用して頂き

たい。なお, 参考までにタイやその他の地域での最大樹高を Aksomkoae

(1992) や WIghtman(1989) に基づきかっこ書きで示した。

キーアイコン (key icon として, 植物の同定のキーとなる特徴を小 さなイ

ラストで示し, 検索表及び各樹種のページに使用した。キーアイコンは, 原則

として分類学上の特徴区分に従っているが, 現場で役に立つであろういくつか

の特徴をまとめたものも含まれている。それぞれのアイコンの意味は検索表及

び日英対応用語集を参照して頂きたい。

植物によっては,業辺の形や葉脈などの要素が必ずしも種を識別するための

キーとはならないものがあるので, それらについては省略したものもある。な

お, 複葉の場合は, 葉身の形や大きさについては小葉のサイズを記載したので

注意して頂きたい。

花のサイズは,開花時の花冠の直径及びがく下端から花冠上端までの長さと

した。

種子の タイプは, 胎生種子 (vlvlparous sced), 半胎生種子 (cryptov・vr

parousseed, 果皮に包 まれた状態で発芽 した種子 ), 普通種子 (normalseed)

に区分 した。また , ヒルギ科 (Rh・zophoraceae) の散布体 (propagule) は,

果実ではないが , 便宜上 "果実 " に区分 したので, カラー写真のキャプション

には果実と記載してある。しかしなから,実際には果実でないことに充分任意

して頂くことかできると幸いである (第□章参照)。

生育範掛1(habitat range) は,海岸から内陸までの地盤高の変化と植生分布

の模式図の上に,該当樹種が主として生育する範囲を図示してあるが,それ以

外の場所に生育 しないというわけではない。なお, 図に記入 してある HWS

(hlgh water level at spr・ngt・de) は大潮の満潮線のことである。

植物同定のキーは, 類似種を判別するための特徴をまとめて示したものであ

る。近縁種及び類似種とは,近縁種や花や突か無い場合に見分けるのが難しい

植物を示したが, 字数の都合上, 一部省略したものもある。また, 主要樹種の

分布範囲をわかりやすく図示するために,Toml ・nson( 前出) を参考に, 分布

範囲を経度 15度単位で示した。
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主要なマンクローブの検索表はインドネシアに分布するmajor compo-

nents （主要な構成種）およびminor components（副次的な構成種）を中心に 

作成したが，インドネシア以外でも大いに活用できるので，現場にでかけた時 

には大いに役立てて頂きたい。 

特徴的な果実,胎生種子のイラストを，本の見返しに掲載したので，現場で 

お役にたてて頂くことか出きると幸いである。 

参考文献 

Aksornkoae, S , Maxwell, G .S , Havanond, S and Panichsuko, S 1992 Plants m 

Mangroves Chalongrat pp 120, Co Ltd Bangkok Thailand 

Corner, E J H ,度辺清彦訳，1969，図説熱帯植物集成，廣Il唐店 

初島住彦著，1975，琉球植物誌，（追加訂正）沖縄生物教育研究会発行 

本田正次監修，山崎敬編集，1982，現代生物学大系 第7巻高等植物，中山書店発行 

熱帯植物研究会編，1993，熱帯植物要覧（第3版），養賢堂発行 

Tornlinsoo, PB , 1986 The Botany of Mangroves pp 419, Cambridge University 

Press 

上原啓二著，1985，樹木大図説（第10刷）,有明書房発行 

Wightman, GM 1989 Maogroves of the Northern Territory pp 130, Conservation 
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主要 なマ ングローブの検索表 はイ ン ドネ シアに分布 す る m ajor compo

nents (主要な構成種)および minorcomponents( 副次的な構成種)を中心に

作成したが, インドネシア以外でも大いに活用できるので, 現場にでかけた時

には大いに役立てて頂きたい。

特徴的な果実, 胎生種子のイラストを, 本の見返しに掲載したので, 現場で

お役にたてて頂くことか山きると幸いである。
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主要なマングローブの検索表（樹形,地上根I 果実） 

Key matrix to species 

(tree form, aerial roots & fruit) 

樹 形 
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．はその種に顕著にあらわれる特徴,○は生育条件によってあらわれる特徴である。 

キーアイコンで示された各特徴のカテゴりーは，原則として分類学上の区分に従っているが， 

便宜上いくつかのカテゴリーをまとめたものが含まれている。 

Zお

主要なマングローブの検索表 (樹形 , 地上根 , 果実)

Keymatnxtospecles
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コ
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Y ふγ ▼ ノ
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・ O
● , ヨ

H能“dero""orzl “s サキシマスオウノキ ・
●はその種に顕著にあらわれる特徴,0 は生育条件によってあらわれる特徴である。
キーアイコンで示された各特徴のカテゴリーは, 原則として分類学上の区分に従っているが,

便宜上いくつかのカテゴリーをまとめたものが含まれている。
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地上根 果実 
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高木ノ低木 ここては便宜的に樹高2m以下のやふ状の形態を7下すものを低木としたが、 

生育条件により，形態が変わるものがある。 

樹種及び生育条円により，いくつかのタイプの地E根を同時に発達させるものがある。 

RUIZOPHORAしFAEフ〕胎生種子 (pユoPagU】e) は便宜的に果実として扱った。 
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ここては便宜勺に樹高2m以下のやふ状の形態を示すものを低イ、としたが、

生育条件により, 形態が変わるものがある。

樹種及び生育条件により,いくつかのタイプの地ヒ根を同時に発達させるものがある

RH工ZOPHORALFAEの胎生種子 (p・opagLI1e)は便宜的に果実として扱った。
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主要なマンクローブの検索表（菓） 

Key matrix to species (ieafl 

葉のっき方 

矛一」」一 

m
一韓si
,n
pe
 

一要班～pp
~si
te 

劃麟c
~m
p
~u
nd
 

Acms"cImm awew" ミミモチンダ 

Nypafru (scans ニッパャシ ~ ● 1 
Awcmnsa a/ba 

A "cenn加lanam 

加cennmmama 

Avicenusa offic加a/is 

ウラジロヒルギダマシ 

マルバヒルギダマシ 

ヒノレギグマシ 

マルバヒルギダマシ 

●
●
．
●
 

.
●
.
.
 Lunsnitzera lillorea 

Lu"mmera raceiflosa 

アカバナヒルギモドキ 

ヒノレギモドキ 

●
.
 

.

.
 Excoecarla agallbelsa シマシラキ 

● 「 

Pesnphis addu加 ミズガンピ . ！ ● ！ 

Xyloearpusgm」mm'’・ 

Xylocarpus nraルceensis 

xyんcarpus runsph" 

ホウガンヒルギ 

ニりスホウガン 

ザイロカルプス ルンフイ 

.

.

.
 

.
●
.
 AegI'enls cornicuんmm 

Aegicerasfioriduin 

ッノャプコウジ 

アュギセラス フロリドウム 

.

.
 

●
.
 0Sbom加 ocルdb"m オスボルニア ' I 

Bmg"iemりha dr/ca 

BragIs/era gyma orrism 

Bruguieraparvipora 

B ,I'gusrea sexangum 

シロバナヒルギ 

オヒJレギ 

ヒメヒルギ 

ロッカクヒルギ 

●
●
●
・
 

S
S

.
S
 Cer/ups decandra 

α’jcps I"ga! 

コとノレギ 

タカオコヒルギ 

.

.
 

●
・
 Kande加ca"deI メヒルギ 

Rhたop/sara upたuルm 

RIsizop/wra 加flare姉 

Rh"ophom Inucronam 

RhIこ●pboris sかルsa 

フタバナヒルギ 

ライゾフオーラ ラマJレキ 

オオバヒルギ 

ャュャマヒルギ 

S

.

.

.
 

.
S

.

.
 

Scypla叩,'Sraりdrophyllacea ウミマサキ . 
Sb"mmI而a加 

Sonneratia caseularis 

マャプシキ 

ホソパマャプシキ 

●
・
 

.

.
 HeIiI/era hI切mIls サキシマスオウノキ 

. -

長楕円形（oblong) には，広い楕円形（oval） とを含む 

鋭形（aしtite）には，鋭先形（acuminate) を含む 

のぎ形（aristate) には,微突頭形（api ciii ate) ，微突形（aucronate) を含む 

主要なマングローブの検索表 (葉)

Keymatrlxtospecies(leao

葉の )き方

豊』
単葉

SI-nplc

週
複葉
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-渋-
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.
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.
・

.
・
・
・
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′ ● --′ ー
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●
・

.
・

F ‐ " {′ シマシラキ . ・^ { ー̂

h ′'““ .・.
▲ ミスガンピ ・ ・
Xy′ocorP"sg ′"“"加川

xy′oc打′Pz!$刀io"‘cce〃s′s

Xy′ocorP!‘sr" 朋夢旧 i

ホウガンヒルギ

ニ リスホウガン

ザイロカルプス ルンフイ

.
・
・

i ・

・
・
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4egfcems “○′idm 九
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・
・

.
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・ 1
・ ご

月【e′"′e「"‘ー"orα‘!s サキシマスォ ウノキ . r .

長楕円形 (oblong)には, 広い楕円形 (ovaL) とを含む
鋭形 (aLute) には , 鋭先形 (acum・natp) を含む
のぎ形 (ar・state) には , 微突頭形 (aplculate), 微突形 (mUcrouaLc) を含む
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主要なマングロ一ブの検索表（花庁I 花の色） 

Key matrix to species 

(infloriscence & flower color) 

花かっく位置 

一
事
一
豊
 

『
●
h
(S

「 

Isi
 

一
糾
引
”
糾
（
 

'I
I 

腋
 AcrosijcImm awmm ミミモチシダ 

吻,afruticans ニソパャシ S 
AWcent,加aル 

Avicenniaルnam 

A vjcetillia mama 

Apicennia qり7cm a/is 

ウラジ口ヒルギダマシ 

マルパヒルギダマシ 

ヒルギダマシ 

マルバヒルギダマシ 

0
0

~
~
 

0
0

~
~
 Lunrnmem"Il',re'1 

Lu"miIzem ,memosa 

ア力バナヒルギモドキ 

ヒルギモドキ 

・ 
S 

Excoecana agallocha シマシラキ ・ 
凡mpI'むadIdu/a ミズガンピ S 
再’locarpus granaluin 

Xylocatpns inohiccensis 

Xylocarpus rutnph:i 

ホウガンヒルギ 

ニリスホウガン 

ザイロ力ルプス ルン7イ 

S
S
S
 AegIceras cortucummm 

A egicerasfioriduin 

ッノャブコウジ 

アエギセラス フロりドウム 

S
S
 Osbornia oclodonla オスポノレ＝ア S 

Bruguiera cyh"dm'1 

Brugthetagptnnorrliiga 

BruguteraparvipOtt, 

l3ruguirea sexangula 

シロパナヒルギ 

オヒルギ 

ヒメヒノレギ 

ロノ力クヒルギ 

S
S
S
S
 a ガaps decandm 

CertopsIりgd 

コヒノレギ 

タ力オコヒルギ 
S
S
 Kandelj'lc'mdeI メヒルギ 

Rhに‘Jphom "I'k“加m 

Rhi乙‘'ph'm,加n arckjj 

Rhizophwa niucronata 

RJuzoph Um Sり'losa 

7 タバナヒルギ 

ライゾフオ－ラ ラマルキ 

オオバヒルギ 

ャュャマヒノレギ 

S
S
S
S
 Sqiiph加 hora hydh'pりilacea ウミマサキ S 

&mneralja aル 

Sonmva/ia caseoルris 

マャプシキ 

ホソバマャプシキ 

S
S
 Hwjhem IjI,bmIi丁 サキシマスオウノキ 0 0 

円錯花序 （panicle) は，複総状花序（compound racorno) ，複穂 

状花序（compound spike）などの複合花序を含む。 

(4-8）は花序あたりの花の数で,(dense) は独生しているという意味。 

フィールドて見る花の色は，現場で目に付く色とその部位を示す。 

80

主要なマングローブの検索表 (化庁, 花の色)

Key mahl ×toSPeCーes

&EU ““

花かつく位置

達墓前
termma ー aね'1iiry

頂生 膝生
aね'1ary

廠生
月cro諺′〆“‘用 ""′e"′" ミミモチシダ

~驚平α“ "rico“s ニソパヤシ .
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月vice〃"!" 超 ""!"

パvice"〃;"“j"““"

duke 〃“i"明解c細説 s

ウラジロヒルギダマシ

マルバヒルギダマシ

ヒルギダマシ

マルバヒルギダマシ

0
0
0
0

0
0
0
0
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乙""′〃′など′"′"Ce′“OSIZ

アカパナヒルギモドキ
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・
.

n .- - ^
ンマシラキ ・

pe川野Zjiぶ"dd" ′α ミズガンピ .
xy わ c"rp"sg ′"〃"加川
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Xy′oc"′P",F′"“平方“

ホウガンヒルギ

ニリスホウガン

ザイロカルプス ルンフイ

・
.
・

Aeg にerosco ′′-に"′"r"粥
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ツノヤプコウジ
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・
.

Qsbor"f"ododo"!" オスポノレニア ・
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βr"8"ie′"gy′mm" メ--zq
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シロバナヒルギ

オヒルギ

ヒメヒルギ

ロノカクヒルギ

・
.
・
・
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・
・
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フタバナヒルギ

ラインフオーラ ラマノレキ

オオパヒルギ

ヤエヤマヒルギ

・
・
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Jr r “ ′ r r ウ ・
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マヤプシキ

ホンバマヤプシキ

・
・

〃 er〃′e′"‘′"or""; サキシマスオウノキ O O
円鉛花序 (pan・c1 は , 複総状花序 (compound raccmc) , 複穂

状花序 (compound splke) などの複合花序を含む。

(4-8)は花序あたりの花の数で ,(dense) は密生 しているとい う意味。

フィールドて見る花の色は, 現場で日に付く色とその部位を示す。
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フイLールドで見る 
花の色 

雫一panicieR 
一4
一singleTfl 

函cyme 麗）一 
T
一一一 

毛一ceekin 
剖umbelnj
. 「 

S 黄～茶 

S

S

S

S

 

d

d

d

 

n
 
n
 
Is
 

黄（花弁） 

黄（花弁） 

黄（花弁） 

黄（花弁） 

' 

' 

I 
I 

赤（花弁） 

白（花弁） 

」 ― . ~ . 白（花弁） 

I . 白（花弁） 

~ 

. 

. i 
~ -

I 

白（花弁） 

白（花弁〕 

白（花弁） 

S
 

S
 

白（花弁） 

白（花弁） 

S 「 黄緑（専〕 

S
 

S
 

●
 

・
 

薄緑（萼） 

赤（尊） 

薄緑（専） 

黄緑（専） 

S
S
 

白～茶色（花弁） 

白～茶色（花弁） 

、J

、J

一 

(
I
、

(

(

 

2

4

4

8

 

S
S
S
S
 

?
 
15 

B

、l
・ 

赤っぽい緑（萼） 

赤っぽい緑（専） 

黄緑（尊）白（花弁） 

黄緑（萼） 白（花弁） 

S i 白（花弁） 

S
S
 

白（雄しべ）尊片〔赤） 

赤（雄しべ）黄緑（赤） 

S
 

紫（花弁） 

花 序

フイール ドで見る

花の色

鋼
星霜塾
蝋燭

cyme panlc…e

集散花序 円錐花序

一刻
sp1ke

袴状花序

酬
raCeme

総伏花序

た離洲
=

catk111 = 11mbcl

尾伏花序 …散形花厚

・ 黄~茶
.
● (de

.(de
・ (de

nse)

nse)

nse)

1,
黄 (花弁)
黄 (花弁)
黄 (花弁)
費 (花弁)

.
・ … 赤 (花弁)

白 (花弁)
・ ・ 白 (花弁)

・ 白 (花弁)
.
・

i ● 1
′

〔 i

白 (花弁)
白 (花弁)
白 (花弁)

I
・

… . 白 (花弁)

白 (花弁)
・ 黄緑 (尊)

●

.

.

・ 1
E

I
亀
1

薄緑 (尊)
赤 (善)
薄緑 (尊)
黄緑 (尊)

.
・

I
士 I

白~茶色 (花弁)

白~茶色 (花弁)

主 1

● (2) ー
i● (4)

・ (4-の ≧

● (8-16) l

1 .
赤っぽい緑 (善)
赤っぽい緑 (尊)

黄緑 (尊) 白 (花弁)
黄緑 {夢) 白 (花弁)

・ 1 ヨ 白 (花弁)
・ i

.
白 (雄しべ)尊片 (赤)
赤 (雄しべ) 黄緑 (赤)

, . 紫 r花弁)



82 

1. Acrostiehum aureum L. PTERIDACEAE （イノモトソウ科） 

回 
和 名ー ミミモチシタ 

区 分 副次的な構成種（minor compollents) 

草本1木本等の区別 シタ，~I5m。 

地上根 なし。 

葉 羽状葉，長さim以上，小葉30枚まで，披引形，先端のき形。 

種子タイプー胞子。 

同定のキー 若葉は赤色，小葉先端のき形。 

HWS 

備 考 河岸，真水の流入のある低塩分濃度地域に生育する。 
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1. Acrost たね“粥 α“reはm L, PTERIDACBAE( イノモ トソウ料 )

和 名 . ミミモチシタ

区 分 副次的な構成種 (mlnor components)

草本 ・木本等の区別 シダ,~15m 。

地上根 なし。

柴 羽状業, 長さ lm 以上, 小葉 30枚まで, 披金1形, 先端のぎ形。

種子 タイプ ・胞子。

同定のキー 若葉は赤色, 小葉先端のき形。

L三罵唇霊回
HWS

備 考 河岸,真水の流入のある低塩分濃度地域に生育する。
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2 Nypa fruticans Wurmb PALMAL（ヤシ科） 

サ 
r 

≠~ 

△ I 可
和 名 ニソパヤシ 

区 分 キ要な構成種(major components) 

草木,木本等の区別‘ャシ，4~9m。 

地上根 なし。 

菓 羽状葉,長さ4-9 m ，小葉披釘形,先端鋭形。 

花 一単性花，雌花は球形，雄花は尾状花序様，黄色～ォレンジ。 

種子タイプー半胎生種子。 

果 実 球状，直径-45 cm,焦茶色～赤褐色，無毛。 

樹種同定のキーーマングローブヤシとして知られ， しはしは河岸に純林を形 

成する。 

HWS 

備 考一塩分濃度の低い河岸にそってしはしば大群落を形成する。 
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2 N"P α作αtim れs Wurmb PALMA 聡 (ヤシ料 )

囲ま回避肌1四顧副
和 名 ニソパヤシ

区 分 手要な構成種 (major components)

草本 ′木本等の区別 .ヤシ,4~9m 。

地上根 ・な し。

羽状葉, 長さ 4~9m, 小葉披針形, 先端鋭形。

花 ・単ヤロヒ, 雌花は球形, 雄花は尾状花序様, 黄色~ オレンジ。

種了タイプ .半胎生種子。

果 実 球状 , 直径 ~45cm, 焦茶色 ~ 赤褐色 , 無毛。

樹種同定のキー ・マングローブヤシとして知 られ , しば しは河岸 に純林を形

成する。

都怪獣H

備 考・塩分濃度の低い河岸にそってしはしば大群落を形成する。
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3. Pandanus tectorius Parkinson PANDANACEAF（タコノキ科） 

」
ー
ー
 

和 名 シマタコノキ （アダン） 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別‘小高木，~6m。 

地上根 支柱根（通常支柱根はわん曲しない）。 

葉 葉縁にトケあり，披引形，長さ0 5'-'2 m ，先端鋭先形。 

果 実 球状，直径20-3D cm，成熟するとオレンジ色になる，バイナップ 

ル様。 

樹種同定のキーーよく発達した支柱根，通常支柱根はわん曲しない。 

　　

3. Pα冗ααたはsz沈め r‘“s parkinson PANDANACEAE( タコノキ科 )

国囚iH可
和 名 シマタコノキ (アダン)

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 .小高木 ,~6mo

地上根 支柱根 (通常支柱根はわん曲しない)。

葉 葉縁にトケあり, 波金f形, 長さ 05~2m, 先端鋭先形。

果 実 球状 , 直径 20~30cm, 成熟するとオ レンジ色になる, パイナップ

ル様。

樹種同定のキー .よく発達した支社根, 通常支社根はわん曲しない。
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4. Acanthus iticifollus L. ACANTHACEAE （キツネノマゴ科） 

亜 叩 A国国 
和 名ームラサキミズヒイラギ 

区 分 付随的な構成種(mangrove assocLates) 

草本・木本等の区別‘低木，~15m。 

地上根一 しはしば支柱根様の地［根を発達させる。 

菓 対生I 単菓,葉縁歯状,披釘形,長さ5'-'15 cm，先端鋭先形， トケ 

あり。 

花 序・頂生，穂状花序（~40 花），長さ10'--20 cm~ 

花 両生花，薄青色～紫色。 

種子タイプ 普通種了。 

果 実．豆状，さく果，長さ2cm，緑色～黄緑色，表面平滑，光沢あり。 

近縁種 Acanthus volubths, A ebracteatus 

その他ーマンクローフ林内の水路や陸側の縁に沿って， しばしば群落を形成 

する。 

その他 イント～ニューカレドニアに分布 
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4. ACα賜れ"s i‘gcifo“"s L.ACANTHACBAE( キツネノマゴ科 )

　　　　　　　　
和 名 .ムラサキ ミズヒイラギ

区 分 付随的な構成種 (mangrovc assoc・ateも)

草本 ・木本等の区別 ◆低木 ,~ ヱ5mo

地上根 .しばしば支社根様の地 L根を発達させる。

葉 ・対生, 単葉, 葉縁歯状, 披金}形, 長さ 5~15cm, 先端÷鋭先形, トケ

あり。

花 序 ・頂生 , 樵状化序 (~40 花 ), 長 さ 10~20cm 。

花 両生花, 薄青色~ 紫色。

種子タイプ 普通種了。

果 実 .豆状 , さく巣 , 長 さ 2cm, 緑色 ~ 黄緑色 , 表面半借, 光沢あり。

近縁 種 Ac の“脳‘sひo‘"bzZzs,A 8o Qc【躍 如 s

その他 .マンクローフ林内の水路や陸側の縁に沿って, しばしば群落を形成

する。

その他 イ ント~ ニューカレドニアに分布
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5. Sesuvi urn portulacastrurn (L.) L. AIZOACEAF （ハマミズナ科） 

盛 Li の回 幸 

和 名、ミルスベリヒユ （ハマミズナ） 

区 分 付随的な構成種（mangrove assoctates) 

草本・木本等の区別 地面を覆うように這い広かる多年生草本。 

葉 対生，単葉，全縁，長楕円形～披引形，長さ2 5-7cm，先端円形， 

厚く多肉質。 

花 序 腋生，中頂花序。 

花 一両牛花，花弁は5枚で紫～赤紫色，花の直径04-OGcm~ 

種了タイプ‘普通種子。 

果 実一旦状，黒色，表面平滑。 
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5. ses" 〃‘“′れ For むごz卿 cαstmm{L.)L.AIZOACEAE( ハ マ ミズナ科 )

拳
和 名 、ミルスベ リヒユ (/・マ ミズナ)

区 分 ・付随的な構成種 (mangrove assoc・atcs)

草本・木本等の区別 地面を覆うように這い広かる多年生草本。

葉 対生 , 単葉 , 全縁 , 長楕円形 ~ 披針形 , 長 さ 25~7cm, 先端円形 ,

厚く多肉質。

花 序 廠生, 甲頂花序。

花 ・両牛化 , 花弁 は 5枚で紫 ~ 赤紫色 , 花 の直径 04~06cm 。

種了タイプ◆普通種子。

果 実・豆状, 黒色, 表面平滑。
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6, Cerbera man gluts L. APOCYNACEAE （キョウチクトウ科） 

? P ( 

叫 A 承 o 
和 名ー ミフクラギ（オキナワキョウチクトウ） 

区 分一付随的な構成種(manglove associates) 

草木・木本等の区別 小高木，'"8m, (15m)D 

地上根一なし。 

樹 皮 灰色～黒褐色，平滑。 

葉 互生，単葉，全縁，長楕円～長倒卵形，長さ～30 cm,先端鈍い鋭形。 

花 序 頂生，不規則な集散花序(8'-20 花）。 

花 一両性花，かくは5 裂し，白色～薄緑色，花弁は5 枚で，白色，花冠 

中央赤色，花の直径5~6cm~ 

種子タイプ‘普通種了。 

果 実 鶏卵状,直径5'-'-G cm，緑色～赤紫色,表面平滑,光沢あり。 

樹種同定のキー‘キョウチクトウのような葉，卵型のつるつるした実，C 

odollam の菓の先端は鋭先形,花冠中央黄色。 

近縁種 Cerbera odo 11am 
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6. Cけるemm αた夕たαs L. APOCYNAC 日AE( キ ョウチク トウ料 )

ー塾回ミ四回国圏1回1
和 名 ・ミフクラギ (オキナワキョウチクトウ)

区 分 .付随的な構成秤 (mang1ove absoclates)

草木 ・木本等の区別 小高木 ,~8m,(15m) 。

地上根 .なし。

樹 皮 灰色~ 黒褐色, 平滑。

葉 互生,単葉,全縁,長楕刊~ 長倒卵形,長さ~30cm, 先端鈍い鋭形。

花 序 頂乙ii,不規則な集散花序 (8~20 花)。

花 ・両性:花, かくは 5裂し, 白色~ 薄緑色, 花弁は 5枚で, 白色, 花冠

中央赤色 , 花の直径 5~6cm 。

種了タイプ .普通種才。

果 実 鶏卵状, 直径 5~6cm, 緑色~ 赤紫色, 表面平滑, 光沢あり。

樹種同定 のキー ・キ ョウチク トウのような葉 , 卵型のつ るつるした実 ,C

odo‘‘のれの葉の先端は鋭先形, 花冠 - 央黄色。

近縁種 Cemem odoZ卿m
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7. Calotropisgigantea (L.) Dryand. ex W .T. Aiton ASCLEPJADACEAE 

（ガガイモ科） 

国 0 y 0 の 

和 名 アコン 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別 低木，'-2.5 m ~ 

地上根 なし。 

葉 対生，単菓，全縁，広卵形，長さ15-'25 cm，先端円形，綿毛に覆わ 

れる。 

花 序 腋生，円錐花序（10 -1 6 花）。 

花 両生花，花弁5枚，白色～紫色，花の直径4'-6cm~ 

種子タイプ 普通種了。 

果 実 さく果，魚の胃袋のような形，長さ10'- 15 cm，緑色表面しわ，綿毛 

に覆われる。成熟すると2 つに割れ，長く繊細な冠毛を持った種子 

か風により散布される。 

樹種同定のキー 乳液を出す。 
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7. Cdo 土roPis メタmite α ,)Dryand.exw.T.Aiton ASCLEPIADACBA 腰

(ガガイモ科)

　　　　　　
和 名 アコン

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 低木 ,~2.5m 。

地上根 なし。

葉 対生 , 単葉 , 全縁 , 広卵形 , 長 さ 15~25cm, 先端円形 , 綿毛に覆わ

れる。

花 序 膝生, 円錐花序 (10~16 花)。

花 肉生花 , 花弁 5枚 , 白色 ~ 紫色 , 花の直径 4~6cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 さく巣,魚の胃袋のような形,長さ 10~15cm, 緑色表面しわ,綿毛

に覆われる。成熟すると 2つに割れ, 長く繊細な冠毛を持った種子

か風により散布される。

樹種同定のキー 乳敏を出す。
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8. Fin/a ysonia maritbna Backer ex K. Heyne ASCLEPIADACEAE (ガ 

ガイモ科） 

曾 爪
 

1 

和 名 フィンレイソニア マリティマ 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草木・木本等の区別 つる植物。 

樹 皮 緑色～茶色，平滑。 

葉 対生，単葉，全縁，楕円形～長楕円形，長さ8~13 cm，先端のぎ形。 

花 一両生花,白色～ピンク色，花の長さ07'-'10cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実一さく果，魚の胃袋のような形，長さ7-8crn,緑色，成熟時赤っぽく 

なる。表面長軸方向にしわ，光沢あり。成熟すると2 つに割れ，長 

く繊細な冠毛を持った種子か風により散布される。 

樹種同定のキー 乳液を出す。 
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8, 好Zm α郷 o蔵α肌αritim α BackerexK.Heyne ASCL 属PIADACEAE( ガ

ガイモ科)

　　　　　　　
和 名 フィンレインニア マ リテ ィマ

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclaies)

草木・木本等の1ヌ別 つる植物。

樹 皮 緑色~ 茶色, 平滑。

葉 対生, 単葉,全縁,楕円形~ 長楕円形,長さ 8~13cm, 先端のぎ形。

花 ・両生花 , 白色 ~ ピンク色 , 花の長 さ 07~1ocm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .さ く果 ,魚の胃袋のような形 ,長さ 7~8cm, 緑色 ,成熟時赤っぽ く

なる。表面長軸方向にしわ, 光沢あり。成熟すると 2つに割れ, 長

く繊細な冠毛を持った種子か風により散布される。

樹種同定のキー 乳液を出す。
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9 Api cennia aiba Blume AV!CBNNIACEAE （ヒルギダマシ科） 

―医 ( 刃 A 引国 
和 名・ウラジロヒルギダマシ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草木‘木木等の区別一小高木～高木，'-lSm, (21m)~ 

地上根 通気根（鉛筆状）。 

樹 皮 灰色～黒色，サメ肌。 

葉 対生，単葉，全縁，披釘形～楕円形，長さ10'-48cm，先端鋭形，塩 

煩腺を持っ，下面銀灰色～白色。 

花 序 木端の枝に頂牛または腋生，穂状花序（10'---30 花）。 

花 両生花，がくは5裂し，黄緑色，花弁は4枚で，黄色～オレンシ色， 

雄しべ4本，花の直径04'-O.5cm~ 

秤子タイプ・半胎生種子。 

果 実 豆状，先端くちはし状， トウカラシの実を太くしたような形または 

カシューナノツの様な形態，幅15- 2 0 cm，長さ25 --40cm，果皮 

黄緑色，表面微毛に覆われる。 

樹種同定のキー バイオニア樹種，細く畏か白い菓， トウカラシを太くした 

様な形の果実。 

近縁種 Avicennia lanata, A marina, A , officinalis 

イ
7
 

HWS 

備 考一湾内，河口，河岸の泥地や乾燥地域，高塩分濃度の立地に適応する。 
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9 A 塀惚れれ如 α肋α B1ume AVICBNNIACEAE( ヒルギダマシ科 )

　 　 　　

孝i要因'回 1図i,週四
和 名 ・ウラジロヒルギダマシ

区 分 .主要 な構成種 (major components)

草木 ・本木等の区別 ・小高木 ~ 高木 ,~15m,(21m) 。

地上根 通気根 (鉛筆大)。

樹 皮 灰色~ 黒色, サメ肌。

葉 対生,単葉,全縁,披金!形~ 楕円形,長さ 10~18cm, 先端鋭形,塩

類腺を持つ, 下面銀灰色~ 白色。

花 序 木端の枝に頂′1;または膝生, 穂状イ81幸 (10~30 花)。

花 .山生花 , か くは 5裂 し, 黄緑色 , 花弁 は 4枚で , 黄色 ~ オレンシ色 ,

雄 しべ 4本 , 花の直径 04~0,5cm 。

種 -子タイプ ◆半胎生種子。

果 実 豆状, 先端くちはし状, トゥカラシの実を太くしたような形または

カ シュー ナ ソッの様 な形 態 , 幅 15~20cm, 長 さ 25~40cm, 果 皮

黄緑色,表而微毛に覆われる。

樹種同定のキー パイオニア樹種, 細く裏か白い葉, トゥカラシを太くした

様な形の果実。

近 縁 種 A 〃zce′?izm 如棚 奴 ,八 m αmm,A,o が α'zdzs

　　　　　
HWS

備 考 .湾内,河口,河岸の妃地や乾燥地域,高塩分濃度の立地に適応する。
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10 Aukennia lanata Ridley AVICENNJACEAE （ヒルギダマシ科） 

? ~国 事 囚 Ay 
一山 

ぽ 和 名 
マルバヒルギダマシ dぎ 

区 分 土要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木，~8m。 

地上根，通気根（鉛筆状）。 

樹 皮一農い茶色～黒色，サメ肌。 

葉 対生，単菓，全縁，楕円形，長さ5'-'9cm,先端円形～鋭形，塩類腺 

を持っ，下面黄白色で微毛あり。 

花 序 末端の枝に頂生または腋生，穂状花序（8-14 花）。 

花 両生花，かくは5裂し,黄緑色,花弁は4枚で,黄色～オレンジ色, 

雄しぺ4 本，花の直径0 4 '-' 0 5 cm~ 

種子タイプ 半胎生種子。 

果 実 豆状，先端短いくちばし状突起，幅1 5'-'2 0 cm,長さ」5 -'2 Scm, 

果皮黄緑色，表面微毛に覆われる。 

樹種同定のキー バィォニア樹種，葉の下面は黄白色で微毛に覆われる0 

近緑種一Avicenma a/ba,A marina, A ofjicnnalis 

HWS 

備 考 湾内，河口，河岸の泥地や乾燥地域，高塩分濃度の立地に適応する。 
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1O A 明ceれ川α‘α〃α加 Ridley AVICENNIACEAE( ヒルギダマシ料 )

- - ー1

　回国幽艶園四四醐
際 ;妾端 麗。-,。。回 国
草本・木本等の区別 .低ネ~ 小高木,~8mo

地上根 .通気根 (鉛筆状)。

樹 皮 ・濃い茶色 ~ 黒色 , サメ肌。

業 対生, 単葉,全縁,楕円形,長さ 5~9cm, 先端円形~ 鋭形,塩類腺

を持つ, 下面黄白色で徴毛あり。

花 序 .末端の枝に頂生または廠生, 櫨状花序 (8~14 花)。

花 両生花, かくは 5裂し,黄緑色,花弁は 4枚で,黄色~ オレンジ色,

雄 しべ 4本 , 花の直径 04~05cm 。

種子タイプ ,半胎生種子。

果 実 豆状 , 先端短い くちば し状突起 , 幅 15~20cm, 長 さ 15~25Lm,

果皮黄緑色,表面徴毛に覆われる。

樹秤同定のキー パイオニア樹種, 葉の下面は黄白色で徴毛に覆われる。

近 縁 種 ・A 〃にβ““;" 煽り",A m α“m,A o那 c躍の zs

醗酵割
　　　　　

HWS

備 考 湾内,利口,河岸の泥地や乾燥地域,高塩分濃度の、Z地に適応する。
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11 Avicennia marina (Forskー）Vierh AVJCENNIACEAE（ヒルギダマシ 

科） 

?~ 

亜 J血 40 
L . 囚 △ 

和 名 ヒルギダマシ 

区 分 主要な構成種(major components) 

草木・木本等の区別 低木～小高木，'--12m, (18m)~ 

地上根一通気根（鉛筆状）。 

樹 皮一灰色,なめらか，緑色のまだらにはける。 

葉 対4，単葉，全縁，楕円形,長さ5'-lO cm，先端鋭形～円形，塩類 

腺を持っ，下面白色～灰白色。 

花 序 末端の枝に頂牛または腋4，圧縮された穂状花序（8'-'14 花）。 

花 かくは5裂し,黄緑色，花弁は4枚で，黄色～オレンシ色，排しぺ 

4 木，花の直径04'-05cm~ 

種子タイプー半胎生種子。 

果 実 豆状，先端球形～短いくちはし状突起，幅I 5-20cm，長さ1 5 -

2 5cm,果皮緑色，内部緑色～赤褐色，表面微毛に覆われる。 

樹種同定のキー パイオニア樹種，緑の旦のような果実。 

近縁種 A vzcennla atba,A 気nate,AofJicmatis 

の I 国 

HWS 

図 

備 考一湾内，河口，河岸の泥地や乾燥地域，高塩分濃度の立地に適応する。 
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11 A 〆 ce元“るα m α““α (Forsk,)Vierh

科)

AVICENNIACEAE( ヒルギダマシ

園回劇団1園凋回1四則
　　　　 　　　　　 　
草木 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~12m,(18m) 。

地仁根・通気根 (鉛筆状)。

樹 皮 .灰色, なめらか, 緑色のまだらにはける。

業 ・対 4, 単葉 , 全縁 , 楕円形 , 長さ 5~1ocm, 先端鋭形 ~ 円形 , 塩類

腺を持つ, 下面白色~ 灰白色。

花 序 末端の枝に頂牛または蔽生,圧縮された穂状花序 (8~14花)。

花 かくは 5裂し, 黄緑色, 花弁は 4枚で, 黄色~ オレンシ色, 雄しべ

4本 , 花の直径 04~05cm 。

種子タイプ .車胎生種子。

果 実 豆状 , 先端球形 ~ 短 いくちばし状突起 , 幅 15~20cm, 長 さ 15~

25cm, 果皮緑色, 内部緑色~ 赤褐色, 表面微毛に覆われる。

樹種同定のキー パイオニア樹種, 緑の豆のような果実。

近縁 種 A 似cg?271弼 αのα,A 卿 IQね ,A o窺 cm" ねs

　　　　　　
HWS

備 考・湾内,河[1,河岸の泥地や乾燥地域,高塩分濃度のウ地に適応する。
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12 Avicennia officinatis L. AVICENNIACEAE （ヒルギダマシ科） 

耆 車 の 0 P ゾ 
1 

マ （
助
上
 

和 名ーマルパヒルギダマシ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別 小高木，'-'12m, (1Gm)~ 

地L根 通気根（鉛筆状）。 

樹 皮 灰色～茶色，なめらか，皮目あり。 

葉 ・対生，単葉，全縁，倒卵形～楕円形，長さ8-il cm，先端円形，塩 

類腺を持っ，下面白色～灰緑色。 

花 序・末端の枝に頂生または腋生，穂状花序（7-b0花），頭状花序様。 

花 かくは5裂し，黄緑色，花弁は4枚で，黄色～オレンシ色，雄しべ 

4本，花の直径10-15cm~ 

種子タイプ 半胎生種子。 

果 実．豆状，ハート型，短いくちはし状突起，幅15-2 0cm，長さ1 5-2 5 

cm，果皮黄緑色，内部暗緑色～赤褐色，表面しわあり，濃い微毛に 

覆われる。 

樹種同定のキー パィォニア樹種，緑の豆のような果実，花は，同属の近縁 

種に比へ明らかに大きい。 

近縁種 Avicennia lanata, A . marina, A aiha 

HWS 

備 考一湾内，河ロ，河岸の泥地や乾燥地域。 

12 Aりice冗れ無 o頒ciれ飼お L.AVICBNNIACBAE( ヒルギダマシ科 )

和 名 ・マルバ ヒルギダマシ

区 分 .主要な構成種 (major componcnts)

草本 ・木本等の区別 小高小 ,~12m,(16m) 。

地鯖艮 通気根 (鉛筆状)。

樹 皮 灰色~ 茶色, なめらか, 皮 H あり。

葉 ・対生 , 単葉 , 全緑 , 倒卵形 ~ 楕円形 , 長 さ 8~11om, 先端円形 , 塩

類腺を持つ, 下面白色~ 灰緑色。

花 序・末端の枝に頂生または舷生, 棟状化序 (7~10 花), 頭状花序様。

花 ,か くは 5裂 し, 黄緑色 , 花弁 は 4枚で , 黄色 ~ オレンジ色 , 雄 しべ

4本 , 化の直径 10~15cm 。

種了タイプ 半胎生種子。

果 実 .豆状 ,ハー ト堰 ,短い くちはし状突起 ,幅 15~20cm, 長さ 15~25

cm, 果皮黄緑色, 内部暗緑色~ 赤褐色, 表面しわあり, 濃い徴毛に

覆われる。

樹種同定のキー パイオニア樹種, 緑の豆のような果実, 花は, 同属の近縁

種に比べ明らかに大きい。

近 縁 種 A 秘 c87277m ‘mm ね ,A. “2αmm,A α妙 α

洲常州
　　　　　HWS

備 考 ・湾内, 河口, 河岸の泥地や乾燥地域。
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13 Lumnitzera Uttorea (Jack) Voigt COMI3RETACEAE（シクンシ科） 

? 夫 山」血 マ 軒 P の グ） 国 
和 名 アカバナヒルギモトキ 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 小高木，'-'tOm, (30m)~ 

地上根 小板根,通気根（膝根様）， しはしば地上根なし。 

樹 皮 灰色～焦茶色，幹方向に亀裂，老木で顕著。 

菓 一互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ4-'7cm，先端円形～凹形, L面下 

面の区別かつきにくい（等面葉）。 

花 序 頂生，穂状花序（7'- 10 花），花柄長さ2'--3cm~ 

花 かくは5裂し，緑色，花弁は5枚で，赤色，雄しへ10本以ト，花の 

直径05'--'07cm, 花の長さ1.6'-' 18 cm, 雄しべは花弁より突出す 

る。 

種子タイプー普通種了。 

果 実一とっくり（花瓶）型，長さ20-25cm，黄緑色，表面平滑，光沢あ 

り。 コルク質，水流により散布される。 

樹種同定のキー 花は赤色（L. racernosa は白色），葉は0 octodon記に比べ 

て厚い。 

近縁種，類似樹種一Lumnitzera racemosa, Osbornia octodanta 

分 布一東アフリカ，インドシナ， フィジー， トンガ，オーストラリア 

HWS 

備 考 真水の流入がある河口の河岸や陸側の周縁部に生育する。 

　　

13 乙“m 形 tzerα Zittoreα (Jack)Voigt COMBRETACEAE( シクンシ料 )

◎
上 ▲ 山四囲圏回国圏

和 名 ・アカバナヒルギモ ドキ

区 分 ,主要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~1om,(30m) 。

地上根 小板根,通気根 (膝根株), しはしば地上根なし。

樹 皮 灰色~ 焦茶色, 幹方向に亀裂, 老木で顕著。

東 .互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長 さ 4~7cm, 先端円形 ~ 凹形 ,L 面下

面の区別かつきにくい (等面葉)。

化 序 頂生, 穂状花序 (7~10 花), 花柄長さ 2~3cm 。

花 かくは 5製し,緑色,花弁は 5枚で,赤色, 雄しへ 10本以ト, 花の

直径 05~07cm, 化の長 さ 1,6~18cm, 雄 しべは花弁 より突出す

る。

種子タイプ・普通種了。

果 実 .とっくり (花瓶) 型, 長さ 20~25cm, 黄緑色, 表面平滑, 光沢あ

り。コルク質, 水流により散布される。

樹種同定のキー 花 は赤色 (L.mcemos αは白色 ), 巣 は o ocfo加川αに比べ

て厚い。

近 縁 種 , 類 似樹 種 .Lz‘''2m【28 αγαcの'20期 ,osbo γ“賜 oczod αれ郷

分 布 .東 ア フ リカ , イ ン ドシナ , フ ィジー , トンガ , オ ー ス トラ リア

常州竪獣、1.

備 考 真水の流入がある河口の河岸や陸側の周縁部に生育する。
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14. Lumnitzera racemosa Wilid. COMBRETACEAE （シクンシ科） 

~「 亜 [1 $1 の1 m 「I 
和 名 ヒルキモトキ （シロバナヒルギモトキ） 

区 分 -1」要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木, -5m , (25m)~ 

地上根 なし。 

樹 皮 灰色，幹方向に亀裂,老木で顕著。 

葉 互生，単葉，全縁,倒卵形，長さ3'-7cm，先端円形～凹形,上面ド 

面の区別かっきにくい（等面葉）。 

花 序 腋生，穂状花序(7'-.'l0 花），花柄長さ2-3 cm~ 

花 がくは5裂し，緑色，花弁は5枚で，白色，雄しべ10 本以下，花の 

直径0.4'-OScm, 花の長さ0 7'--0.8cm，雄しぺは花弁とほぼ同じ長 

さ。 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 とっくり（花瓶）型，直径04-05cm，長さ10' 15cm，黄緑色， 

表面平滑，光iNあり，コルク質，水流により散布される。 

樹種同定のキーー花は白色alitlorea は赤色），葉は0 octodonta に比へて 

厚い。 

近縁種，類似樹種 Lwnnitzera littorea, Osbornia octodanta 

HWS 

備 考．陸側の周縁部，比較的低塩分濃度の泥地に！I育。 

　　

14. L“mれizze加 川 ce班osα Willd. COMBRETACEAE( シクンシ科 )

や 1回回避重四回回1園
和 名 ヒルキモトキ (シロバナヒルギモドキ)

区 分 子要な構成種 (major componcnts)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~5m,(25m) 。

地上根 なし。

樹 皮 灰色, 幹方向に亀裂, 老小で顕著。

葉 互生,単葉,全縁,倒卵形,長さ 3~7cm, 先端円形~ 更け杉,上面 ド

面の区別がつきにくい (等面葉)。

花 序 肢生, 穂状花序 (7~10 花), 花柄長さ 2~3cm 。

花 がくは 5裂し,緑色,花弁は 5枚で, 白色,雄しべ 10本以下, 花の

直径 0.4~05cm, 花の長さ 07~0.8cm, 雄 しべは花弁 とほぼ同 じ長

さ 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 とっくり (花瓶 ) 型 , 直径 04~05cm, 長 さ 10~15cm, 黄緑色 ,

表面平滑, 光沢あり, コルク質, 水流により散布される。

樹種同定のキー .花は白色 (L‘zzfo〆m は赤色 ), 葉 は 0 0αodの“αに比べて

厚い。

近縁 種 , 類 似樹 種 .Lm “'2zzzem 腐すorβα,os わoγ“粥 odod の z銀

洲犠鳩t ^

備 考 .陸側の周縁部,比較的低塩分濃度の泥地に生育。
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15. Terminal/a catappa L. COMBRETACEAE （シクンシ科） 

I の p 軒 
' 

Amy 
「
⑨
上
 

和 名ーモモタマナ （コバテイシ） 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草木・木本等の区別 小高木～高木，~I2m。 

地上根,なし。 

樹 皮・灰色，平滑。 

葉 一互生，単菓，全縁，倒卵形，長さ～30cm,先端円形，乾期落菓する。 

花 序 頂生，穂状花序，長さ5'-'7cm~ 

花 かくは緑色，花弁は白色，花の直径0 3 cm~ 

種子タイプー普通種子。 

果 実・アーモンド型，板状の縁，長さ4-5cm,幅2'-'3 cm，緑色～赤紫1 

表面平滑，光沢あり，可食，水流により散布される。 
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15. 7Term無餌郷 cα如PPα L. COMBRETACEAE( シクンシ科 )

　　
一-- 四回四回1四

和 名 ・モモタマナ (コバテイシ)

区 分 .付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草木 ・木本等の区別 小高木~ 高木,~12m 。

地上根 .なし。

樹 皮 .灰色 , 平滑。

葉 .互生 ,単葉 ,全縁 ,倒卵形 ,長 さ~30cm, 先端円形 , 乾期落葉する。

花 序 頂生 , 穂状花庁 , 長 さ 5~7cm 。

花 かくは緑色, 花弁は白色, 花の直径 03cm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 ・ア ー モ ン ド型 , 板 状 の縁 , 長 さ 4~5cm, 幅 2~3cm, 緑 色 ~ 赤 紫 ,

表面平滑, 光沢あり, 可食, 水流により散布される。
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16. 加omoea pes-caprae LJSweet CONVOLVULACEAE （ヒルガオ科） 

雪 軒 m 幸 ⑨ 
和 名 グンハイヒルガオ 

区 分 付随的な構成種（mangrove associates) 

草本・木本等の区別，草木性のツル植物，飼匐する。 

地上根．なし。 

菓 互生，単葉，全縁，山羊の足跡や軍配の形に似る。 

花 序一両生花，腋生，単頂花序。 

花 一漏斗状花冠， ピンク色，花の直径10 cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実‘球形，さく果，直径1'-'2cm，茶褐色，表面革様。 

近縁種一ゆornoea aquatica, I, reptans, I gracWs 
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16, 如 omoe αpes-cαP地引 L.)Sweet CONVOLVULACEAE( ヒルガオ科 )

　　　　　　　　
和 名 グンハイヒルガオ

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本・木本等の区別 .苧木牡のツル植物, 雨旬する。

地上根 .な し。

葉 ・互生, 申葉, 全縁, 山羊の足跡や軍配の形に似る。

花 序 .両生花, 肢生, 申頂花庁。

花 .帰斗状花冠 , ピンク色 , 花の直径 1ocm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ・球形 , さく果 , 直径 1~2cm, 茶褐色 , 表面革様。

近 縁 種 .ゆ o“208α鱒 “頭 zm, ヱ rep如?zs,′ gm α‘な
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17. Excoecaria agallocha L. EUPHORBIACEAE （トウダイグサ科） 

国 0 ' 亜 11
ー
 

-

 

（
⑩
“
上
 

和 名 シマシラキ 

区 分 副次的な構成種(mmor components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，'-15 m ~ 

地I-根 なし。 

樹 皮 灰色，亀裂,皮目あり。 

葉 互生，単葉，全縁あるいは鈍頭きょ歯，楕円形，長さG'-'9cm，先端 

鋭形，葉柄2cm，付け根に腺（2-4 個），乾期落葉する。 

花 序一雌雄異花，肢生,穂状花序（尾状花序），雄花序長さ3'-'7cm,雌花 

序は雄花序より短い。 

花 単性花，かくは黄緑色，花弁は3枚で，白色，雄しべ3本，花の直 

径0.2 -'03cm, 

種子タイプ 普通種子。 

果 実‘球形,分離果（3裂），直径0.7 cm，緑色～黄緑色，表面革状。 

樹種同定のキーー乳液を出す。 

その他．乾期に落葉することか多い。 

HWS 

備 考一陸側，地盤高の高い場所に生育する。 
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17. Excoe 餌 r紅 α9餌 Zocねα L. BUPHORBIACEAE( トウダイグサ科 )

国回四囲属国1則
和 名 シマシラキ

区 分 副次的な構成種 (m・nor components)

草本 .木本等の区別 低木~ 小高木,~15mo

地 L根 なし。

樹 皮 灰色, 亀裂, 皮目あり。

葉 互生,単葉,全縁あるいは鈍頭きょ歯,楕円形,長さ 6~9om, 先端

鏡形, 葉柄 2cm, 付け根に腺 (2-4個), 乾期落葉する。

花 序・雌雄異花, 敵生, 櫨状花序 (尾状花序), 雄花序長さ 3~7cm, 雌花

庁は雄花序より短い。

花 単性花, かくは黄緑色, 花弁は 3枚で, 白色, 雄しべ 3本, 花の直

径 0.2~03cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ・球形 , 分離巣 (3製 ), 直径 0.70m, 緑色 ~ 黄緑色 , 表面革状。

樹種同定のキー .乳液を出す。

その他 .乾期に落葉することが多い。

鱒雪E兼

1三罵瞬ヨ回
備 考 .陸側, 地盤高の高い場所に生育する。
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18. Scaevola taccada (Gaertn.) Roxb. GOODENIACEAE （クサトベラ科） 

亜り ? マ 糾 P の 承 

和 名ークサトベラ 

草本・木本等の区別‘低木，-'3m~ 

葉 互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ20'-'25 cm，先端円形，多肉質。 

花 序，腋生，集散花序。 

花 ・両性花，花弁は5枚，下方向のみに展開，白色,内側に紫色の筋。 

種子タイプ，普通種子。 

果 実 球状，直径2-'4cm，緑色～黄緑色，成熟時白色，表面平滑。 

分 布 砂地なと掛水のよいところ，マレー半島～ハワイ。 

99

18. Scαeりo卿 tαccααα(Gaertn.)Roxb.GOODENIACEAE( クサ トベラ料 )

?四影
和 名 ・クサ トベラ

草本 ・木本等の区別 .低木 ,~3m 。

葉 互生 , 単葉 , 全緑 , 倒卵形 , 長 さ 20~25cm, 先端円形 , 多肉質。

花 序 .膝生, 集散花序。

花 ・両J円:花, 花弁は 5枚, 下方向のみに展開, 白色, 内側に紫色の筋。

種子タイプ .普通種子。

果 実 球状, 直径 2~4cm, 緑色~ 黄緑色, 成熟時白色, 表面平滑。

分 布 ,砂地なと制水のよいところ, マレー半島 ~ ハ ワイ。
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19. Caiophyllurn inophyllum L. GUTTIFERAL （オトギリソウ科） 

申 の ゾ
 

和 名 テリハホク（ヤラホ） 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草本・木本等の区別 小高木，-'12m, (30m)~ 

樹 皮 灰色，亀裂あり。 

葉 対生，単菓，全縁，楕円形～長楕円形，長さ12 -- 16 cm，先端円形， 

側脈平行。 

花 序，腋生，総状花序（5'- 15 花），長さ～15 cm~ 

花 両性花，花披片は8(-13）枚で白色，雄しへ多数，黄色，花の直径 

2'-3cm,尤香あり。 

種子タイプー普通種子。 

果 実ーピンポン球をやや小さくしたような球状，直径2-3cm，緑色，表 

面平滑。 

樹種同定のキー 細かい平行な葉脈，白色～黄色の乳液を出す。 

　　　

19. CαZo駆る諺 Z“〃ばれ呼ん〃“"m L.GUTTIFERAE( オ トギ リソウ料 )

影図1四国墓園
和 名 テリハホク (ヤラホ)

区 分 .付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~12m,(30m) 。

樹 皮・灰色, 亀裂あり。

業 対生 , 単葉 , 全線 , 楕円形 ~ 長楕 円形 , 長 さ 12~16cm, 先端円形 ,

側脈平ネJ。

花 ′字 .膝生 , 総状花序 (5~15 花 ), 長さ ~15cm 。

花 両社花,花波片は 8(~13) 枚で白色,雄しヘ多数,黄色,花の直径

2~3cm, 芳 香 あ り。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .ピンポン球をやや小さくしたような球状, 直径 2~3cm, 緑色, 表

面平滑。

樹種同定のキー 細かい平行な葉脈, 白色~ 黄色の乳肢を出す。
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20. Barringlonia asiatica (LJKurz LECYTHLDACEAE（サガリバナ科） 

乎 夫 軒 p の H . 
和 名 コパンノアシ 

区 分一付随的な構成種（man g丁ove associates) 

草本・木本等の区別 小高木，'-'1Gm, (2Gm)~ 

樹 皮 灰色～茶色，厚く荒い肌。 

葉 一互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ30'-40 CIII，先端円形，無柄，多肉 

質。 

花 序一頂生，総状花序“'-8 (D。 

花 ・両性花，かくは2 --'3 裂し，黄緑色，雄しべ多数，糸状，白色～ピン 

ク色,花の直径～10cm，夜間開花し,朝には花糸か落下する。 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 4 角錐様（碁盤の足様），直径10-15 cm，黄緑色～褐色，表面平滑, 

内部コルク状，水に浮かんて散布される。 

近縁種 Barrzngtonia incemosa 

　　　

20. βαrriルタtom ααsぬ tim(L.)Kurz LECYTHIDACEAB( サガ リバナ科 )

　　　　　　　　　
和 名 コバ ンノアシ

区 分 ・付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~1om,(20m) 。

樹 皮 灰色 ~ 茶色, 厚く荒い肌。

葉 .互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長 さ 30~40cm, 先端円形 , 無柄 , 多肉

質。

花 序 .頂生, 総ギ大化序 (4~8 花)。

花 ・両性花 , か くは 2~3 裂 し, 黄緑色 , 雄 しべ多数 , 糸状 , 白色 ~ ピン

ク色, 花の直径~1ocm, 夜間闇化し, 朝には花糸か落下する。

種子タイプ 普通種子。

果 実 4角錐様 (碁盤の足様),直径 10~15em, 黄緑色~ 褐色,表面平滑,

内部コルク状, 水に浮かんて散布される。

近縁 種 βα“ ;〃gfomq?uc のフm 縦
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21 Barrinytonia racemosa (L.) Spreng. 

ナ科） 

? , 

LHCYTIIIDACEAE （サガリバ 

A
 

ノ
g
 P 田

 和 名 サガリバナ 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別 小高木，~1om。 

樹 皮 灰色～茶色，荒い肌。 

葉 互生，単葉，きょ歯，倒卵形～披針形，長さ20'--30 cm，先端円形， 

多肉質，葉柄1 cm, 

花 序一頂生または腋牛，総状花序，長さ40'-50 cm,垂下する。 

花 両性花，かくは4裂し，黄緑色，雄しべ多数,糸状，白色～ピンク 

色，花の直径～2cm，夜間開花し，朝には花糸は落下する。 

種子タイプー普通種子。 

果 実 紡錘形（4 稜または溝），黄緑色，表面平滑，内部コルク状。 

近縁種 Barrzngtonza astatica 

　　　

21 βαrr顔9Zoれ加 地 cemos α (L.)Spreng. LECYTHIDACEAE( サガ リパ

ナ科)

　　　　　　　
和 名 ・サガ リバナ

区 分 ィ・“随的な構成種 (mangrove aもsoclates)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~1om 。

樹 皮 灰色~ 茶色, 荒い肌。

葉 互生 , 単葉 , きょ歯 , 倒卵形 ~ 披針形 , 長 さ 20~30cm, 先端円形 ,

多肉質 , 葉柄 lcm 。

化 序 .頂生または月夜4, 総状花序, 長さ 40~50cm, 垂下する。

花 ・両性花 , か くは 4裂 し, 黄緑色 , 雄 しべ多数 , 糸状 , 白色 ~ ピンク

色, 花の直径~2cm, 夜間開花し, 朝には花糸は落下する。

種子タイプ・普通種子。

果 実 紡錘形 (4稜または溝), 黄緑色, 表面平膚, 内部コルク状。

近 縁 種 βの mzg 幻粥ααsZQZZCα
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22. Caesaipinia bondue (L.) Roxb. LEGUMINOSAE (マメ科) 

図I 回の 本 H 
和 名ーカェサルピニア ホンドウク 

区 分，副次的な構成種（minor components) 

草本・木本等の区別 ッル植物。 

葉 対生，2回羽状複葉I 長さ～im，小葉全縁，楕円形，左右非対称， 

長さ2-4cm,先端のぎ形。 

花 序 腋生，総状花序，長さ～50 cm~ 

花 単性花，黄色に赤い縞模様あり，雄しべ10 本。 

種子タイプ，普通種子。 

果 実一莢状，楕円形，緑色～褐色，長さ6-9cm，幅6'-9cm，鉤状の棘に 

おおわれる。莢内に卵形で灰色の種子1'-'2 個。海流によって散布さ 

れる。 

近縁種 Caesaゆinta citsia 

樹種同定のキー ツルはよく発達し，茎，莢は鉤状の棟に覆われる。マンク 

U -ブ林縁部の荒れ地に繁茂する。C crzs加（ナンテンカズラ）は棘 

かない。 

　　　

22. C僻 s郷国塀α boルα“c(L.)Roxb.LEGUMINOSAE( マメ科 )

剛四励図回i剛
和 名 ・カエサル ピニア ホンドゥク

区 分 .副次的な構成種 (minor components)

草本・木本等の区別 ツル植物。

葉 対生,2 回羽状複葉, 長さ~im, 小葉仝縁,楕円形, 左右非対称,

長 さ 2~4cm, 先端のぎ形。

花 序 廠生 , 総状花序 , 長 さ~50cm 。

花 単牡花, 黄色に赤い縞模様あり, 雄しべ 10本。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .英状 , 楕円形 ,緑色 ~ 褐色 , 長 さ 6~9cm, 幅 6~9om, 釣状の顔 に

おおわれる。英内に卵形で灰色の種子 1~2 個。海流によって散布さ

れる。

近縁種 CQe細めmm の zS奴

樹種同定のキー ツルはよく発達し, 茎, 英は釣状の糠に覆われる。マンク

ローブ林縁部の荒れ地に繁茂する。C cns銀 (ナンテンカズラ)は疎

かないo
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23 Derris trifoliata Lour. LEGUMINOSAE (マメ科) 

世序 国 
和 名ーシイノキカズラ （タイワンギョ トウ） 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本‘木本等の区別ーッル植物。 

葉 互生，複葉，小葉3 (,-.,5）枚，全縁，楕円形，先端鋭形。 

花 序一穂状花序，長さ～20 cm~ 

花 両性花，白色～薄ピンク色，花の長さlcm0 

種子タイプ 普通種子。 

果 実一薄い莢状，黄緑色～褐色，厚さ0 1-0 2cm，長さ3'-'4cm，表面に 

しわかある。 

24. Pon gum/a pinnata L .) Pierre LEGUMINOSAE（マメ科） 

鵬 ~軒 
I 

~ 0 
和 名 クロョナ 

区 分 付随的な構成種(mangrove associates) 

草本・木本等の区別一小高木，-15m, (25m)~ 

葉 互生，複菓，小菓5~7 枚，全縁，卵形～楕円形，長さ10-S t5 cm, 

先端鋭形。 

花 序 腋生，不規則な円錐花序,長さ20 --25 coi~ 

花 両性花，紫色，花の長さ2 cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 史一莢状，楕円形，緑色～褐色，長さ4'-Gcm,莢内に種子1個。 

　　　

23 DerrZs かがoZIQ畝 Lour. LEGUMINOSAE( マメ料 )

　　　　　　　　　
和 名 ・シイノキカズラ (タイワンギ ョトウ)

区 分 付随的な構成種 (mangrove associates)

草本・木本等の区別 ・ツル植物。

菓 互生, 複葉, 小葉 3(~5) 枚, 全縁, 楕円形, 先端鋭形。

化 序 ・穂状花序 , 長 さ~20cm 。

花 両性花 , 白色 ~ 薄 ピンク色 , 花の長 さ lcm 。

種子タイプ ,普通種子。

果 実 .薄い爽状 , 黄緑色 ~ 褐色 , 厚さ 01~02cm, 長 さ 3~4cm, 表面 に

しわがある。

24. Pのる夕α“;‘αPi““αね (L.)Pierre LEGUMINOSAE( マメ科 )

週掛図四囲
和 名 クロョナ

区 分 付随的な構成種 (mangrove absoclates)

草本 ・木本等の区別 ・小高木 ,~15m,(25m) 。

業 互生 , 複葉 , 小菜 5~7 枚 , 全縁 , 卵形 ~ 楕円形 , 長 さ iQ~15cm,

先端鋭形。

花 序 臓生, 不規則な円錐花序, 長さ 20~25cm 。

花 両性花 , 紫色, 花の長 さ 2cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 丈 ・英状 , 楕円形 , 緑色 ~ 褐色 , 長さ 4~6cm, 英内に種子 1個。
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25. Pemphis acidula J.R. Fm-st. & G. Forst. LYTHRACEAE (ミソハギ 

科） 

叫 目回困 S -J 亜
 

和 名‘ ミズガンピ 

区 分，副次的な構成種(minor components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木，-4 m , (10 rn)~ 

」也L根．なし。 

樹 皮一明るい灰色～茶色，幹方向に亀裂，はかれ，老木で顕著。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形～倒卵形，長さ1'-'3cm,先端円形～鈍い 

鋭形，多肉質，葉厚～03cm~ 

花 序 腋生，集散花序（1~4花）。 

花 一かくは12 裂し，緑色，花弁は6枚て，白色，雄しべ12 (-'18)，花 

の直径0 7-'lOcm~ 

種了タイプ 普通種子。 

果 実 蓋付きの足っきグラス様，直径03'-'0 5cm，長さ10cm,黄緑色， 

表面微毛，1個の果実中に20-30 個の非常に小さい種子を産す。 

d 

HWS 

備 考 砂浜によく見られる。 

　　　

25. Pemp ′↓Zs αciα肌α J.R.Forst.& G.ForsL. LYTHRACEAE( ミソハ ギ

　　

　　　　　　　　　
和 名 ・ミズガンピ

区 分 .副次的な構成種 (minor components)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~4m,(1om) 。

地 仁根 .な し,。

樹 皮・明るい灰色~ 茶色, 幹方向に亀裂, はかれ, 老木で顕著。

葉 .対生 , 単葉 ,全縁 , 楕円形 ~ 倒卵形 , 長さ 1~3cm, 先端 1 形 ~ 鈍 い

鋭形 , 多肉質 , 葉厚 ~03cm 。

花 序 廠生, 集散花序 (1~4 花)。

花 .か くは 12裂 し, 緑色 , 花弁は 6枚て , 白色 , 雄 しべ 12(~18), 花

の直 径 07~1ocm 。

種子タイプ 普通種千。

果 実 蓋付 きの足つきグラス様 , 直径 0,3~05cm, 長さ 1ocm, 黄緑色 ,

表面微毛,1 個の果実中に 20~30 個のラヒ常に小さい種子を産す。

納傷鮎、ば{

備 考 砂浜によく見られる。
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26. Hibiscus tiliaceus L. MALVACEAE （アオイ科） 

C 委囚園 軒 ' ④
上
 

和 名，オオハマボウ 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草木‘木本等の区別 低木～小高木，'-'6 m , (15 rn)~ 

葉 ・互生，単葉，全縁,広心臓形，長さ10'--'lS cm，先端鋭形，下面白色， 

毛あり。 

花 序・脹生，単頂花序，葉脹から生ずる。 

花 一両性花，かくは5裂し，緑色，花弁は5枚で,黄色，柱頭は5裂し 

紫褐色 花の直径8~1ocm~ 

挿子タイプ 普通種子。 

果 実 さく果,球形，緑色～褐色，直径2'-'3cm, 5 つに裂開する。 

樹種同定のキーー杜頭紫褐色，5裂，葉はThespasia populnea に比べ薄く， 

幅広で短毛かある。 

類似樹種 Thespesta populnea 

26. "ibiscαs fiZ如 ce"s L. MALVAC 日AE( アオイ料 )

?回顔圏四国幸
和 名 .オオハマボウ

区 分 ・付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草木 ・木本等の区別 ・低木 ~ 小高木 ,~6m,(15m) 。

栄 ・互生 ,単葉 ,全縁 ,広心臓形 ,長さ 10~15cm, 先端鋭形 , 下面白色 ,

毛あり。

花 序・蔽生, 単頂花序, 葉班長から生ずる。

花 .両性花, かくは 5裂し, 緑色, 花弁は 5枚で, 黄色, 杵頭は 5裂し

紫褐色 , 花の直径 8~locmo

種子タイプ 普通種子。

果 実 さく巣 , 球形 , 緑色 ~ 褐色 , 直径 2~3cm,5 つに製間する。

樹種同定のキー .*主頭紫褐色 ,5 裂 , 葉は TんgspgsmPo 霞めzeαに比べ薄 く,

幅広で鰯毛かある。

類似樹種 刀・espesm po汐叱りz郷
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27. Thespesia populnea L.) Sol ex Corr6a MALVACEAL（アオイ科） 

? マ 軒 0 A 幸 

和 名ーサキシマハマポウ 

区 分一付随的な構成種（mangrove associates) 

草木・木木等の区別 低木～小高木，~8m。 

菓 一互生，単葉,令縁，心臓形，長さI5'-'20cm, 

無毛，黄色い葉脈が顕著。 

花 序．腋生，単頂花序，葉腋から生ずる。 

花 両性花，かくはカップ状で，緑色，花弁は5枚て，黄色，柱頭は合 

着し黄色，花の直径8-dO cm~ 

種子タイプ・普通種子。 

果 実 さく果，球形，緑色～褐色，直径2-'3cm，表面平滑，不規則に割れ 

崩れる。 

樹種同定のキーー柱頭黄色，葉はH功iscus tthaceus に比ぺ厚く無毛，先端 

がより鋭線形。 

類似樹種 Hibiscus tiliaceus 

先端鋭先形，表面平滑， 

ノリア

27. 71れespes賜 POP 謬れeα (L.)SOI. e×Correa MALVACEAB( アオイ科 )

四囲図四国1
和 名 ・サキ シマハマボウ

区 分 .付随的な構成種 (mangrove associates)

草本・木本等の区別 低木~ 小高木,~8m 。

葉 .互生 , 単葉 ,全縁 ,心臓形 ,長 さ 15~20cm, 先端瀞a先形 ,表面平滑 ,

無毛, 黄色い葉脈が顕著。

化 序 .股生, 甲頂花序, 葉廠から生ずる。

花 ・両性化, かくはカップ状で, 緑色, 花弁は 5枚て, 黄色,ネ上頭は合

着 し黄色 , 花の直径 8~loom 。

種子タイプ・普通種子。

果 実 さく巣,球形,緑色~ 褐色,直径 2~3cm, 表面平滑,不規則に割れ

崩れる。

樹種同定のキー .柱頭黄色 , 葉 は "zozふ伽 s z乙‘zqcgz特 に比べ厚 く無毛 , 先端

がより鋭線形。

類 似樹 種 旦乙bzsc婚 錫 zqcg“s



28. Xyiocarpus granatum Koen. MELIACEAE （センダン科） 

警 p 0 鵬 
⑨
上
 

C 和 名ーホウカンヒルギ fべ、 

区 分 
主要な構成種（major components) 、ン 

草木‘木木等の区別一小高木（-'8 m )~ 

地上根 板根およひリポン状根。 

樹 皮一赤褐色，なめらか，樹皮は不規則にはかれその部分は緑色～黄色。 

菓 ．互生，複葉，小葉は通常2対，今縁，楕円形～倒卵形，長さ7'-'12 

cm，先端円形。 

花 序，腋LI または頂生，円錐花序（8'-20 花），長さ～6 cm~ 

花 中性花，がくは4 裂し，淡黄色～薄緑色，花弁は4枚で白色～薄緑 

色,雄しぺはチューブ状に合着し白色，花の直径10-' 12 cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実・球状，直径15'-'20cm,黄褐色～茶色，表面革様，重量1'-2kg,種 

子数6-16個，水に浮く。種子の形態から英語でパズルフルーツと 

呼はれる。 

樹種同定のキー よく発達した板根，曲かりくねったリボン状の根，大きな 

固いメロンのような黄褐色の実，葉の先端円形。 

近縁種 Xylocarpus moluccensis,Xruniphu 

HWS 

備 考一河岸，内陸側の低塩分濃度の立地を好む。 

　　　

28. X"Zoc α叩 "sgr α元α棚 m Koen.MELIACEAE( センダン料 )

園園四国璽1圏回国拳

　　　　　 　　　　　 　
草本・木本等の区別 .小高木 (~8m) 。

地上根 板根およびリボン一大根。

樹 皮・赤褐色, なめらか, 樹皮は不規則にはかれその部分は緑色~ 黄色。

葉 .互生, 複葉, 小葉は通常 2対, 全縁, 楕円形~ 倒卵形, 長さ 7~12

Cm, 先端円形。

ィと 序 .臓生または頂生, 円錐化序 (8~20 花), 長さ~6Cm 。

花 中性花, がくは 4裂し, 淡黄色~ 薄緑色, 花弁は 4枚で白色~ 薄緑

色 , 雄 しべはチューブ状に合着 し白色 , 花の直径 10~12cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ・球状 , 直径 15~20cm, 黄褐色 ~ 茶色 , 表面革様 , 重量 1~2kg, 種

子数 6~16 個 , 水 に浮 く。種子の形態か ら英語でパズルフルーツと

呼ばれる。

樹種同定のキー よく発達した板根, 曲がりくねったリボン状の根, 大きな

固いメロンのような黄褐色の実, 葉の先端円形。

近 縁 種 Xy わcαか 2‘" フ20‘2‘cc872szs,X r"?'2P/似

　　　　　　　　
HWS

備 考 .河岸,内陸側の低塩分濃度の立地を好む。
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29 Xylocarpus moluecensis (Lam.) Roem. MELIACHAE Ctンダン科) 

圏 A 0 鵬 」 
一I ＝ー 夫 

[ci 和
 

名ーニリスホウガン 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木木等の区別 小高木，'-8m, (15m)~ 

地上根 小さな板根， リポン状根および通気根（小杭状）。 

樹 皮 赤褐色～黒褐色，縦力向に亀裂。 

葉 互生，複葉，小菓は通常2~3 対,全縁，楕円形～長楕円形，長さ5 

'-'9 cm，先端鋭形。 

花 序一腋生または頂生，円錐花序(10'-'35 花），長さ～6cm~ 

花 一単性花，かくは4裂し，淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で，白色～薄 

緑色，雄しべはチューブ状に合着し白色，花の直径0 8'-' 10 cm~ 

種子タイプ，普通種子。 

果 実一球状，直径～10cm，緑色，表面革様，種子数4'-'lO 個，水に厚く。 

種子の形態から英語でパズルフルーツと呼ばれる。 

樹種同定のキー 曲かりくねったリホン状の根と小杭状の通気根，果実は 

X granatun に比べて小さく，緑色，菓の先端鋭形。 

近縁種‘Xyie cc.ゆus granatum, X rump lw.~ 

井 本樹種はX meco l-gens is と呼ばれることもある。 

HWS 

備 考 河岸，内陸側の低い塩分濃度の地域を好む。 

29 ズ郡 om 中郷 mo‘"cce′isfs(Lam,)Roem, MELIACEAE( センダン料 )

四囲四囲園回国1図
蟹簾会議 も。…--。, 圃
草本 ・木木等の区別 小高木 ,~8m,(15m) 。

地」二根 小さな板根, リボン状根および通気根 (小杭状)。

樹 皮 赤褐色~黒褐色,縦方向に亀裂。

葉 互生, 複葉, 小葉は通常 2~3 対,.全縁, 楕円形~ 長楕円形, 長さ 5

~9cm, 先端鋭形。

花 序 .廠生または頂生 , 円錐花序 (10~35 花 ), 長 さ~6cm 。

花 ・単性花, かくは 4裂し, 淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で, 白色~ 薄

緑色 , 雄 しべはチューブ状に合着 し白色 , 花の直径 08~locm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 ・球状 , 直径 ~1ocm, 緑色 , 表面革様 , 種子故 4~10 個 , 水に浮 く。

種子の形態から英語でパズルフルーツと呼ばれる。

樹種同定のキー 曲かりくねったリホン状の根と小杭状の通気根, 果実は

X g若鯛 鯛銘m に比べて小さく, 緑色 , 葉の先端鋭形。

近 縁 種 .Xy に cqゆ 2‘sg γの2α顔粥 ,X mmP カヱ;。

件 本樹種 は X ?れeco'2作れ親s と呼ばれることもある。

濯げ11蔓熱、1,

　　　　　HWS

備 考 河岸, 内陸側の低い塩分濃度の地域を好む。
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30. Xylocarpus rurnphti (Kostel.) Mabb. MELIACEAE （センダン科） 

I 
C 警A 巨1 0 鵬 

－
⑨
上
 

和 名 ザイロカルプス ルンフィ （シロカルプス ルンフィ） 

区 分一主要な構成種（major components) 

草本・木木等の区別，小高木，~6m，根ぎわから複数の幹。 

地上根 なし。 

樹 皮一茶色，縦方向に細くはかれる。 

葉 互生，複葉，小菓は通常3-4対，全縁，卵形～心臓形,長さ7'-'12 

cm，先端鋭形～鋭先形。 

花 序 肢生または頂生，円錐花序，長さ～12 cm~ 

花 一単性花，かくは4 裂し，淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で，白色～薄 

緑色，雄しべはチューブ状に合着し白色，花の直径0 8'-'l 0cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 球状，直径～Scm，緑色，表面光沢あり，種子数4'---lO 個，水に浮 

き散布される。組合わさった種了の形態から英語でパズルフルーツ 

と呼ばれる。 

樹種同定のキー 複数の幹，地上根なし，果実はxgmnaturn に比へて小さ 

く1 緑色，小葉は通常3-4 対。 

近縁種 Xytocarpus granatuin, X inaluccensis 

HWS 

備 考 満潮水位よりやや高い位置の砂浜に生育する。 

　　　

30. ズメ ocα中“s mmp 厩 i(Kostel.)Mabb. MBLIACEAE( セ ンダン料 )

歴1調“四回国四囲図
和 名 ザイロカルプス ルンフィ (シロカルプス ル ンフィ)

区 分 .主要な構成種 (major components)

草本・本木等の区別 .小高木,~6m, 根ぎわからネ夏数の幹。

地上根 ,な し。

樹 皮 .茶色, 縦方向に細くはかれる。

葉 互生, 複葉, 小葉は通常 3~4 対, 全縁, 卵形~ 心臓形, 長さ 7~12

cm, 先端鋭形~ 鋭先形。

花 序 膝生または頂生, 円錐花序, 長さ~i2cm 。

花 ・単性花, かくは 4裂し, 淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で, 白色~ 薄

緑色 , 雄 しべはチューブ状 に合着 し白色 , 花の直径 08~1ocm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 球状, 直径~8cm, 緑色, 表面光沢あり, 種子数 4~10 個, 水に浮

き散布される。組合わさった種了の形態から英語でパズルフルーツ

と呼ばれる。

樹種同定のキー 複数の幹 , 地上根 な し, 果実 は Xg 〆mm ‘2‘m に比へて小 さ

く, 緑色 , 小葉 は通常 3~4 対。

近 縁 種 Xy‘ocαめ婚 gm れα粥“ X mo ‘"cce′zszs

　　　　　　
HWS

備 考・満潮水位よりやや高い位置の砂浜に生育する。
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31 Aegiceras corniculatum (L.) Blanco MYRSINACEAE（ヤブコウジ 

科） 

? 亜 01の 

和 名ーッノヤブコウジ 

区 分一副次的な構成種（minor components) 

草木・木本等の区別 低木～小高木，"-'3m, (Sm )~ 

地上根 なし。 

樹 皮一赤褐色，なめらか。 

葉 一互生，単菓，全縁，倒卵形～楕円形，長さ5'-' 10 cm, 

形，塩類腺を持っ。 

花 序 頂生，散形花序（8 -'16 花）。 

花 かくは5裂し，緑色，花弁は5枚て，白色，花の直径0,4'-0 5cm, 

長さ05'-'OGcm,花柄～05cm，小花柄lcm, 

種子タイプ 半胎生種子。 

果 実 棒状てカーブする，直径07cm，長さ4-Scm，果皮は緑色，成熟す 

ると赤みを帯ひる，表面平滑， ト垂する（庄 瓢軸ではない）。 

樹種同定のキーー果実か総状にぶら下かる，葉はA Jloridum より大きい。 

近縁種，類似樹種一Aegzceras Jioridum, Avwennza marina, A lanata 

半 

先端円形～「川 

4 
~ 、 

HWS 

備 考一河岸，高塩分農度の立地に適応。 

31 Aegicems comic 諺鯛“肌 (L.) B1anco MYRSINACEAE( ヤブコウジ

　　

回回避掛図1凶四図-圏図1
和 名 .ツノヤブコウジ

区 分 ・副次的な構成種 (minor componcnts)

草本 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~3m,(5m) 。

地上根 なし。

樹 皮 .赤褐色 , なめらか。

葉 ・互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 ~ 楕円形 , 長 さ 5~1ocm, 先端円形 ~「ul

形, 塩類腺を持つ。

花 序 頂生, 散形花序 (8~16 花)。

花 か くは 5裂 し, 緑色 , 花弁は 5枚て , 白色 , 化の直径 0,4~05cm,

長 さ 05~060m, 花柄 ~05cm, 小 花 柄 lcm 。

種子タイプ 半胎生種子。

果 実 ,棒状てカーブする,直径 07cm, 長 さ 4~5cm, 果皮 は緑色 ,成熟す

ると赤みを帯ひろ, 表面平滑, ト垂する (住 獅軸ではない)。

樹種同定のキー .果実か総状にぶ ら下かる, 葉 は A 月ond〃''2より大 きい。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 .Aggzcgms 月ond 〃“2,A 侃cam 鎚α m αmm,A ‘mm 粥

　　　　　　HWS

備 考・河岸, 高塩分濃度の-立地に適応。
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32 Aegiceras 伽ridum Room. & Schult. MYRSINACEAE（ヤブコウジ 

科） 

/ mi回国 P 軒 マ （
助
上
 

和 名 アェギセラス フロリ トウム 

区 分 副次的な構成種（minor components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，-'5 m ロ 

地上根一なし。 

樹 皮 赤褐色，なめらか。 

菓 一互生，単葉，全縁，倒卵形，長さ3'-'6cm，先端円～凹形，塩類腺を 

持っ。 

花 序一頂生，総状花序（8-iS 花）。 

花 ‘かくは5裂し，緑色，花弁は5枚で，白色，花の長さ04cm，花柄 

'-'2 cm，小花柄05cm~ 

種子タイプー半胎生種子。 

果 実 棒状でわすかにカーブする， トウカラシ様，直径07cm，長さ2'-3 

cm，果皮は緑色，成熟すると赤みを帯びる，表面平滑， 直立する 

（注一胚軸ではない）。 

樹種同定のキー 果実下垂せず，葉，花など各部ともA corniculatum より 

小さめ。 

近縁種，A己g・icarus corn iculatum, Avicennia marina, A lanata, Osbornia 

octodonta 

HWS 

備 考 砂兵，河岸，高塩分濃度の立地に適応。 

　　　

32 4e"Zcer αs "orid“肌 Rocm.& Schult. MYRSINACEAE( ヤブコウジ

科)

回国回避1回1圏四囲顔
和 名 ・アエギセ ラス フロ リトゥム

区 分 副次的な構成種 (m・nor components)

草本・木本等の区別 ,低木~ 小高木,~5mo

地上根 .な し。

樹 皮 赤褐色, なめらか。

葉 .互生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長さ 3~6cm, 先端円 ~1明彦, 塩類腺を

持つ。

花 序 .頂生, 総状花序 (8~16 花)。

花 .か くは 5裂 し, 緑色 , 花弁 は 5枚で , 白色、花の長 さ 04cm, 花柄

~2cm, 小 花柄 05cm 。

種子タイプ .半胎生種子。

果 実 棒状でわすかにカーブする, トゥカラシ様 , 直径 07cm, 長さ 2~3

cm, 果皮は緑色, 成熟すると赤みを帯びる, 表面平滑, 直立する

(注 .握軸ではない)。

樹種同定のキー 果実下垂せず , 葉 , 花など各部 とも A comzc “Z解"m より

小 さめ。

近 縁 種 .AB 部 cems coγ77に“ 諺 銘m,AUZ 惚 れれ乙α “2αれ "α,A 粥“α殻 ,osbo γ?2m

湘雫製、

1三罵唇諸国,
備 考 砂浜, 河岸,高塩分濃度の立地に適応。
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33. Osbornia octodonta F. Muell. boc. cit. MYRTACEAE（フトモモ科） 

の P ゾ ⑩
上
 

和 名ーオスホルニア オクトドンタ 

区 分 副次的な構成種（minor componenis) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，'-'5m, (Gm )~ 

地上根一なし。 

樹 皮一灰色～茶色，繊維質。 

葉 一対生，単葉，全縁，倒卵形，長さ2-Gcm，先端円形，表裏の区別か 

つきにくい。 

花 序 腋生，集散花序（1 '-3 花）。 

花 かくは円錐形で，S裂し，黄緑色，農い微毛に覆われる，花弁なし， 

雄しべ多数(-'48）で白色，花の直径0 5 cm，長さ07cm~ 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 ふくらんだ円錐形，直径05cm，長さ07cm,果皮黄緑，表面農い 

微毛，種子1個。 

樹種同定のキー 葉はLumniたera に比べ薄くなめらか。 

類似樹種一Lunznitzer Zittorea, L racernosa, Aegzceras 加rid urn 

HWS 

備 考 高塩分農度の立地に適応。 

　　　

33. osbor 縦α ociodo れtα F.Muell.loc.cit. MYRTACEAB( フ トモモ科 )

圏1副巡歴1回剛副
和 名 .オスホルニア オク トドンタ

区 分 ・副次的な構成種 (mlnor componen ーs)

草本 ・木本等:の区別 低木 ~ 小高木 ,~5m,(6m) 。

地上根 .なし。

樹 皮 .灰色~ 茶色, 繊維質。

葉 ・対生 , 単葉 ,全縁 , 倒卵形 , 長さ 2~6cm, 先端円形 , 表裏の区別か

つ きにくい。

花 序 順生, 集散花序 (1~3 花)。

花 かくは円錐形で,8 製し, 黄緑色, 濃い徴毛に覆われる, 花弁なし,

雄 しべ多数 (~48) で白色 , 花の直径 05cm, 長さ 07cm 。

種子タイプ 普通種子。

果 実 ,ふくらんだ円錐形, 直径 05cm, 長さ 07cm, 果皮黄緑, 表面殺い

微毛, 種子 1個。

樹種同定のキー 葉は友‘mm 渚em に比べ薄くなめらか。

類 似樹 種 ・L膨mm ‘zg“ 肌餅 @α,L mce “20sα,Aegzcerm 月ond"? “

羅系鰍

　　　　　
HWS

備 考 高塩分濃度の立地に適応。
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34. Bra guiera cylindrica Blume R}JIZOPHORACEAE（ヒルギ科） 

1 ~ 
回 1 糾／ 

和 名ーシロパナヒルギ 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 小高木,-6 in, (18 rn)~ 

地上根一膝根，小さな板根。 

樹 皮一灰色，比較的平滑。 

葉 対生，単菓，全縁，楕円形，長さS'-l6cm，先端鋭先形，菓柄15 

cm. 

花 序一腋生，集散花序（3花），花柄lcm0 

花 両性花，かくは8裂し，黄緑色，花弁は8枚で,白色，花の直径1 

cm，長さ08-'10crn~ 

種子タイプ 胎生種子。 

果 実 棒状，直径05-1.0cm，長さ10-' 15 cm,緑色～紫かかった緑色， 

表面平滑，がく片は反曲,胚軸はかく（果実）をつけたまま落下す 

る。 

樹種同定のキー 小さく白い花，胚軸はBrugutera parv&floia より太く短い， 

がく片は反曲する。 

近縁種，類似樹種 B , parrプore, B gymnorrhzza, B. sexangra, Kandelia 

candel,Rh泳功hora sかlose,R apiculam R lamar/ut 

HWs 

備 考 マングローブ林内や新しく土壌か堆積して形成された立地に群落を 

形成する。 

　　　

34. βmg αZerα c"Z加 dricα B1ume RHIZOPHORACEAB( ヒルギ科 )

国璽四四囲圏四囲園
和 名 .シロバナヒルギ

区 分 千要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 小高木 ,~6m,(18m) 。

地 -ヒ根 .膝根 , 小 さな板根。

樹 皮 .灰色, 比較的平滑。

葉 対生, 単葉, 全縁, 楕円形, 長さ 8~16cm, 先端鏡光彩, 葉柄 15

Cm 。

花 序 .殿q:, 集散花序 (3花), 花柄 ICm 。

花 肉件花, かくは 8裂し, 黄緑色, 花弁は 8枚で, 白色, 花の直径 I

Cm, 長 さ 08~locm 。

種子タイプ ,胎生種子。

果 実 棒状 , 直径 05~1,OCm, 長さ 10~15cm, 緑色 ~ 紫かか った緑色 ,

表面平滑,かく片は反曲,雁柚はかく (果実) をつけたまま落下す

る。

樹種同定のキー 小 さく白い花 ,雁軸 はβγ“gmemPQ か扉o7αより太 く短い,

がく片は反曲する。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 β,P αγりz月om,B g)′“2れoγ“zz粥 ,B.sex の zgm,K α“dB‘zα

cαれdB乙,R 履 zoカカom " “ osα,R QPZC 粥α粥 ,R 卿 mqr 恋 z

　　　　　
HWS

備 考 マングローブ林内や新しく土壌か堆積して形成された立地に群落を

形成する。
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35, Bruguiera gyrnnorrhiza (L.) Lam. RHIZOPHORACEAE （ヒルギ科） 

, 医「 A ノ 
和 名 オヒルギ（ベニガクヒルギ） 

区 分 土要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別一低木～高木，'-20m, (30m)~ 

地上根 膝根，板根（土壌中や土壌表面近くでは支柱根様の形態をとる場合 

もある）。 

皮 暗灰色～黒色，荒い肌，皮目あり。 

対生，単菓，个縁，楕円形，長さ8~15 cm，先端鋭先形，葉柄2 cm~ 

序’腋生，単頂花序，花柄1~2cm，垂下する。 

両性花，かくは10'-'14 裂し赤色，花弁は白色～褐色，先端鋭先形， 

3本の花糸あり，花の長さ3-5 cm~ 

樹
 
葉
 
花
 
花
 

種子タイプ・胎4種子。 

果 実 棒状，直径1 7---2 0cm,長さ20'-'30 cm,緑色～紫かかった茶色 

（成熟時），表面平滑，胚軸はかく（果実）をつけたまま落ドする。 

樹種同定のキーー葉先端鋭先形，葉の裏面に黒色の点なし（Rhizophora 属で 

は葉の先端がのぎ形で葉の裏面には多数の小さな黒色の点あり）, 

花弁先端3木の花糸(B sexangra では花糸なし）。 

近縁種，類似樹種 βrugutera sexangra, B parviflora,βcytindrica 

ー
 
ー
 
ー
 
I
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 

HWS 

備 考 ングローフ林内の比較的高い地盤高を好む。 

　　　

35. βr"9"‘emg"' “れo浮間zα {L.)Lam. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

fT]弱国回き閉園四国皿
和 名 オヒルギ (ベニガクヒルギ)

区 分 土要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 ・低木 ~ 高木 ,~20m,(30m) 。

地上根 膝根, 板根 (土壌中や土壌表面近くでは支柱根様の形態をとる場合

もある)。

樹 皮 晒灰色~ 黒色, 荒い肌, 皮白あり。

葉 対生 ,単葉 , 縁 ,楕円形 , 長 さ 8~15cm, 先端鋭先形 ,葉柄 2cm 。

花 序 .廠生 , 帯頂花序 , 花柄 1~2cm, 垂下す る。

花 .両性花, かくは 10~14 裂し赤色, 花弁は白色~ 褐色, 先端鏡先形,

3本の花糸あり, 花の長 さ 3~5cm 。

種子タイプ・脂4 種子。

果 実 ,棒状 , 直径 17~20cm, 長 さ 20~30cm, 緑色 ~ 紫かか った茶色

(成熟時),表面平滑,雁軸はかく (果実) をつけたまま落ドする。

樹種同定のキー・葉先端鋭先形,葉の裏面に黒色の点なし (R初zopぬom 属で

は葉の先端かのぎ形で葉の裏面には多数の小さな黒色の点あり),

花弁先端 3本の花糸 (β 鱒期“gm では花糸なし)。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 βγ"g“zero sexα“郡α,β Pのり卵 om, 慮 c)ぬれの にα

備 考 ,マングローフ林内の比較的高い地盤高を好む。
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36. Bruguiera parviflora (Roxb.) Wight & Ant. ex Grill'. RHIZOPHO-

RACEAE （ヒルギ科） 

,1 国 I ゾ A 国ノ 
和 名ー ヒメヒルギ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草木・木本等の区別一小高木，-6 m , (24 rn)~ 

地上根 膝根，小さな板根。 

樹 皮 灰色と茶色のまたら斑。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形，長さ4'-9 cm，先端鋭先形，葉柄lcm0 

花 序 腋生，集散花序（3-4 花），花柄2 cm, 

花 ’両性花，かく8裂し黄緑色，花弁は8枚で白色，花の長さ06-do 

crn，開花直後は直立。 

種子タイプ 胎り」種了。 

果 実，棒状，直径0 5-l0crn, 長さ15-20 cm,黄緑色，表面平滑，かく 

片は細く短く肝軸に付着，』丞軸はかく（果実）をつけたまま落ートす 

る。 

樹種同定のキー 小さく白い花，』不軸はBruguiera cylindrica より細くて長 

し、。 

近縁種，類似樹種 B72娼uze?a Cytin drica,B一gyinnorrhiza,B.sexal昭rra 

HWS 

備 考一河岸，陸側の林縁部，比校的低地盤高に生育。 

　　　

36. βr"○“ierα Pαrメガorα (Ro ×b.)wight & Arn.e × Gri 賃. RHIZOPHO-

RACEAE( ヒルギ料)

不n 名 . ヒメヒルギ

区 分 .主要な構成種 (major components)

草木 ・木本等の区別 .小高木 ,~6m,(24m) 。

地上根 膝根, 小さな板根。

樹 皮 灰色と茶色のまたら致キ。

業 ・対生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 , 長 さ 4~9cm, 先端鋭先形 , 葉柄 lcm 。

花 序 廠生, 集散花序 (3-4花), 花柄 2cm 。

花 ・両性花, かく8裂し黄緑色, 花弁は 8枚で白色, 花の長さ 06~lo

cm, 開花直後は直立。

種子タイプ 胎生種了。

果 実 .棒状 , 直径 05~1ocm, 長さ 15~20cm, 黄緑色 , 表面平滑 , かく

片は細く短く月ィ・車中こ付着, 歴軸はかく (果実) をつけたまま落
ー
トす

る。

樹種同定のキー 小 さく白い花 ,= 劇 1はβγ"gはzem cy‘〃?αγzm より細 くて長

い 。

近縁 種 , 類 似樹 種 Bγ2‘gme? α cyiz'覆れcα,B.gym “o“れぽα,B.s 錆の zgm

罰働綴、l・リ

　　　　　　
HWS

備 考・対岸, 陸側の林縁部, 比較的低地盤高に生育。
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37. Braguiera sexan gala (LourJ Poir, RHIZOPHORACEAE （ヒルギ科） 

? 国 夫 図 
和 名ーオハナオヒルキ （ロソカクヒルギ） 

区 分 主要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別一小高木，--15 m ~ 

地上根 膝根，小さな板根。 

樹 皮 暗灰色，荒い肌。 

菓 対生，単葉，今縁，楕円形，長さ6-9 cm, 

花 序 腋生，単頂花序，花柄1-'2 cm,垂下する。 

花 両性花，かくは10'-14 裂し黄緑色，花弁白色～褐色，先端鋭先形， 

花糸はない，花の直径3'-"4cm, 

種子タイプー胎生種子。 

果 実 棒状，直径1 5-'2 0 cm，長さ6-'12 cm，緑色～紫かかった茶色（成 

熟時），表面平滑，胚軸はかく（果実）をつけたまま落下する。 

樹種同定のキー 葉先端鋭先形，下面に褐色の斑点なし（RhzzoJ)hora 属ては 

菓の先端かのき形で葉の裏面に褐色の斑点あり），花弁の先端に花 

糸はない 田gyrnnorrhtza では3木の花糸あり）。 

近縁種， 類似樹種一Bruguzera gyinnorrhzza, Rhizoplicra inucronata, R 

S加losa Rapicula加， R lamar/en 

ノ 

先端鋭先形。 

HWS 

備 考一真水の流人により塩分農度の低い河口，内湾に4育する。 

37. Bmg “‘em sex似る9“卿 our.) Poir. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

仝四国1剛園
和 名 .オバナオヒルキ (ロ ンカクヒルギ)

区 分 主要 な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 .小高木 ,~15m 。

地上根 膝根,小さな板根。

樹 皮 !暗灰色, 荒い肌。

栄 対生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 , 長 さ 6~9cm, 先端鋭先形。

花 序 膝生 , 単一頁花序 , 花柄 1~2cm, 垂下する。

花 両性花, かくは 10~i4 製し黄緑色, 花弁白色~ 褐色, 先端鋭先形,

花糸はない, 花の直径 3~4cm 。

種子タイプ・胎生種子。

果 実 ・棒状 , 直径 15~20cm, 長 さ 6~12cm, 緑色 ~ 紫かか った茶色 (成

熟時),表面平滑,雁軸はかく (果実) をつけたまま落下する。

樹種同定のキー 業先端鋭先形,下面に褐色の斑点なし (尺′2zzop加テロ属ては

葉の先端かのき形で葉の裏面に褐色の斑点あり),花弁の先端に花

糸はない (β 即“mor 戒凋αでは 3本の化糸あり)。

近縁 種 , 類 似樹 種 .βmgmem gym ねorr短期 , 産んzz呼 んo?謬 '“"crのm 餌 ,R

styZosα,尺 αPには幻殻 ,尺 加川αず短 z

鮒瀞、1

　　　　　　HWS

備 考・真水の流人により塩分濃度の低い河「1, 内湾に4 育する。



118 

38. Ceriops decandra (Gruff.) Ding Hou RHIZOPHORACEAE ヒ JL'ギ 

科） 

承 の 図回 マ 医
 

⑩
上
 

ノ 和 名ーコヒルギ（タカオコヒルギ） プ 

区 分 主要な構成種(major components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，--'3m,(7m )~ 

地上根 板根（支柱根様の形態をとることもある）。膝根または小枝状の通気 

根を発達させることがある。 

皮 薄黄色かかった灰色，焦げ茶色の斑点かある。 

対生，単葉，全緑，倒卵形，長さ3-Scm，先端円形。 

序 腋生，密集した集散花序（二叉分技，5-10 花），花柄05cm~ 

両性花，かくは5裂し緑色，花弁は5枚で白色～褐色，花の長さ04 

-'05cm~ 

樹
 
葉
 
花
 
花
 

種子タイプー胎生種子。 

果 実一棒状，稜あり，直径0 8'-'1,2 cm，長さ～15cm，緑色～紫かかった茶 

色（成熟時），先端鈍い鋭形。表面比較的平滑，チューブ状の子葉は 

暗赤色，胚軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下する。 

樹種同定のキー 葉先端円形，花柄短く固い，胚軸はC. togaはり短く垂ト 

しない，チューブ状の子葉は暗赤色。 

近縁秤，類似樹種 Cenops tagal, Aegzceras cornicraiwn, A . floridurn 

、
、
か
き
 

F7 

'
I
 『

 

I
 
I
 

・
ぐ
I
 ー

 
ー
 
I
 
ー
 

~ 
HWS 

備 考 内陸側，比較的乾燥，高塩分濃度の立地に適応する。 

　　　

38. Ceriops decα〃のα (Gri賃.)Ding HOII RHIZOPHORACEAE( ヒルギ

科)

圏回国四回iヨ回四囲
　 　　 　　　　　　　 　
草本 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~3m,(7m) 。

地上根 被根 (支社根様の形態をとることもある)。膝根または小枝状の通気

根を発達させることがある。

樹 皮 薄黄色かかった灰色, 焦げ茶色の斑点かある。

葉 ・対生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長さ 3~6cm, 先端円形。

花 序 ,液4, 密集した集散化序 (二叉分枝,5‐10花), 花柄 05cm 。

花 ・両性花,かくは 5裂し緑色,花弁は 5枚で白色~ 褐色,花の長さ 04

~05Cmo

種子タイプ・胎生種子。

果 実 ・棒状 ,核あり,直径 08~i.2cm, 長 さ~15cm, 緑色 ~ 紫かか った茶

色 (成熟時),先端鈍い鋭形。表面比較的平滑, チューブ状の子葉は

晴赤色,雁軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下する。

樹種同定のキ… 葉先端円形, 花柄短く固い, 雁軸は C.奴gd より短く垂 ド

しない, チューブ状の子葉は暗赤色。

近 縁 種 , 類 似樹 種 Ce"ops 銀gα‘,Aegzc 好αscor'7zcγα粥 m,A. 月oγzd“?“

罰俸鍬,キ

備 考 内陸側,比較的乾燥,高塩分濃度の立地に適応する。
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39 Ceriops tagal C.B. Rob. RHIZOPHORACEAE (ヒルギ科) 

馴唾 F 一L" , 回 
和 名，タカオコヒルキ （コヒルギ） 

区 分 主要な構成種(major components) 

草本・木木等の区別一低木～小高木，~6m。 

地上根 板根（支柱根様の形態をとることもある），しはしは膝根または小杭 

状の通気根を発達させる。 

樹 皮 灰色～褐色，平滑，根元部薄片状。 

葉 一対生，単葉，全縁，倒卵形，長さ4'- 10 cm，先端円形。 

花 序一腋生，密集した集散花序（二叉分技, 5-12花），花柄長さ1'-'2 cm~ 

花 両性花，かくは5裂し緑色，花弁は5枚で白色～褐色，花の直径04 

'-'0 5 cm。 

種了タイプー胎生種子。 

果 実 棒状，稜と溝あり,直径0 8'-' 12 cm，長さ～25cm，緑色～紫かかっ 

た茶色（成熟時），先端鋭先形，表面にはいぼ状の突起，チューブ状 

の子葉は黄色，胚軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下 

する。 

樹種同定のキーー菓の先端は円形，花柄長い，胚軸はC toga!より長く重下 

する，チューブ状の子葉は黄色。 

近縁種,類似樹種 Ceriops decandla,Aegtceras corn icra turn,AJ加ridum 

璽 の 中 

d 

り 

HWS 

備 考一内陸側，比較的乾燥した高塩分濃度の立地に適応する。 

乙 

39 Ceriops tα9錫 C,B. Rob. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

副回国i四回董四回序
　　　　　　　　 　

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~6m 。

地上根 板根 (支社根様の形態をとることもある),しはしは膝根または小杭

状の通気根を発達させる。

樹 皮 灰色~ 褐色, 平借, 根元部薄片状。

葉 ・対生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 , 長 さ 4~1ocm, 先端円形。

花 序 .月夜生, 密集した集散花序 (二叉分技,5一12花), 花柄長さ 1~2cm 。

化 両性花,かくは 5裂し緑色,花弁は 5枚で白色~ 褐色,花の直径 04

~05cmo

種才タイプ .胎生種子。

果 実 棒状 ,核 と溝あり, 直径 08~12cm, 長 さ~25cm, 緑色 ~ 紫かか っ

た茶色 (成熟時),先端鋭先形,表面にはいぼ状の突起, チューブ状

の子葉は黄色,i杯軸は子葉の下部に形成された離層から離れて落下

する。

樹種同定のキー .葉の先端は円形, 花柄長い, 握軸は C zαg餌 より長く垂下

する, チューブ状の子葉は黄色。

近 縁 種 , 類 似 樹 種 Cほれops dgcα“似α,Aegzcemsco γm αmm 〃,A. 月oれd2‘?'z

瀞↑常識i,

1三園唇罰回
HWS

備 考 .内陸側,比較的乾燥した高塩分濃度の立地に適応する。
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40. Kandelia candel (I,JBruce RHJZOPHORACEAE（ヒレギ科） 

ノ 4ア
 

1 

ゾ 』P -（⑩上 

和 名 メヒルギ 

区 分一主要な構成種(ma)or components) 

草本・木本等の区別一低木～小高木，'-'7 m ~ 

地上根 小さな板根（支柱根様の形態をとることもある）。 

樹 皮一平滑，灰色～赤褐色，根元部薄片状。 

葉 対生，単葉，全縁，幅の狭い楕円形，長さ6'- 13 cm，先端鈍形。 

花 序 腋生，集散I日亭（二叉分技，4~6 花），花柄長さ～5cm，細い。 

花 一両性花，かくは5 (-'6)裂し緑色，花弁は5(-6）枚で白色，先端 

フィラメント状（6'-8木），花の長さ14'-'2 cm~ 

秤子タイプ 胎生種子。 

果 実 棒状，長さ～40cm，緑色，先端鋭先形，表面平滑，チューブ状の子 

葉は黄緑色～黄色，かく片は反曲する，勝軸は子葉の下部に形成さ 

れた離層から離れて落下する。 

樹種同定のキーー菓身幅の狭い楕円形，花弁はフィラメント状，かく片は細 

長く反曲する，胚袖表面平滑，先端鋭先形。 

類似樹種 Certops decandla, C tagal 

その他 分布はカンシス湾～南西諸島，南は北東スマトラ，北部ボルネオま 

て。 

、
典
 

Hws 

備 考一内陸側，バィオニア樹種的要素あり。 

　　　

40. Kα′zde誌α cα〃de"L,}Druce RHIZOPHORACBAE( ヒルギ科 )

国回,国i回1回画圏四
和 名 メヒルギ

区 分 .主要な構成種 (ma}or components)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~7m 。

地上根 小さな板根 (支社根株の形態をとることもある)。

樹 皮・平舵, 灰色~ 赤褐色, 根元部薄片状。

葉 ,対生 , 単葉 , 全縁 , 幅の狭い楕円形 , 長 さ 6~13cm, 先端鈍形。

花 序 版生 , 集散花序 (一.叉分枝 ,4~6 花 ), 花柄長さ~5cm, 細 い。

花 .両件化, かくは 5(~6) 裂し緑色, 花弁は 5(~6) 枚で白色, 先端

フィラメント状 (6~8 木 ), 花の長 さ 14~2cm 。

種子タイプ ,胎生種子。

果 実 棒状 , 長 さ~40cm, 緑色 , 先端鋭先形 , 表面平滑 , チューブ状の子

葉は黄緑色~黄色,かく片は反曲する,跳軌は子葉の下部に形成さ

れた雌層から離れて落下する。

樹種同定のキー .東身幅の狭い楕円形, 花弁はフィラメント状, かく片は細

長く反曲する,暦軸表面平滑,先端鋭先形。

類 似樹 種 Ceγzops dgc のz似α,C Zαg餌

その他 分布はカンシス湾~ 南西諸島, 南は北東スマトラ, 北部ボルネオま

て。

　　　　　
HWS

備 考 .i 陸mll,パイオニア樹種的要素あり。
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41. Rhizophora apiculata Blume RHIZOPHORACEAE（ヒルギ科） 

本 0 ツ の
ギ
 

和 名ーフタパナヒルギ （フタコヒルギ） 

区 分一主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別．低木～小高木，-15 m , (25 rn), 

地上根 支柱根。 

樹 皮 灰色～濃灰色，モサイク状の亀裂。 

葉 対生，単葉，全縁，幅の狭い楕円形，長さ9--'l8cm，先端のき形， 

下面は黄緑色で多数の褐色の斑点あり。 

花 序・腋生，集散花序（2 花），花柄～14cm~ 

花 ，両性花，がくは4裂し内側は黄緑色，外側は赤みかかった緑色，花 

弁は4枚で白色，雄しぺは通常12 本で褐色，花の直径2--3cm~ 

種子タイプー胎4種子。 

果 実‘果実は倒卵形，茶色，直径15-2 5cm，散布体は棒状，直径1 3'--l 7 

cm,長さ20--25 cia，緑色～茶色，表面比較的平滑，成熟すると子 

葉は赤褐色になる。 

樹種同定のキー 葉はRhizophonl 属の他種に比へ幅か狭い，Iっの花柄に 

花か2つずつ付く。 

近縁種 Rhzz(功hora stylosa, R apiculata, R lainarkit, Brugutera 

gym zorrhiza, B sexangra,B parviflora,B一cylzndrLca 

HWS 

備 考 河口などの柔らかいマンクローブ泥地に繁茂する。 

41. おれ拷opれorααpic賜αごα B1ume RHIZOPHORACBAB( ヒルギ料 )

和 名 ・フタバナ ヒルギ (フタコヒルギ )

区 分 .主要 な構成種 (maーor components)

草本 ・木本等の区別 .低木 ~ 小高木 ,~15m,(25m) 。

地上機 支社根。

樹 皮 灰色~ 濃灰色, モサイク状の亀裂。

集 対生 , 単葉 , 全縁 , 幅の狭い楕円形 , 長 さ 9~180m, 先端のき形 ,

下面は黄緑色で多数の褐色の斑点あり。

花 序・版生, 集散花序 (2花), 花柄~14cm 。

花 .両性花, かくは 4裂し内側は黄緑色, 外側は赤みかかった緑色, 花

弁は 4枚で白色, 雄しべは通常 12本で褐色, 花の直径 2~3cm 。

種子タイプ .胎4 種子。

果 実 .果実は倒卵形,茶色,直径 15~25cm, 散布体は棒状,直径 13~17

cm, 長さ 20~250m, 緑色 ~ 茶色 , 表面比較的平滑 , 政熟すると子

葉は赤褐色になる。

樹種同定のキー・葉は R加納pれひm 属の他種に比べ幅か狭い,1 つの花柄に

花か 2つずつ付 く。

近縁 種 尺んzzopたのα sty‘osα, 尺 αPzc賜α如 , 尺 超 m のた偽 βγ2唯はぼm

g切れ?zoかれzzα,β se工α“gm, β ,力αγり扉 om,B.Cy ぬれαγにα

漸常州
1三罵瞬覇回HWS

備 考 河口などの柔らかいマングローブ妃地に繁茂する。
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42. Rhizophora )< lamarckfl Montr. RHIZOPHORACEAE (hルギ科) 

司 川ゾ 0 本
 

和 名‘ライゾフォーラ ラマルキ （リゾフォラ ラマルキ） 

区 分’主要な構成種（major components) 

草木・木本等の区別 低木～小高木，'-8 in, (25 rn)~ 

地上根・支十〕根。 

樹 皮 灰色～濃灰色，細かいモザイク状の亀裂。 

葉 一対生，単葉，全縁，幅の狭い楕円形，長さO'-I8cm，先端のき形， 

ト面黄緑色で多数の褐色の小さな斑点あり。 

花 序 腋生,集散花序（4 花），花柄18'- cm,垂下する。 

花 不稔性，かくは4裂し内側は黄緑色，外側は赤みかかった緑色，花 

の直径2-3cm~ 

果 実一不稔性なので結実しない，R 一apicu leta と R Sか/ose の雑種といわ 

れる。 

樹種同定のキー“きわめてR apicula加に似るか1つの花柄に4 個ずっ付く 

ことからR‘功iculata と容易に識別可能，支柱根はRS加lose に似 

てよく発連。 

近縁種一Rhizophora stylosa, R apiculata, Bruguzera gyrnnorrhzza, B 

sexa lgn1 

HWS 

備 考一柔らかいマングローブ泥地域に生育する。 

　　　

42. 足助 zopんom ×加 m αだ顔≧Montr. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

圏四皿脳1回1国圏
和 名 .ライゾフォーラ ラマルキ (リゾフォラ ラマルキ)

区 分 ・ーL要な構成種 (major components)

草本 ・木本等の区別 ,低木 ~ 小高木 ,~8m,(25m) 。

地上根・支精根。

樹 皮 灰色~ 濃灰色, 細かいモザイク状の亀裂。

集 ・対生 , 単葉 , 全縁 ,1幅の狭 い楕円形 , 長 さ 9~18cm, 先端のき形 ,

ド面黄緑色で多数の褐色の小さな斑点あり。

花 序 液生, 集散花序 (4花), 花柄 1,8~cm, 垂下する。

化 不稔性, かくは 4裂し内側は黄緑色, 外側は赤みかかった緑色, 花

の直径 2~3Cm 。

果 実 ・不稔」凶なので結実 しない, 兄.αPzc“ね‘αと尺 sかわsαの雑種 といわ

れる。

樹種同定のキー ▼きわめて 尺αPzc彰α奴 に似 るか 1つの花柄 に 4個ずつ付 く

ことからR QPzc〃ねね と容易に識別可能, 支社根は尺 稀鱗osαに似

てよく発達。

近縁 種 .R たzzop/20γα sty‘osq,R αPzc粥錫α, βγ〃gmemgy ′mzo γr′2z期 ,B

　　　　　　HWS

備 考 ・柔 らかいマングローブ泥地域 に′1二育す る。
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43 Rhizophora mucronata Lam. RHIZOPH01tACEAE (hルギ科) 

司 マ ゾ 回 本 中 ノ 
和 名 オオバヒルギ 

区 分一主要な構成種(major components) 

草木・木本等の区別・低木～高木，--25 m ~ 

地上根一支柱根。 

樹 皮一灰色～黒色，ブロノク状の亀裂，荒い肌。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形～長楕円形，長さ15-20cm，先端のき形， 

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点か多数あり，菓柄2 cm~ 

花 序 腋生，集散花序（一叉分技，4 --S 花），花柄1-2cm，垂下する。 

花 両件花，かくは4裂し淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で白色，雌しぺ 

の花柱は無いかごく短い，雄しべ8本，花の直径3'-4cm~ 

種子タイプ 胎生種子（R hizophoraceae 中で最も長い』不軸長である）。 

果 実 果実は倒卵形で茶色， 直径3-'4cm,散布体は棒状， 直径2.0 - 2.3 

cm，長さ50-70cm て表面に多数のいは状の突起，緑色～黄緑色， 

成熟すると子葉は黄色になる。 

樹種同定のキーー葉はR一stylosa より大きく，幅は中央部てもっとも広くな 

る。花井は無いかごく短い（RSりlosa の花柱は長さ04-06cm )~ 

近縁種，類似樹種 Rhizophora sかlosa,R apicuta記，Rtaniai史：11 

HWS 

備 考 柔らかいマンクローフ泥地に繁茂，広い範囲の地盤高に適応。 

　　　

43 元れZzopたomm"cro ′m【α Lam. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

団四皿図画四囲図1
和 名 ・オオバ ヒルギ

区 分 .主要な構成種 (major componen もs)

草木 ・木本寺の区別 ◆低木 ~ 高木 ,~25m 。

地上根 .支社根。

樹 皮 ・灰色 ~ 黒色 , プロ ,ノク状の亀裂 , 荒い肌。

葉 .対生 ,単葉 ,全縁 ,楕円形 ~ 長楕円形 ,長 さ 15~20cm, 先端のき形 ,

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点が多数あり, 葉柄 2cm 。

花 序 廠生, 集散花序 (」叉分枝,4~8 花), 花柄 1~2cm, 垂下する。

花 両件花, かくは 4裂し淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で白色, 雌しべ

の花社 は無いかごく短 い, 雄 しべ 8本 , 花の直径 3~4cm 。

種子タイプ 胎生種子 (Rhlzopho「aceae中で最も長い雁軸長である)。

果 実 ・果実は倒卵形で茶色 , 直径 3~4cm, 散布体は棒状 , 直径 2.0~2.3

cm, 長 さ 50~70cm て表面 に多数のいぼ状の突起 , 緑色 ~ 黄緑色 ,

成熟すると子葉は黄色になる。

樹種同定のキー .葉はR.s‘y‘o肌 より大き 幅は中央部てもっとも広くな

る。花杵 は無いか ごく短 い (R sかわsαの花柱 は長 さ 04~06cm) 。

近縁 種 , 類 似 樹 種 兄/2zzopれom 稀〆 osα,R qpzc 露頭α,丑,超 '卿 舵 猛

矧悩網
　　　　　　HWS

備 考 柔らかいマンクローブ泥地に繁茂, 広い範囲の地盤高に適応。
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44 Rltizophora stylosa Cr1什． RHIZOPHORACEAE （ヒルギ科） 

叩 0 承 ノ 
和 名 ャェャマヒルギ 

区 分 土要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 低木～高木，-'6m, (lom)~ 

地上根、支柱根。 

樹 皮一灰色～黒色，比較的平滑，モサイク状の亀裂。 

葉 一対生，単葉，全縁，楕円形～倒卵形，長さ10 '-1 8 cm，先端のぎ形， 

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点か多数あり，葉柄2 cm~ 

花 序 腋生，集散花序（二叉分技，8- 16花），花柄1'-'2cm,垂下する。 

花 両性花，がくは4裂し淡黄色～黄緑色，花弁は4枚で白色，縁に毛 

あり,雌しべは組長く花柱の長さは0.4-'0 6cm,雄しぺ8本，花の 

直径2.5-S cm~ 

種子タイプ 胎生種子。 

果 実 果実は倒卵形，茶色，直径1.5'-2 cm，散布体は棒状，直径1 5'-'2 0 

cm，長さ～30cm,緑色～黄緑色，成熟すると子葉は黄緑色になる。 

樹種同定のキーー菓はR rnucrnnata より小さく，最も幅広の部位はR 

mucronata に比較して先端方向に位置する。1花序の花数多い，花 

柱は細長く04'-O.Gcm てあることから，花柱か極めて短いかほと 

んどないRmucronata と識別することになる。 

近縁種，煩似樹種 Rhiz叩hora inucronata, R apiculata, R , lamar/ut 

＼
、
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備 考 海側林縁部，比較的低い地盤高に適応する。 

　　　

44 元腸 zopれorα st"‘osα Gri賃. RHIZOPHORACEAE( ヒルギ科 )

四回1彩四回圏四
和 名 ヤエヤマヒルギ

区 分 土要 な構成種 (ma}or components)

草本 ・木本等の区別 低木 ~ 高木 ,~6m,(1om) 。

地上市長・支社根。

樹 皮 .灰色~ 黒色, 比較的平滑, モサイク状の亀裂。

業 .対生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 ~ 倒卵形 , 長 さ 10~18cm, 先端のぎ形 ,

下面は黄緑色で褐色の小さな斑点が多数あり, 葉柄 2cm 。

花 庁 膝生, 集散花庁 (二叉分技,8~16 花), 花柄 1~2cm, 垂下する。

花 両社花, かくは 4裂し淡黄色~ 黄緑色, 花弁は 4枚で白色, 緑に毛

あ り, 雌 しべは細長 く花柱の長 さは 0.4~06cm, 雄 しべ 8本 , 花の

直径 2.5~3cm 。

種子タイプ 胎生種子。

果 史 果実は倒卵形, 茶色, 直径 1.5~2cm, 散布体は棒状, 直径 15~20

cm, 長さ~300m, 緑色 ~ 黄緑色 ,成熟すると子葉 は黄緑色になる。

樹 種同定 のキ ー ・葉 は 尺 m" αoれα畝 よ り小 さ く, 最 も幅広 の部位 は 尺

mzにmm 奴に比較して先端方向に位置する。 1花序の花数多い, 花

柱は細長く04~0.6cm てあることから, 花柱か極めて短いかほと

んどない R m 郷知れ錫αと識別することになる。

近 縁 種 , 煩 似 樹 種 .尺ればop"omm 銘cm “似α,尺 ゅ zc“‘α奴 ,尺,‘mm γ卿 z

瀦常州
　　　　　

HWS

備 考 海側林縁部,比較的低い地盤高に適応する。
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45 Scyphiphora hydrophyilacca Gaertn. 1. RUBIACEAE （アカネ科） 

? 亜 叫P 司 
和 名 ウミマサキ （ミツハヒルキ） 

区 分 副次的な構成種（minor components) 

草本・木本等の区別 低木～小高木，'-3m,(5m)~ 

地上根 なし，（支柱根を発達させることもある）。 

樹 皮一灰色～褐色，荒い。 

葉 一対生，単菓，全縁，倒卵形,長さ5'-? cm，先端円形，表面光沢有り， 

葉柄2 cm~ 

花 序 腋生，密集した集散花序（10-20 花）。 

花 両性花，かくは4 ('--'5）裂し黄緑色，花弁は4 ('-'5）枚で白色～薄 

いピンク色，花の長さlcm, 

種了タイプ‘普通種子。 

果 実．歯車状，直径O.4'-0 5cm，長さ～1 cm，緑色～茶色，縦方向に深い 

溝。 

樹種同定のキー 菓は裏表とも光沢有り，小さな歯車状の史。 

類似樹種 Osboniza octodonta, Avicennia officinalts, Cerzops toga! 

HWS 

備 考一内陸側，比絞的高い塩分濃度の立地に適応する。 
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45 sc"P れゆれom れgdrop 九諺銀 ceα Gaertn.f. RUBIACEAE( アカネ科 )

国-回回檀 i四回iH塾
和 名 ウミマサキ (ミツハヒルキ)

区 分 副次的な構成種 (mlnor components)

草本 ・木本等の区別 低木 ~ 小高木 ,~3m,(5m) 。

地-L根 なし,( 支社根を発達させることもある)。

樹 皮 .灰色 ~ 褐色 , 荒い。

葉 ・対生 ,単葉 ,全縁 ,倒卵形 ,長 さ 5~7cm, 先端円形 ,表面光沢有 り,

葉柄 2cm 。

花 序 月夜生, 密集した集散花序 (10~20 花)。

化 両性花, かくは 4(~5) 裂し黄緑色,花弁は 4(~5) 枚で白色~ 薄

いピンク色 , 花の長 さ icm 。

種了タイプ・普通種子。

果 実 .歯車状 , 直径 0.4~05cm, 長 さ~lcm, 緑色 ~ 茶色 , 縦方向に深い

溝。

樹種同定のキー 葉は裏表とも光沢有り,小さな歯車状の火。

類 似樹 種 , osbomm oczod のz奴 ,AUzcemzmo 茄 cm 彰 zs,Ce γzo声 解g錫

　　　　　　HWS

備 考 .内1塗側,比較的高い塩分濃度の立地に適応する。
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46. Sonneratia alba Sm. SONNERATIACEAE （マヤプシキ科） 

画 山L マ L Aう の 

和 
名ーマヤプシキ（ハマザクロ） しJ 

区 分一主要な構成種（major components) 

草木‘木本等の区別 低木～小高木，-16 m ~ 

地上根 通気根（円錐形）。 

樹 皮 淡黄色～茶色，平滑，縦方向に亀裂。 

葉 ‘対生，単葉，今縁，倒卵形～長楕円形，長さ5- 10 cm,先端円形～ 

凹形，等面菓なのて葉の裏表の区別かつきにくい。 

花 序一頂生，集散花序（=．叉分技，1-9 花）。 

花 ，両性花，かくは6~8 裂し内側は淡黄色～赤色で外側は緑色,花弁は 

白色，細くかく片と同数であるか時には無花弁，雄しべは多数で糸 

状， 白色，花の直径5'-8cm，夜間開き朝には花糸と花弁は落下す 

る，かく筒内に多量の蜜を分泌することもある。 

種子タイプ 普通種子。 

果 実 球状，直径3.5'-45cm，緑色，表面平滑，かく片は水平～反曲,種 

子は鎌形，150-200個,落果後果肉か砕け，種子は水で散布。 

樹種同定のキーー成熟菓の葉柄は黄色，成熟果丈のかく片は水平～反曲。 

近縁種一Sonneratta caseolarts, S ovata 

d 

o 
HWS 

備 考 河口の砂泥地， しばしは海側林縁部に群落を形成，比較的高い塩分 

濃度の立地に適応。 

　　　

46. Soれ“餅α“α破りαSm.SONNERATIACBAE( マヤプシキ科 )

国回≦四四回i四回回1副
　　　　

和 名 .マヤプシキ (ノ・マザクロ) ＼ノ

区 分 .主要な構成種 (major components) ~

草木・木本等の区別 低木~ 小高木,~16m 。

地上根・通気根 (円錐形)。

樹 皮 ,淡黄色~ 茶色, 平膚, 縦方向に亀裂。

栄 ◆対生 , 単葉 , 全縁 , 倒卵形 ~ 長楕円形 , 長さ 5~1ocm, 先端円形 ~

凹形, 等面東なのて葉の裏表の区別かつきにくい。

花 序 .頂生, 集散花序 (〆叉分技,1~9 化)。

花 .両性花,かくは 6~8 裂し内側は淡黄色~ 赤色で外側は緑色,花弁は

白色,細くかく片と同数であるか時には無花弁,雄しべは多数で糸

状, 白色, 化の直径 5~8cm, 夜間開き朝には花糸と花弁は落下す

る, かく筒内に多量の蜜を分泌することもある。

種子タイプ 普通種子。

果 実 球状 , 直径 3.5~45cm, 緑色 , 表面平滑 , か く片は水平 ~ 反曲 , 種

子は鎌形,150~200 個, 落果後果肉か砕け, 種子は水で散布。

樹種同定のキー .成熟葉の柴柄は黄色, 成熟果実のかく片は水平~ 反曲。

近 縁 秤 .S 伽 解 離 "α鯛 sgoね“s,S oジのα

羅T俺製、

備 考 河口の砂泥地, しばいま海側林縁部に群落を形成,比較的高い塩分

濃度の立地に適応。
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47. Sonneratia caseoiaris (L.) Engi, SONNERATIACEAE (マヤプシキ 

科） 

の t 
和 名 ホソバマヤプシキ （ナンョウマヤプシキ， オオバナヒルギ） 

区 分 主要な構成種（major components) 

草本・木本等の区別 小高木，~16m。 

地上根 通気根（円錐形），高さ～1 rn~ 

樹 皮 薄茶色～茶色，平滑，縦方向に亀裂。 

葉 対生，単葉，全縁，卵形～長楕円形，長さ4'-8cm，先端円形，球状 

に反転する，葉柄～0 5 cm,赤色，葉の裏表の区別かつきにくい。 

花 序 頂生，集散花序（三叉分技，1 '--6 花）。 

花 両性花，かくは6'-8裂し黄緑色,花弁は赤色で細くかく片と同数て 

あるか時には無花弁，雄しべは多数で糸状，赤色及ひ白色，花の直 

径8'-10cm,夜間に開花するか朝には花糸と花弁は落下，かく筒内 

に多量の蜜を分必することもある。 

種子タイプ 普通種了。 

果 実 球状，直径6--Scm，黄緑色，表面光沢，かく片水平～反曲，種子は 

鎌形，800 --1,200 個，可食，落果後果肉か砕け，種子は水で散布。 

樹種同定のキー 成熟葉の葉柄赤色，成熟果実のかくは皿状となる，かく片 

水平～反曲，枝は枝垂れる。 

近縁種 Sonneratia elba, S ovata 

HWS 

備 考・河岸，真水か流入する低い塩分農度の立地を好む。 

/27

47. Soれれerα麹α cαseo如 ris(L.)BngL SONNERATIACEAB( マヤプシキ

科)

　　　　　　　　　　
和 名 ホソパマヤプシキ (ナンヨウマヤプシキ , オオバナ ヒルギ)

区 分 主要な構成種 (1na]or componcnts)

草本・木本等の区別 小高木,~16m 。

地上限 通気根 (円錐形), 高さ~lm 。

樹 皮 薄茶色~ 茶色, 平梢, 縦方向に亀裂。

葉 対生,単葉,全縁,卵形~ 長楕円形,長さ 4~8cm, 先端円形,球状

に反転す る, 栄柄 ~05cm, 赤色 , 葉の裏表の区別がつきに くい。

化 序 頂生, 集散花序 (三叉分技,1~6 花)。

花 ・両性花,かくは 6~8 裂し黄緑色,花弁は赤色で細くかく片と回数て

あるか時には無花弁, 雄しべは多数で糸状, 赤色及ひ白色, 花の直

径 8~1ocm, 夜間に開花するが朝には花糸と花弁は落下,かく筒内

に多量の蜜を分泌することもある。

種子タイプ 普通種了。

果 実 球状,直径 6~8cm, 黄緑色,表面光沢,かく片水平~ 皮曲,種子は

鎌形,800~1,200 個, 可食, 落果後果肉が砕け, 種子は水で散布。

樹種同定のキー 成熟葉の葉柄赤色,成熟果実のかくは皿状となる, かく片

水平~ 反曲, 枝は枝垂れる。

近縁種 S翻れβ名昭ねα診α,S 例解α

、 . ・な

酬犠潟' ハ

　　　　　　
HWS

備 考・河岸,真水か流入する低い塩分濃度の立地を好む。
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48. Heritiera Uttoralls Dryand. STERCULIACEAE （アオギリ科） 

,1夫 警 A 国 マ 
和 名．サキシマスオウノキ 

区 分一副次的な構成種(minor components) 

草本・木本等の区別 小高木～高木，-'20m, (25m)~ 

地上根一よく発達した板根。 

樹 皮一灰色～薄茶色，縦力向に亀裂，鱗状。 

葉 互生，単葉，令縁，楕円形～倒卵形，長さ10- 15 cm，先端鋭形，下 

面はやや褐色を帯ひた灰白色。 

花 序 腋生又は頂生，不規則な円錐形花序,長さ～10 cm~ 

花 単性花,かくは4 -.;5 裂し赤みかかった緑色，花弁は帯紫黄緑色～茶 

色あるいは時になし，かく片は農い微毛に覆われる，雌花の直径0.3 

--'04cm（雄花は少し小さい）。 

種子タイプ‘普通種子。 

果 実 長さ5'-'7cm，緑色～茶色，表面平滑，小さな鶏のとさかに似たよ 

うな板状の稜を持つ。 

樹種同定のキー よく発達した板根,小さな板状の稜のある実。 

d 

HWS 

備 考 内陸側林縁，低い塩分濃度の立地を好む。 

48. Heritierα Z1ttor郷≧s Dryand, STERCULIACEAE( アオギ リ科 )

皿四回19回四囲
和 名 .サキシマスオウノキ

区 分 ・副次的な構成種 (mlnor components)

草木 ・木本等の区別 小高木 ~ 高木 ,~20m,(25m) 。

地上根 ・よく発達した板根。

樹 皮 .灰色~ 薄茶色, 縦方向に亀裂, 鱗状。

業 互生 , 単葉 , 全縁 , 楕円形 ~ 倒卵形 , 長さ 10~15cm, 先端鏡形 , 下

面はやや褐色を帯ひた灰白色。

花 序 月夜生又は頂生, 不規則な円錐形花序, 長さ~1ocm 。

花 単′岨化,かくは 4~5 裂し赤みかかった緑色,花弁は帯紫黄緑色~ 茶

色あるいは時になし,かく片は濃い徴毛に覆われる,雌花の直径 0,3

~04cm( 雄花は少し小さい)。

種子タイプ・普通種子。

果 実 ,長 さ 5~7cm, 緑色 ~ 茶色 , 表面平滑 , 小 さな鶏のとさかに似たよ

うな板状の稜を持つ。

樹種同定のキー よく発達した坂根, 小さな板状の核のある実。

1三嗣瞥覇回
備 考 内陸側林縁,低い塩分濃度の立地を好む。
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49 Clerodendrum inerme Gaertn. VERBENACEAE （クマツヅラ科） 

回 , ゾ 四囚 t 
和 名 ィホタクサキ 

区 分一付随的な構成種(mangi ove associates) 

草本・木本等の区別 低木，'---2 m , 

葉 互牛，単葉，全縁～円きょ歯状，楕円形,長さ3'-'4cm，先端鋭形。 

花 序 腋生、集散花序（3 叉分技, 6~9 花）。 

花 両性花，花弁は5枚て白色， トランペノト形の花冠，雄しべは長く 

糸状，赤紫色，花の長さ1 5-2 cm~ 

種子タイプー普通種子。 

果 実一卵形，分離果(4裂），直径0 7---'l cm,緑色～黒褐色，表面革状。 

樹種同定のキー 悪臭有り，マンクローブ林の内陸側の乾燥した砂泥地に繁 

茂する。 

50 Stachytarpheta ルmaicensis (L.) Vahi VERBENACEAE（クマツツ 

ラ科） 

盛 0 0 A I 
和 名ーフトポナガホソウ （チリメンナカポソウ） 

区 分．伺随的な構成種（mangrove associates) 

分 布 熱帯アメリカ原産。 

草本・木本等の区別 草本。 

葉 互生，単葉，きょ歯状，楕円形，先端鋭形。 

花 序 頂生，蛇の様な穂状花序。 

花 花弁は紫色，1花序で一度に2 '-'3 花ずつしか開花しない。 

種子タイプ 普通種子。 

樹種同定のキー 養殖池の士手なと乾いた場所などに多い。 

/29

49 α erodeれα地肌 i"erme Gaertn. VERBENACEAE( クマツヅラ科 )

◎四囲圏四湖
和 名 イホタクサキ

区 分 .ィ・11随的な総裁種 (manglove assoc・ate

草本 ・木本等の区別 低木 ,~2m 。

業 互牛 , 単葉 , 全縁 ~ 円きょ歯状 , 楕円形 , 長さ 3~4cm, 先端鏡形。

化 序 肢生, 集散花序 (3叉分枝,6~9 花)。

花 両性花, 花弁は 5枚て白色, トランペソト形の花冠, 雄しべは長く

糸状 , 赤紫色 , 花の長 さ 15~2cm 。

種子タイプ .普通種子。

果 実 .卵形, 分離栄 (4裂), 直径 07~lcm, 緑色~ 黒褐色, 表面革状。

樹種同定のキー 悪臭有り, マンクローブ林の内陸側の乾燥した砂泥地に繁

茂する。

50 Siαcれ"加増九鑑αノm'肌に伽 sis(L.)VahIVERBENACEAE( クマツヅ

　　　

回回1図四国国
和 名 ・フトボナガホソウ (チリメンナガポソウ)

区 分 .付随的な構成種 (mangrove assoclates)

分 布 ・熱帯・アメ リカ原産。

草本・木本等の区別 草本。

葉 互生, 単葉, きょ歯状, 楕円形, 先端鏡形。

花 序 頂′七 蛇の様な穂状花序。

化 花弁は紫色,1 花序で一度に 2~3 花ずつしか開花しない。

種子タイプ 普通種子。

樹種同定のキー 養殖池の‐i;手なと乾いた場所などに多い。
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51. Vitex ovata Thunb. VERBENACEAE （クマツヅラ科） 

亜 区－ 0 
I 
△ 

和 名ーハマゴウ 

区 分 付随的な構成種（mangrove associates) 

草本’木本等の区別‘低木。 

葉 一互生，複葉，小葉3枚，楕円形，先端鋭形。 

花 序一頂生，円錐花序。 

花 一花弁は紫色。 

樹種同定のキーー強い芳香あり。 

52. Spinifex littoreus (Burm. 1.) Merr. GRAMINEAB (イネ科) 

盛 

和 名ーッキイゲ 

区 分 付随的な構成種（mangrove associates) 

草本‘木木等の区別一単子菓の多年生草本。 

葉 長さ～20 cm，灰緑色，先端鋭先形。 

花・果 実 球状で突起のある雌花序か脱落し，風で運はれながら種子を散 

布する。 

その他一長く成長する黄色のランナーによって繁茂する。 

　　　

51. Vitex om 卿 Thunb.VERBBNACEAE( クマツヅラ科 )

　　　　　　　　　　
和 名 .ハマゴウ

区 分 付随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本・木本等の区別 .低木。

葉 ・互生, 複葉, 小葉 3枚, 楕円形, 先端鋭形。

花 序 .頂生, 円錐イヒ序。

花 ・花弁は紫色。

樹種同定のキー .強い芳香あり。

52. Sp銀がex Ziftoreus (Burm.f.)Men. GRAMINEAE( イネ科 )

　
和 名 .ツキイゲ

区 分 ィ随的な構成種 (mangrove assoclates)

草本・木本等の区別 ・単子葉の多年生草本。

葉 長さ~20cm, 灰緑色, 先端鏡先形。

花・果 実 球状で突起のある雌花序か脱落し,風で運はれながら種子を散

布する。

その他・長く成長する黄色のランナーによって繁茂する。
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3． 日英対照用語集（Glossary) 

実際に現場に行った時, 日本語から英語を検索し,英語てその意味を相手に説明する 

ことを想定して各用語の説明は英文としています。したかって，もし現場て困った時に， 

この対照用語の該当部分を指さすことで，相手か理解してくれるはすてす。 

いほ状の warted (warty) covered with firm roundish excrescences 

鋭形の acute tapering to the apex with the sides straight or nearly so - usually 

less tapering than acuminate 

鋭L形の acuminate tapering to the apex, the sides more or less pinched in befoie 

reaching the tip , compare acute 

IIff生の axillary arising from the axis 

EY形の rounded no leaf tip present at all 

円錐花序 panicle a compound inflorescence with the younger flowers at the apex 

or center , a compound iaceme or corymb, comprising spike or raceme, etc , 

indeterminate type 

l l頭の emarginate with a shallow notch at the apex 

T4 (分)jの) family a gioup of related genera 

開花 anthesis the time when the flower opens , more strictly the time during 

which pollination can take place 

?E冠 corolla petals, collectively 

がく [萼 ] calyx the outei envelope of the flower, consisting of sepals, free or 

united 

がK [萼J ) sepal member of calyx, outermost part of flowei , usually green 

4E糸 filament any thread -like body , used especially for that part of the stamen 

that supports the anther 

I日事inflorescence the arrangement of flowers on the floial axis , a flower-clus 

ter 

Thft style the usually stalk-like pait of a pistil connecting the ovary and stigma 

4 皮 pericarp the wall of the ripened ovary and therefore the wall of the fruit 

花柄 peduncle the stalk of a solitary flowei or of an inflorescence , compare 

pedicel 

花II' petal one of the individual parts of the corolla, used particularly for a 

polypetalous corolla in designating one unit 

)iC! substiate material in or on which plant is growing, e g , soil, rock, sand 

球形の globose spherical or nearly so 

球形の spherical=globose a 3-dimensional solid, iound in outline, like the earth 

くちばしのある beaked used of fruits which end in a long point 

JL楕円形の oval loosely used for a broadly elliptical shape, the width over 1/2 the 

　　　　

3. 日英対照用語集 (G1ossary)

実際に現場に行った時,-コ本語から英語を検索し,英語てその意味を相手に説明する

ことを想定して各用語の説明は英文としています。したかって,もし現場て困った時に,

この対照用語の該当部分を指さすことで, 相手か理解してくれるはすてす。

いほ状 の warted(warty)covercd wILhGrmroundlsh eXcrescenCes

好き形 の dcute taPer・ng to the aPe × with Lhc slde も鼠 ralghtornearly so ,ubudlly

less Ldpcrlng thau acumluate

鋭 先形 の acuminaLe taperlugto theapex 達 hesldebmorcorlessplnehedlnbefole

reach ・ng the L1p ,eompare acute

廠 生 の ax・1lary drlslngfrom the axls

円形 の rounded uoleaftip present at all

円錐 花 序 pau ・cle a compoundlnnoreseeneew ・ththeyounger aowers at the apex

or eenter ,a compouud idceme or corymb,eomprlsing sp・ke or rdcenle,ete,

indctern ・inate type

ロー!頭 の emarginate w・th a shaーlow noteh at the aPex

料 (分類の )family a gioup of reldted gcnera

開 花 anthesis the tin・e wheu the 日ower opens ,more strletly the tlme durlng

wh1ch pollinatiou can take pーace

花 冠 corolldpetals, eolleetlvely

が く [尊 ] edlyx the outei enve ーcpe of the 日ower,conslstlng ol sepals,freeor

uulted

が く [背 ] ji sepdl menlberofcalyx,outermost partof 日owe ・ , nbually green

花 糸 胤 ament any thread ‐likebody ,used espeolally forthat part of the stamen

thatsupports tbe anLhcr

花 序 ・nnoresoence the drrangement of nowerson thenoial axls,a nower-elus ‐

ter

花 社 tyie the usually stdlk-hkepaltofaplstilconnectingtbeovary dnd stlgma

果 皮 pericarp thewalloftherlpenedovary and thereforethewall of the fru1L

花 柄 pedunele the stalk of a soll[dry flowei or of an innoresoeuoe,compare

pe〔heol

花弁 petdl one of the ind・vldoal parts of the eorolla,usedpartieularly for a

polypeLdlous eorolla in deslgnat ・ng one uult

燕質 substldte maLerial iil or on whlch plautlsgrowlng,e g,boil,rock,sand

球形 の gーobobe もpherieal ornearly so

球 形 の spher ・Lal=globobe a3 ‐dimens ・oualsobd,louud ・nouthne,like tho earth

くち ば しの あ る beaked uもed offrnltswhich eud lu a loug polnt

広楕 円 形 の oval looselyo~edfordbroadlyelbpt ・calshape,thew ・dthover l/2the
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length . some authois have used it as the same as ovate 

b4-.の alternate only one leaf inset ted at a node 

さく* capsule a di y dehiscent Iruit made up of more than I carpel (segment) 

散形花昨 umbel inflorescence of stalked flowers aft aiising from same point. 

indeterminate type 

It房Th序 cot ymb a flat-topped or convex open infloiescence , technically a con・ 

tractS raceme, can be compound, indeterminate type 

軸 axis the main or central line of development of a plant or organ 

.&I41R stilt-root looping aerial roots exposed to the an, aiising from the trunk 

and lower bianches and extending outward and downward into the soil 

雌ずい（めしへ） pistil the seed-pioducing organ, consisting usually of ovat乳 

style and stigma 

*tt ' (S L へ) stamen male oigan or flower, consisting or filament (stalk) and 

anther containing pollen 

IW knee roots hotizontal roots like bending knees above the ground, looping 

up and down with knob-like stiuctute at the top 

T 房 ovary female oigan or flower, situated in center of the flowei and develop-

ing into the Ituit containing seeds 

縄（分姐の） species a term for all the tndtvtduats of one lund 

S 散花序 cyme a flowea cluster, often convex or flat-topped, vaiiotis shapes oi 

degtees of branching but oldest flower is always at the end of the branch. 

determinate type 

TI cotyledon the embiyo lear in a seed, often Functioning as the first leaf of a 

seedling 

小花柄 pedicel stalk or each individual flowei or an inflotescence 

'hi (&me ) leaflet one of the divisions of a compound lear 

心岨形の coidate heart shaped connected at its broader end, as seen at the いste 

of a deeply-notched leaf 

M1ME序 spike an inflorescence with the floweis sessile on a more oi less 

elongated axil with the youngea flowers at the apex, indeteiminate type Heie 

including dense, capitate-tike type 

生態系 ecosystem the complex or a biological community and its environment 

runcuoning as an ecological unit in nature, with exchange of matter and 

energy amongst membeis of the community and wtth the environment 

赤褐色の 「usset puiple tinted brown 

m (茎e) node the point on the stem oi branch at which a leaf or lateral branch 

at ises 

W gland a secreting surface or structuie, or an appendage having the geneial 

appearance and function of such an organ 
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length ,bome duthols have uscd lt ds [he same a ov ぬ e

生 の aーLcmdte onーyoneleafln~elted a鰯 node

さ く果 edp もule d dly dehーsecnL frult made upof more Lhan l carpe ー(segment)

散 形花 庁 umbel lnnoresccnce of stall‘ed flowerb dll anslng from same Polnt,

lndetermlnate type

散 房 花 序 co・ymb a ndt-topped orconvexopen ・nHolescence,technlcallya Lon ‐

traoted raoen1e,edn be しompound,Indeternl.nate type

軸 ax・s the maln or しentral l・neo{dove1opmentofaplant or orgdn

支持 根 』tllt-root loop・ng aerlal rooLb exposed to theall,d1lblngfrom the trunk

and lower h・anohes and extendlllg ooL vard and dewnward lnto the sol1

雌 ず い (め しへ ) plstlI Lhe beed-ploduo ・ng orgdn,consist ・ng osuaily of ovaly,

styーe andstigma

左ゴtず い (お しへ ) stanlen mdle o・gan o[ nower, しonsisting of 行lament も talk)dnd

anther eontain ・ogpollen

膝 根 knee reoLb ho・lzon[al roots hke beod ・ng knees above the ground,looping

up and down with knoh 1lke sーluctnle at the top

了房 ovdry femaleoiganolnower, も・tuated lneenterofthc nowel dnddevelop

mg lnto the flu・tcontainlng seeds

種 (分 類 の )speo ・es atern 亘 or an thelndividualbo 【one kind

集 散 花 序 oyme a aowel eーubter,often oonvex or nat-Lopped,vaiiousshapes ol

deglees of hranohing bnt oldest aower ・s dlwdys at the end of the braneh,

deternllnaLe Lype

了葉 ootyledon the emhiyo leaf in a seed,often funotion ・ng as Lhe6rst ーedf of a

seedhng

小 花 柄 pedleel stalk of eaoh indーvidual nowe ・ ofan in日oleseenee

小 葉 (複葉 の ) ーea日et oneofthedl 汲もionsofaoompound leaf

心臓 形 の coldate heart shaped eonne しted at・tsbroaderen α d9seel ・d t th e hdse

of d deep ーy-notohed ーeaf

柚状 花 序 sp・ke an ・nnore eenLe with Lhe aowels be悶 ーe on a more oi less

elongated ax・l with thc youngel llowers atthe apex, 1ndeteim ・nate type Heie

・nolud ・ng dense,edpILdte-1lke type

生 態 系 eoosystenl the Lomplex of a b・ologlcdILoin m onlty a・ld ・ts envlronnlent

funotlon ーng dも an eoologioal unit ln odture,with exohange of maLter dnd

ei・ergy dmongst membe[s of Lhe community andwith the environlilent

赤 褐 色 の russe も pulp ーetinted brown

節 (茎 の ) node thepointonthe~temo ・hranohat ＼vhiehaleaforlateral branch

al lses

腺 gland a seereting surfaoe or structule,or an dppenddge hdvingLhe gene ・al

appearanee dnd funetion of もuoh an organ
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総状の『acemose raceme-like ot bearing racemes 

総状4り1" raceme an infloiescente with pedicelled floweis borne dlong a more or 

kss elongated axis with the younger flowers nearest the apex, indelerminale 

type 

草木 herb a plant with no persistent woody stem above ground .also a plant 

used in seasoning and medicine 

属（分類の） genus (genera) a group of related species 

胎t (Wf')の viviparous (vivipary) get niinating or sprouting From seed or bud 

while attached to the parent plant 

Wh の opposite 2 leaves inserted opposite to each other on the stem 

If リEの elliptic (al) bioadcst at the middle,以・th ends rather equal, the length is 

at least twice the width 

たく［托1 菓 stipule leafy outgrowth, of ten paired, arising at the base of the leaf 

stalk 

多$rtの perennial a plant lasting For 3 or more years , a stem not dying back 

over the dry season 

$1t4E unisexual (flower) of one sex, having either stamens or pistils, not both 

W1 IEの single (solitary) floweis borne singly, not in clusters 

9%葉 simple (leaf) only one definite segment present between the stem and the 

end ci the blade although sometimes lobed or tooihed 

t1ti stigma sticky or Feathery area above ovary, teceivirig pollen at Pollination 

IJ4の teiniinal boine at the end of apex, aitsing iiom the end of the stem 

c楕MEの oblong shape that is two to four times longei than wide and the sides 

parallel ot neaily so , see 

rn端 apex the growing point of any stiucture 

頂端の apic組 at the point of any structure 

通気根 pneumatophore penc小hkeoi conical roots protiuding upwaid from hol・ 

izonial root extensions 

W.* (4 *) shiub a woody perennial plant smaller than a t:ee and usually with 

several basal stems 

M 状 (1U ) e capitate in a globulai or head-shaped cluster 

倒卵形の obovate eggshaped in outline. aitaしhed at the nariow end, inveise of 

ovate 

突出 L た. b き出た exsert (cdl proti uded beyond, as stamens beyond the tube of 

the corolla 

一叉分技 dichotomous bianching 

pai ts 

乳液latex the milky juice of some plants like Eicncolw ago/lot ha 

のき形の aiistate with an awn oi stiff bristle, usually at the apex 

branching by iepeated division into two equal 
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総 軌 の racelnose raceme-1lke olbeanng rdcemes

総 状 化が raceme dn lnnolc5cenLe wILh pedl もelled nowel 』 borne dlong a more or

less elengated axーs w 亘 li the younger aowers neal‐esi Lhe aPex,zndelez ‐mjn ぞ-le

type

草 本 herb a plant wILh no pcrs・sten ー woody sLcm above greund ,alもo a pldnL

used Iわ bcascnIng and medlcIne

属 (分 類 の )genus(genera)a greupofrelated speucs

胎 生 (獅 子 ) の vlvlpdrous(v ・vlpdry)ge ・nllnatlngorsproutnlgfrom secd or bud

while attaLhed to theparent plant

対生 の opposlte 21eaves lnsertedopposlte tocaehoLher on the もtem

楕 円 形 の clbptK(ai)hloadesta もthemiddle,bothendsrdther equa1, thelengLhls

at teaもt t＼vice the width

た く L托 1 葉 stipule leafyoutgro vth,o[tenpaire(1,arisingd もLhe babe of the leaf

tatk

多 仔 牛 の perenn ーal a plant iabting for 3 or more years,astem not dylng baLk

over thedry Season

単 性 花 unisexual {"ewer)ofonesex,havlilgeither もiamensorpistils,net both

単頂 花 の S1ngle(sohtary)nowei も berne singly,notln clusters

単葉 simple(leaf)only one deGnne begmentpresent bctweeil the stem dnd the

end o【the blade although sometlnies lobe(l ortoothed

札 頭 stigmd sticky or feathery area dboveovdry,ieceivlngpollen dL PolhildL1on

項 生 の むeiniinal bo1ne at thecnd ofdpex,allsing flomthe end ot tbe stem

長 楕 円形 の oblong bhdpethdtist voLofourtimes longel thdii wlde dnd the sides

paralleloi nea 亘 y so ,see

順端 apex the growlngpoint o〔any sLiueLure

項端 の apical at もhe polnLof ally 』tructure

通 気 根 pileumatophore penci ト 1lkeel conicdlrootsprotiud ・ilgupwald frern hol ‐

Izontdl rootextension も

低 木 (桁 木 ) sh・ub a woody perennldl plmitsmaller もhdna "eedndusually wlh

severdl basalstems

頭 状 (化 序 ) の oapILate ・n dglobulal or head-shaped し1u~ter

倒卵 形 の obovate egg ‐shaped m outhne,allaLhed at the narlow end-nveiseof

ovate

突 出 した , ぬ き出 た exsert (ed)proL ・udedbeyond,ds もtamenbbeyondthe tube of

thecorolla

- 叉分 技 dichotomeusbiduchlng hranchii ・ghylepcdLed divlslon lnto もwoequdl

palts

乳 故 latex the m・ikyJuiceofsome P1anLstikeE スcogcαムロ qgq′′odm

の き形 の ailsLate wlth an dwn oi stlf「brlstlc,u uatly dt the apex
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菓（ノダ類の）frond (1cm ) leaf of a fern 

M ,4* hypocotyl jxntion of seedling between stem and root ' in some plants im 

portant for storage of staith and other teserve materials 

1&44 buttress boaid like structures, downward sloping radial projection I mom 

lower trunk of tree 

半胎生 (s子)の cryptovmvtparous (cryptoviviparity) in which the seeds germi・ 

nate but are covered with their peracarp (ft uit skin) before detaching from the 

parent tree 

尾状花序 ament same as catkin 

)状花I1 catkin a sptke or spike-like, usually pendulous inflorescence of unisex・ 

ual flowers, same as ament 

ftt針Eの lanceolate lance-shaped , several times longer than wide, broadest 

toward the base and tapering to apex 

徴突形の mucronate 

徴突頭 mucro a short, small abrupt tooth-like tip , loosely used but not very 

sharp at extreme apex 

徴突Imの apiculate ending as an abrupt slender tip which is not stiff 

&O lenticel pocket of corky cells on woody stem or root allowing exchange of 

gases between interior of plant and atmosphere 

表皮 epidermis the outer layer of tissues 

フェノロジー（生物季節） phenology the complex annual course of flushing. qut・ 

oscence, flowertng. fruiting and leaf Call in a given environment 

複葉 compound (teal) having definite and distinct segments (2 or more leaflets) 

from the stem to the apex 

付属器 appendages an attached secondary pait to a main structure 

不ねん (稔J 11.の sterile infei ttle and unproductive, as a flower without a pistil, a 

stamen without an anthet or a leafy shoot without floweas 

i)NW schizocarp a dry fruit of 2 or moie carpels, splitting up at maturity into 2 

or more one seeded. indehiscent segments 

'i ( spore (fern) reproductive body of lower plants, 

末端E向0 distal situated farthest fiom the place of 

無限4E:t indeterminate inliorescence inflorescence in which the youngest flower 

is always at the end of the main axis or in the center of the infloiescence , new 

flowers can continue developing at the tip 

*M の sessile wtthout a stalk 

*,e glabrous no haits present .also used to mean smooth 

モサイク状のtesseltate checketed, mosaic-like 

やく (A] anther the pollen-beanng pad of the stamen 

有限花序 detei minate inflorescence inflorescence in which the oldest flower ts at 

usually single cell 

attachment 

　　　

菓 (/ ダ類の )frond(fem) lcdf of a fcm

灯心軸 hypocotyl po・bon dscedlmg bcLWeen stem and root,ln some plantslm-

p○rtanL for sL○rage of statしh and oLher teserve materLa1s

板 帳 buttr 偽 も boa ・d llkc もLructures,down ・vard sl。plngradlal pr。Jcctl。n flom

lowerLrnnk of tree

半胎 生 (種 子 ) の cryPLovlvlparons(Lryptovlvlparlty)ln whlchthcseedsgerml ‐

nate but are covered w・ththclrperlcarp(rloltskm)beforedetachlngfrom the

parenttree

尾 状 花 序 ament sdmeascaLkln

尾 状 花 序 catkln aもplkeorspike-bke,nwally pendul 。us ・nnorescenoe 。fun ・se

ualf lowers, もdme as ament

披 針 形 の lanceoldte lanee baped,several time も longer than wlde,broadest

toward the baseand tapering to apex

徴実形の muLronate

微 突 頭 mucro a short,small ahrupt tooth-like tip,loosely usedbut not very

sbarp at extrelnc ape ×

微 突 頭 の apiculate ending as an abrupt slender tip whlch ・s not stl什

皮 日 lenticel p。eketofo 。rky eells 。n w 。udy stem orroot allowingexohange of

gaもes between1nterior of pldnt and atmosphere

表 皮 ep・dermis theouter ldycr of tlssnes

フ ェ ノ ロ ジー (生 物 季 節 ) pbenology the しomplexannualcourse of 日usblng, qu ト

ebcence,n ○wering,frniting and leaf fdlーin agiven env ・ronment

複 葉 oompound (leaf) havmg definILc dnd distinctsegment 2 or moTc leanets)

from tbc bLem t。 tbe apex

付 属 器 appenddges anaL ーaohed secundary palt toa main btructure

不 ね ん [稔 」ず′1-の sterile infe1tileandunproduotive,asallowerwithout a pistil,a

stamen without an anthei or a lodfyshoot wlthont lloweis

分 離 果 chlzocarp adryfro ・tof2orm 。lecarpels,splitting op at mdtority ・nto2

or more one seeded,indehiscentsegnlents

胞 了 spore(fern)reproduct ・vc bodyof lower plants,nbnallys ・ng1ecoll

末 端 方 向 の distal b・tuated farLhebt fiom tbeplace of dttaohmenL

無 限 花′t indetermnate ・naorescence ・nnorescen 。e in whioh tbe yoongest nower

isalways attheend of themaln axisoT in the oenter oftheinliolesoence ,new

n。wers oancontinue developing at the tip

無 柄 の sessilewithout a talk

無 毛 の glahrous no haii 』 present,alsonsed tomean smo o th

モ サ イ ク状 の tessellate ehe しke・ed,mo もaiL-hke

や く [約 ]anther the po11en-bearingpd ・t of the btanlen

有 限 花 序 detelminate ・nnorescence innorescenoelnwh ・ehtheoldest n。werisat
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the end of the main axis with the younger flowers arising from below the 

cynic is the only example of this type 

菓Iz axil the angle foi med by the upper side of a leaf and the stem 

幼W radicle the rudimentary root formed within the seed 

葉身 blade the expanded part of a leaf or petal 

葉ti（のある ) petiole the stalk of a leaf blade or of a compound leaf 

卵)i の ovate egg-shaped in outline, attached at the wide end 

卵形の（立体の） ovoid a 3-dimensional figure, ovate in outline 

リホン4k根 plank roots horizontal ribbon-like roots that elaborate above the 

ground, undulating and winding laterally like snakes 

裂開果 dehiscent fiuit 

裂開tq.の dehiscent opening spontaneously to release the seeds of the fruit 

裂片lobe any segment of an organ especially if iounded 

　　　

thc cnd of the mam axーs w・th the younger flowers arlslngfrom below ,tile

cyme ・s the onlyexample of thls Lype

葉般 ax}- theangle roll'led by Lhe uppers ・de of d lcal and the sLem

幼根 radlele the rudlmenLdry reot fermed wlthlnthe seed

葉 身 blade theexpanded parLor a leaf or peーal

葉柄 (のある)pet ・ole thestalkofaleafblade erofacompound leaf

卵 形 の ovate egg-shapedlnoutline, attaehed at thewldeend

卵形 の (立 体 の )ovold a3-dlmenslonal 貢gure,ovate ln ouLI1nc

リホ ンi大根 pーank roots her・zental ribbon-hke roots that elaberate above the

groIlnd,undu1a もIng and wIndIng1aLeral1y lIke もnzlkes

裂聞果 dehlscent rlult

裂開 札 の dehlscent openingspontaneously toreleasetheseedsor Lhe rrult

製 jキ ーebe any segmentofdnorgan especlallyifloundcd
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‘ 樹種名のインデックス（アルフ，ヘソト助） 

1)極名(botanic司 name, scientific namの 

極名のうしろの故宇は本文iiiの説明か記教してあるベーンてあり，( ）内の敷字は可 

真か掲載されているペーシを不す。 

Acanlhus slseijblsus L ムラサキミズヒイラギ 85(51) 

Acrw,l,churn otneun: L ●ミモチシダ 肥（切） 

Aegicoros cormculalu,n Blanco ツノヤプコウシ 111(61) 

,4eg:co,'osAmthan Room & Schult アェギセラスフロリドウム 112(61) 

A t'iceniio a!加Blume ウラジロヒルギダマン 叩(52) 

A vicenma lana/a R idley マルバヒルギダマン 91(52) 

Avacennia nlarsna (Forsk ) Vierh ヒルギダマン 92(53) 

.4 vacenma uffic:nahs L マルバヒルギダマン 興（弱） 

Batsinglonjo otal,ca (1.) Kurt ゴバンノ了ン ・・ 101(56) 

Ban inglonto tacernoso (L) Sprung サカリバナ 102(56) 

Biaguieto cyhndnca Blume ノロバナヒルギ 114(62) 

13;ugu,eto gymnoriluza (L) Lam オヒルギ（ヘニガクヒルギ） 115（肌） 

I3tuga,era paiviflora (Roxb ) Wight & An ox On“ ヒメヒルギ 116(63) 

Bmgaura .ceiatguIa (Lour } Pm「 オバナオヒルギ（ロノカクヒルギ） 117(63) 

Coes,aゆinto bonduc (L } Roxb カエサルピニアボンドウク 103（切 

Co!ophy!lurn inophyiluin L テリハ中ク（ヤラホ） ・ 100(55) 

Ca/octopus gagontea（いOtyand exWT Mon 了コノ ・ 部GI) 

Cerbeta rnonghos L ミフクラギ（オキナワキ.ウチクトウ） 87(51) 

Cenops decond,a (Gruff) Ding llou コヒルギ（タカオコヒルギ） I is(⑩ 

Cenops logo! C B Rob タカオコヒルギ（コヒルギ〕 119(64) 

Clot odend, urn met me Gaertn イボタクサキ 129(72) 

Do,, is (aloha/a Lou「 ノイノキカスラ （タイワンギ．トウ） I叫（切 

Ercoeca, ma aga //or!mI. ンマノラキ 

Fmn!aysonw gnat s/nna Backei cx K Heyne フィンレイソニアマリティマ 

的（肌） 

!!em:luera hi/utah,. Di yand サキンマスオウノキ I加（7') 

Ihb,scas Ithoceac L オオハマ求ウ・ 106(58) 

I加rnc*o pes-cap'ao {L ) Sweet クンハイヒルガオ 町(55) 

厳7ndoha condel (L ) Druce メヒルギ l加(65) 

Lurnn,Ize,a lallorea (Jack) Voigi アカバナヒルキモドキ 糾（") 

Lummizera racenuna W 山d ヒルギモドキ （ノロハナヒルギモトキ） 妬（馴） 

Nypa fnm/scam, W ii rmb ニ/バヤン 83(50) 

Osbonua uclodonto F' MudIー オスホルニアオクトドンタ 113(61) 

4 樹種名のインデ ックス (アルファヘソト順 )

1) 種 名 (botan ・cal name,suenLIGc nalnc)

種名のうしろの数字は本文中の説明か記載してあるペーンてあり,(

真か掲載されているペーシを不す。

)内の数字は写

Am 〃まれ"ふr‘臨ん卿‘もL ムラサキ ミズヒイラギ

Acm ふ力c/粥川 α"′@‘‘''iL ミ ミモチ シ ダ

Aegzcem ふ co“ーzcz′超 zz′m B1anco ツ ノヤ ブ コウ シ

Aegzcems 月oridz〃〃 Roem & Schult ア エ ギ セ ラ ス フ ロ リ ドゥム ,

AUzce'mm α‘bα B1ume ウ ラ ジ ロ ヒル ギ ダマ ソ

AUzce ′"〃"′の i"如 Rldley マ ル バ ヒル ギ ダマ ソ

A 阻c蝋 燭α“粥川 脇 (For もk)V1erh ヒル ギ ダマ ン

AUZ ぐのけzmo 坊 cm 〆砧 L マ ル パ ヒル ギ ダマ ソ

βα刀身zgfomq qふ頭 Zzm {L)Kurz ゴパ ンノ ア ン

βαrmzgzo 川口難 解 ''?om(L)Sprcng サ カ 1」バ ナ “

βi"gzαの Q cyね〃αrrcα B1nmc / □ノぐナ ヒル ギ

肋 z‘gmemg 助け70“/zzm(L)Lam オ ヒルギ (ヘニガクヒルギ )

β川部‘zem pのり肌 om(Roxb)WIght& Am cxGrlff ヒメ ヒルギ ・・

β川岸‘zem 解離フig〃/" our)Polr オバ ナ オ ヒル ギ (ロ ノカ ク ヒル ギ )

CQes 餌鳶フ2賜 わo,2ぬ‘c(1 )Roxb カ エ サ ル ビニ ア ポ ン ドウク

CαoPたy魚蹴 り船ゑ卿‘と‘′''・L テ リハホク (ヤラホ)

C略○【'()力持 g1gmire α (L)Dryand e× WT A・ton ア コ ノ ・

Ce中段α〃7のzgねαもL ミフクラギ (オキナワキ ョウチク トウ)

Cのro無 血 cの露′α (G1・ff)D1ng llou コヒルギ (タカオコヒルギ)

Ceno 解 放gq′CB Rob タカオコヒルギ (コヒルギ )

C/8′odβ〃α′〃“?“ie'〃2f2Gacrtn イ ボ タ クサ キ

Dem もごr顕彰川魚 Lour ノイノキカスラ (タイワンギ ゴトウ)

Ercoecq “""g 【はごodz α 1 ソ マ ノ ラ キ

F 躍如ysomq ′'7館 山 '“"Backel ex K Heync フ ィ ン レイ ンニ ア マ リテ ィマ

〃の "燈旧 友ごro′α白も D1yaud サ キ ンマ スオ ウノ キ

//rozふc"ふれ‘mcez′s L オ オ ハ マ ポ ウ ・

ゆ o〃20m pgsfqPme(L)S vcct ク ンハ イ ヒル ガ オ

Km2de ‘m cの堰 e‘(L)Drucc メ ヒル ギ

ム′′mm 細 川 卿‘orαα (Jdck)Vo ・gt ア カバ ナ ヒル キ モ ドキ

ム mm"z α粥 川 cei}2堤α WIーーd ヒル ギ モ ドキ (ノロハ ナ ヒル ギ モ トキ )

NyP α′門脇 cmz も Wunnb ニ ノパ ヤ ン

osEだけ′"" ひcの do′ばα F Mue ー1 オ ス ホ ル ニ ア オ ク ト ドンタ

85(51)

82(50)

1li(61)

112(61)

90(52)

91(52)

92(53)

93(53)

101(56)

102(56)

114(62)

115(62)

116(63)

li7(63)

i03(57)

100(55)

88(51)

87(51)

118(64)

119(64)

129(72)

104(57)

98(55)

89(52)

128(71)

106(58)

97(55)

120(65)

94(54)

95(54)

83(50)

113(61)
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Paudanus leclonus Parkinwn ノマタコノキ（アダン） 

凡in pins ocidula J R Font & G Forst ミズガンピ 

Pwigauna pinnota (L ) Pierre クロョナ 

Rluzopi,oro afucutota Blume フタバナヒルギ（フ●コヒルギ） 

Rhizophora Xlarna,ckst Mont「 ライゾフ＊ーラ’マルキ 

Rhizゆhot,, muci-ouola Lam オオバヒルギ 

Rhm,photo ' ty1o soGri“ ヤエヤマとルギ 

Scoevo缸laccoda (Gaerirt) Roxb クりトヘラ 

Scyphゆhorn hi皿mphy!lacea Gaertn「 ウミマ●キ（‘ッバヒルギ〕 

Sesuvium pot lulocosirum (I..) L ‘ルスヘリヒユ 

Son no) otw a!加Sin マヤプノキ（ハマサクロ） 

Sonnnral,o caseo!arls CL) Engl ホソバマヤプシキ 〔ナノョウマヤプシキ， 

オオバナヒルギ） 

Spun/ox !suoseus (Burm C ) Men ソキイゲ 

Sloth ylarphek' ノamOlcenSiS CL) Vahi フト求ナカホソウ 

Tenninalta cola ppa L モモタマナ（コハテイン） 

Thespesta 加pu!nea (L）助－ex Correa サキンマハマホウ 

Vs/ox ovaルThunb ハマゴウ 

抑JOCOspNS gronahnn Keen ホウカンヒルギ 

Xylocoゆus moluccensls (Lam ) Roonl ニリスホウガン 

抑Ioca,pus rump/zn (Kostel) Mabb サイロカルプスルンフィ 

2) I1* (family name) 

Acanthaceac キソネノマコ科 

んzoaceae ハマミズナ引 

Apocynac'eae キ．ウチクトウ科 

Asclcpiadaceae ガガイそ科・ 

Avicenniaceac ヒルギダ.7シ科 

Combretaceae シクンソ科 

Convolvulaceac ヒルガオ科 

Euphorbiaceae トウダイグサ科 

Goodeniaceae クサトヘラ料 

Gramaneac イネ科 

Gut(iieuae オトギリソウ科 

Locythidaceae サガリバナ科 

Lcgumrnosae マメ科 

Lythrateae ミソハギ科 

弱 

86 

幻 

88-89 

90-93 

94-96 

91 

98 

99 

130 

l加 

101-102 

103- 101 

105 

/37

Pm' αmm もぎeαom‘s Park・nbon ノマタコノキ (アダン) 84(51)

P勤めぬお qα中′ね J R Forst &G For 鼠 ミズガ ンビ 105(58)

Po力gdmm 加増iQ奴 (し)P1errc クロヨナ 104(57)

R′“zo少′70口吻わzc〃如加 B1ume フタバナ ヒルギ (フタコヒルギ) ,. 121(66)

尺ノ7zzoPたorq ×′の'-"'卿乙Montr ライゾフォーラ ラマルキ 122(66)

R′〃z‘〕P′20m “'"cromr α Lam オ オ バ ヒルギ i23(67)

Rhigop/mm もzyごom Grー" ヤエヤマヒルギ ・ 124(68)

SmB のどα奴 ccqdq(GaerLn)Roxb クサ トヘ ラ ・・ 99(55)

Scyp/?zp′7堀口′7ydrop/り′“"cmGaerLn f ウ ミマサキ (ミツバ ヒルギ) ・125(69)

Ses" 犯 zの 7Po'Zz‘紅似 s姻 "“ (し )L ミル ス ヘ リ ヒユ ・ 86(51)

Soil'2傷口【難 破鯛 Sm マヤプノキ (ハマサクロ) 126(70)

Sp,'加 川 rzoc‘)seo′"r為 (L)Engl ホ ソバ マ ヤ プ シキ (ナ ノ ョウ マ ヤ プ シキ ,

オオバナヒルギ) 127(71)

Spmi ′e×‘z加 川"s(Burnl f)Melr ソキイゲ 130(72)

Sr僻んy奴γ〆難解ノの〃αzce'2szs(L)Vahl フ トポナカホ ソウ (チ リメ ンナカボソウ)

129(72)

718mm 離れαmmPPQ L モモタマナ (コハテイン) ・ 96(54)

T′僻も鰹も縦 POPZ‘bzeα (L)Sol e×Correa サキ ンマハマホウ 107(58)

Vzrgxo〃"‘αThunb ハマゴウ = ・130(72)
XjぼりcのP郷 ぶた粉砕 2‘2'“〈Den ホウカ ンヒルギ ・ 108(59)

Xy′omrpz ′s'“o‘z′cce''s′so ノam)Roem ニ リス ホ ウ ガ ソ ー 109(59)

X)′‘ocの加持 r〃“7P“"(Kostel)Mabb サイロカルプス ル ンフィ 110(60)

2) 矛十名 (fam・ly name)

Acanthacedc キ ソネ ノ マ コ科 85

AIzoaceae ハ マ ミズナ禾f ・ 86

APocynaceacキョウチクトウ料 一 87
Asclcp ・adacede ガ ガ イ モ科 ・ 88-89

AvILenn ・aceac ヒル ギ ダ マ シ料 90-93

combretaceae シ ク ン ソ科 ・ 94-96

Cunvolvulacedc ヒル ガ オ科 97

Euphorblaceae トウダイグサ料 98

Goodenlaceae ク サ トヘ ラ科 ・ 99

Gram ・ncae イ ネ科 ・・ 130

Gutbfe ・ac オ トギ リソウ末チ ヱ0O

Lecyth ・ddceae サ ガ リバ ナ科 ・ io1一102

Leguln ・noもae マ メ科 103一104

LyLhra しeac ミソハギ科 105



MaR'aしeae アオィ科 

Meliaしeae センダン科一・ 

Myismaceac ャブコウシ科 

Myt laceac フトモモ科 

Pal mae ヤシ科 

Pandanaceae タSiノキ科 

Pteridaceae イノモトソウ科 

Rhizophoraceac ヒルギ科 

Rubュaしeae アカネ科 

Son ne,atiaceae マヤプンキ科（ハマサクロ科） 

Stercultaceae アオギリ科 

Verbenaceae クマツヅラ科 

106-107 

1 08-110 

111-112 

113 

83 

84 

82 

114-124 

125 

126-127 

128 

129- 130 

　　　

Malvd しeae ア オ イ科 ・ ・ 106-107

Mel ・aしeae セ ンダ ン科 ・" ・・ 108-11O

MY1smaceac ヤ ブ コ ウ シ料 " 111-112

MyILaceac フ トモモ科 113

Palmae ヤ シネぐ十 ・ 83

Pdndanaceae タ コノ キ料 ・ ・ 84

Pter・daceae イノモ トソウ料 82

Rh・zophoraceac ヒル ギ科 ・ 114-124

Ru 鰯 dしeae ア カ ネ料 … 125

Sonne ・atlaccde マ ヤ プ ソキ料 (ハ マ サ ク ロ料 ) ・・ 126-127

SLcrcuーlaccde アオギ リ科 128

Verbenaccde クマ ツ ヅ ラ料 ・・ 129…130
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あ と が き 

マングローブ林といってもアジア・太平洋地域のものと，中南米・カリブ海 

府岸のものでは種構成か違っている。同じアシアのマンクロープ林でも，島嶼 

のそれと大陸の大河河口のそれとは成立過程，人為的な影響等か人きく異なっ 

ている。マンクローブを植えようとする時，その場所，その地域にふさわしい 

樹種をその場に適した技術で植えなければいけないのであるが，すべての場所 

に適用可能なオールマイティの植林技術なとありえない。その場所，その地域 

に住んでおられる人達の占からの知恵‘知識の中に最も適切な技術か隠されて 

いる。そこに住んでおられる人達かマンクローブを植えるにしても，彼らは白 

分たちの技術を決してマングローブ植林技術などとは呼はないか，占から自然 

と付き合い，自然の豊かさ，自然の驚異を知っているからこそ，自然への接し 

方を知り，最も適切な技術をもっている。 

マングローブをH常的に見ている訳ではなく， コンクリートで作られた家に 

仕み，車や電車なしには生活できない私達は，あまりにも白然についての知識 

か乏しく，白然とともに4活している人々から学ぶことか多い。 

世界の熱帯・亜熱帯の沿岸域に成立していたマンクローブ林の消失か急速に 

進行し，そのことによってマンクローブ林とともに生盾している人々の生活か 

脅かされている。私達にてきることはささいなことかもしれないか，失われた 

マングローフ林の再生に少しでも協力することができ，そのことを通じて緑の 

地球を守ることかできるのならは，それはとても素晴らしいことではないだろ 

うか。 

北海道に生まれ，30 歳になって沖縄に来るまで海の中にも森林かあることす 

ら知らなかった私であるか，これまでにお会いした多くのマンクローブ林とと 

もに生活している人々との山会いの中で，そのようなことを学はせてもらっ 

た。これからは失われたマンクローフ林の再生，微力ではあるかマングローブ 

生態系の再生の活動を通じ，マングローブ林とともに生活してる人々からたく 

さんのことを学はせてもらったお礼をしたいものである。 

1099年1月 

著者を代表して 馬場 

あ と が き

マングローブ林 といってもアジア・太平洋地域の ものと, 中南米 ・カ リブ海

沿岸のものでは種構成か違っている。同じアシアのマンクローブ林でも, 島喫

のそれと大陸の大河河口のそれとは成立過程,人為的な影響等か人きく異なっ

ている。マ ングローブを植えようとする時 , その場所 , その地域にふさわ しい

樹種をその場に適した技術で植えなければいけないのであるが, すべての場所

に適用口1能なオールマイティの植林技術などありえない。その場所, その地域

に住んでおられる人達のこーからの知恵・知識の-rlに最も適切な技術か隠されて

いる。そこに住んでおられる人達かマングローブを植えるにしても, 彼らはロ

分たちの技術を決してマングローブ植林技術などとは呼はないか, 古から白然

と付き合い, 白然の豊かさ, 白然の驚異を知っているからこそ, ロ然への接し

方を知り, 最も適切な技術をもっている。

マングローブを H 常的に見ている訳ではな く, コンクリー トで作 られた家に

住み, 車や電車なしには生活できない私達は, あまりにもロ然についての知識

が乏しく, ロ然とともに斗店している人々から学ぶことか多い。

1旦界の熱帯・亜熱帯の沿岸域に成立していたマンクローブ林の/肖失か急速に

進行し, そのことによってマンクローブ林とともに生活している人々の生活か

脅かされている。私達にてきることはささいなことかもしれないか, 失われた

マングローフ林の再生に少しでも協力することができ, そのことを通じて緑の

地球を守ることかできるのならば, それはとても素晴らしいことではないだろ

うか0

北海道に生まれ,30 歳になって沖縄に来るまで海の中にも森林かあることす

ら知らなかった私であるか, これまでにお会いした多くのマンクローブ林とと

もに生活している人々との出会いの中で, そのようなことを学ばせてもらっ

た。 これか らは失われたマンクローフ林の再生 , 微力ではあるかマングローブ

生態系の再生の活動を通じ, マングロM ブ林とともに生活してる人々からたく

さんのことを学はせてもらったお礼をしたいものである。

1999年 1月

著者を代表して 馬場



著者略歴 

馬場 繁卓（はば しけゆき） 

1977年東京農上大学大学院修上課程（林学専攻）修了。1978年に琉球大学農学 

部助手となり，現在助教授。JICA 長期‘短期専門家（森林植生）としてインド 

ネシ了などの海外経験のほか，ァジア‘アフりカ・申南米でマンクローブに関 

する調杏・研究に従事。1990年に国際NG0 として設立された国際マングロー 

フ生態系協会事務局次長を経て，現在事務局長。 

北村 昌二（きたむら しょうぞう） 

1979 年京都人学林学科卒業。林野庁引画課全国森林計画担当森林引画官，熊本 

営林局出水営林署長，林業講習所教務指導官を経て，現在林野庁研究普及課技 

術開発れ1当課長補佐。 この間に1994年12月から1997年11月までインドネシ 

ア国ハリ島でのJにA マンクローブ資源保全開発実証調査事業に長期専門家 

（森林生態分野担当）として参加。 

マングローブ植林のための基礎知識 テキストNo. 11 

平成11年3月25 Li 

馬場繁幸・北村昌三 

（財）国際緑化推進センター 

者

集

行

 

著

編

発

 〒112-0004 東京都文京区後楽1-7-12（林友ヒル） 

TEL 03一5689 一－ 3450 

FAX 03 -5689 -3360 

禁無断転載 

印 刷 創文印刷上業株式会社 

〒 116-0011 東京都荒川区西尾久7-12- 16 

著者略歴

馬場 繁幸 (ばば いずゆき)

1977年東京農↓大学大学院修 -仁課程 (林学専攻)修了。19784fに琉球大学農学

部助手となり,現在助教授。JICA 長期・短期専門家 (森林植生)としてインド

ネシアなどの海外経験のほか , アジア ・アフリカ ・中南米でマ ンクローブに関

する調杏・研究に従事。1990年に国際 NG0 として設立された国際マングロー

フ生態系協会事務局次長を経て,現在事務局長。

北村 昌二 (きたむら しようそう)

1979テ「京都人学林学科卒業。林野庁計画課全国森林計画担当森林計画官,熊本

営林局出水営林署長,林業講習所教務指導′白を経て,現在林野庁研究普及課技

術開発担当課長補佐。この間に 1994年 12月から 1997年 11月までインドネシ

ア国ハ リ島での JICA マンクローブ資源保全開発実証調査事業に長期専門家

(森林生態分野担当) として参加。

マングローブ植林のための基礎知識 テキストNo.11

平成 11年 3月 25 ]

著 者 馬場繁幸・北村昌三

饗 秀 (財)国際緑化推進センター
〒112-0004 東京都文京区後楽 1-7-12(林友ヒル)

TEL 0 3一 5 6 8 9-3 4 5 0

F AX0 3 5 6 8 9一 3 3 6 0

印 刷 創文印刷工業株式公社
〒 116一0011 東京都荒川区西尾久 7‐12-16

禁無断転載
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